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1 伯‘‘八

大正5年4月

J 大正10年3月

大正15年4月

昭和4年4月

昭和7年4月

昭和13年10月

昭和14年11月

昭和15年 1月

昭和20年1月． 昭和20年10月
昭和21年11月

昭和24年 7月

昭和27年4月

昭和29年7月

昭和33年3月

昭和36年5月

昭和41年 5月

昭和41年 8月

昭和42年4月

昭和42年8月

昭和43年 9月

昭和45年8月

昭和47年4月

昭和48年8月

昭和49年 7月

昭和56年 7月

昭和58年 6月

2 敷地 と
所在地

革

綿織物並びにその他染色布の輸出奨励を目的とし、煤商務大臣より和歌山市本町9丁目に

工業試験楊設立認可を得て開設、エ務 ・図案 ・庶務の3部を甜く。

試験楊を廃止する。

和歌山市一番丁 1番地に和歌山県譲造試験場を開設する。

和歌山県工業試験楊と改称し、庶務 ・醍造 ・染色及び漆器（海南市）の4部を笥〈。

機械部を増設する。

化学部を設け染色部に併閻する。

和歌山市宇須139番地に新築移転し、庶務部 ・染色部 ・醸造部 ・漆工部（在、海南市黒江） ．

機械部・応用化学部の6部で業務開始する。

漆工部が分離し、和歌山県漆器試験楊として独立する。

和歌山県戦時工業指導所と改称し、総務部 ・繊維部 ・化学部 ・金屈部 ・木工部及び機棟エ

妾成部を甜き総力戦時体制をとる。

大東亜戦の敗戦にともない10月18日再び和歌山煤工業指導所と改称し、庶務課 ・繊維部 ・

木工部 ・醸造部 ・化学部 ・エ作部 ・食糀加工部 ・機械工養成部の一課7部とする。

研究指導を強化するため、従来からの経済部長の当所所長兼務をやめ、専任所長制を採る

庶務課 ・ 繊維部 ・ 木工部 ・ 食品部 ・ 化学部•-機械部の 1 課 5 部制とする。

和歌山県工業試験場と再び改称する。

繊維部を繊維部と染色部に分つ。

業務愈々拡大されるに伴って設沼規則を定め、場長の外に次長を設け、総務課 ・繊維部 ・

染色部 ・木材工業部 ・食品部 ・化学部・機棟金屈部の 1課6部制とする。

化学部に皮革研究部門を設け、専任技師を沼〈 。

木材工業部を木材工芸部と木材加工部に分つ。 (1課7部となる。）

和歌山市雄松町3丁目に皮革研究所を新築する。

皮革部を新設し皮革関係業務の発展を期す。 (1課8部となる。）

和歌山市小紅60番地に工業試験楊新庁舎が完成し業務を始める。

機構改革を行い、技監 ・副部長の職を新たに設ける。

機構改革を行い、総務課に庶務係と管理係を骰く。

機構改革を行い、専門研究貝の職を新たに囲く。

機構改革を炉‘、木材工芸部と木材加工部を合併して木材工業部とし、新たに高分子部を

設ける。 (1課8部。）

技術梢報業務を始める

総務課を総務企画課に改める。技術惰報主任を設ける。皮革部を皮革分場に改める。

マイコン利用技術業務を開始する。

技監を総括専門貝に改める。

建物

本 場和歌山市小倉60番地感649-62 並話和歌山 (0734)7 7-127l(ft) 

皮革分場 和歌山市雄松町3丁目 3の2 墨640逍話和歌山 (0734)23-8520 

敷地 (m') 建物（延）（m')

本 楊 8,264.98 4,869.92 

皮革分場 269.34 440.64 

計 8,534.32 5,310.56 
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3組織と職員
(1) 組 織

場

貝1
 

日
ー専括

次

総

｛
 

総務企画課」口庶務係

L 管理係

技術惜報担当 -
マイコン担当

繊維部

染色部

化学部

食品部

木材工業部

機械金属部

高分子部

皮革分掲

(2) 業務内容

総務企画課

マイコン

技術情報

各種依頼試験受付、予尊決算及び会計、職貝の身分服務、人事、文料の収受発送編さん保

存、庁舎管理、綜合調整及び企画、その他庶務一般。

マイコン利用による機器開発、利用技術指導。

情報収巣、提供、技術情報誌の発行、技術情報の調査研究、技術惜報の検索及び指導相談，

繊維部 合成繊維の試験研究、編織の試作研究、編綿工場の生産管理、編織布の仕上加工、編織工

場の実地指導、繊維に関する物理的な依頼試験。

染色部 編織物及ぴ糸の精練源白、染色、捺染、仕上に関する試験研究、分析、鑑定、依頼試験及

び相談、染色仕上加工関連の公害防止技術の研究及ぴ相談、試験。

化学部 有機合成研究、無機化学研究、機器分析法研究、公害防止技術研究、依頼分析。

食 品 部 消酒に関する試験研究、酒類、食酢の試験研究、醤油味噌の試験研究、食品加工の試験研

究。

木材工業部 デザイン研究、木製品生産技術（加工、接消、塗装）の試験研究、材料試験、加飾技術の試

験研究、依頼試験。

機械金属部 鋳物の試験研究、機械加工・の自動化省力化、溶接試験研究とJI S溶接技術検定試験、籾

密測定、治具加工、振動騒音の測定と対策調査、鉄鋼分析、依頼試験。

高分子部 閥分子合成、プラスチック及びゴム物性、合成樹脂の成形加工実地指導、依頼試験、移動

相談。

皮革分瑞 皮革及び副産物利用に関する試験研究調査、皮革に関する技術相談指導、分析、試験、鑑

定。

(3) 職員現 況 （昭和58年 3月31日現在）

場 次 専 マ 総 技 繊 染 化 食 木 機 商 皮 合
門 イ 務 術 材 械 分 革

区 分 技 コ 企 維 色 学 品 工 金ン 梢 子 分術
畠
画 業 属

長 長 貝 課 報 部 部 部 部 部 部 部 楊 計

事務吏貝 1 1 3 1 6 

技術吏貝 1 3 1 2 5 5 7 5 4 7 4 5 49 

現業技能貝 2 2 1 1 6 

1 1 1 3 6 2 7 5 7 5 5 8 4 6 61 

．
 

． 

9‘ 
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(4)職員 名 簿 ｀

所属 ・職名 氏 名 所属 ・職名 氏 名 所厩 ・職名 氏 名

場 長 桐谷俊一 研究補助業務貝 尾藤たみ子 技 師 北 口 功

次 長 畑野典夫 II 尾崎早見
＂ 平田重俊

ヽ 専門技術貝 津田郁太郎 染 色 部 研究補助業務貝 前川鶴太郎

マイコン技術 部 長 田村禎男 機械金属部
ヽ

専門技術貝 藪内 武 副 部 長 久保田静男 部 長 松原康雄

技 師 岡本良作 専門研究貝 谷 正博 副 部 長 岩鶴 昭

II 前田裕司 技 師 中岡元信 II 中 村 蹂

総務企画課 II 大萩成男 技 師 林 健太郎

課 長 栗本和雄 化 子ヽ屯 部 II 永坂博文

主 事 中 川静枝 部 長 前田龍一 II 田 ロ義章

＂ 坂口迪子 副 部 長 沢田俊彦 II 古田 茂

i>• 用 務 貝 中前 一 枝 技 師 三原英子 ポイラー技士 大久保 保

（管理係長）兼 栗本和雄 II 中岡 忠 治 高分子部

専門研究貝 岩田千廣 II 谷口久次 部 長 内田 昌宏

運転業務貝 吉岡昭児 ” 新 山＊茂利 技 師 山 口和三

技術情報 II 小畑 ‘俊嗣 II 前 田 育克
事技 術務情 報取 主 任扱 津田郁太郎 食 品 部 II 伊藤 修

専門技術貝 高橋弘一 部 長 店岡 ヌ立 皮革分場

専門研究貝 酒 井 宏直 副 部 長 南 広己 分 楊 長 前田昭二

繊 維 部 技 師 中内道世 副分拮長 石原矩武

部 長 神前 寿
＂ 池本重 明 専 門研究貝 宝 山大 喜

副 部 長 上 川二三雄 ＂ 山 西妃早子 主 平 小 畑一枝

専門研究貝 吉田米蔵 木材工業部 技 師 由 良 好史

技 師 坂峙 実 部 長 小川幸夫 ＂ 野村英作

＂ 角 谷秀昭 副 部 長 浦野健三

4 予算の執行状況
昭和57年度

I 
（収入の部） （単位 ：千円）

科 目 予 尊 額 収 入 済 額

国 庫 支 出 金 23,145 23,145 
使用料及び手数料 22,810 30,283 
財 産 収 入 1,400 1, 4 5 3 
諸 収 入 3, 0 5 0 3,184 

般 財 源 ． 373,807 365,459 
計 424,212 423,524 

（支出の部） （単位 ：千円）

科 目 予 算 額 支 出 済 額 残 高

人 件 骰 328,537 328,140 397 

物 件 枝 47,062 46,771 291 
蚤R几． 備 骰 48,613 48,613 

゜計 424,212 423,524 688 
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II 事業内容

1 業務の概要

(1) 国庫補助事業等の概要

昭和57年度は次の諸項目について国叩補助事業等を

行った。

ア 巡回技術指導事業

(7) 一般巡回技術指導事業

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

繊維・染色工業 11 機械金属工業 7 

化学・高分子工業 21 そ の他 3 

食品工業 1 合計 54 

木材工業 11 

（イ） 簡易巡回技術指辺平業

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

繊維・染色工業 72 機械金属工業 23 

化学・高分子工業 30 そ の他 8 

食品工業 62 A ロ 計 204 

木材工業 ， 
（ウ） 公害防止巡回技術指導事業

実施対象名 企業数実施対象名 企業数

繊維・染色工業 14 そ の 他 2 

化学工業 5 合計 25 

機械金属工業 4 

ィ ・技術指導育成事業

（ガ 技術普及講習会

a プラスチック成形品の品牧向上（指定テーマ）

b 木製家具、建具塗装技術の高度化（指定テーマ）

c 多品種少屈生産に対応する編織製品の高付加価

値化（指定テーマ）

d 染料中間体及び天然物を原料とする化成品の品

質管理（指定テーマ）

e セルロース繊維の改質と転写捺染に関する研究

f 酒造管理について

g 溶接技術について

h 鞣製技術について

合計 8テーマ

（イ） 全国技術指導研究会参加 1名

（ウ） 技術指祁貝淡成研修

マイクロコンピューターコース (1ヶ月） 1名

生産工程の省力化コース (1ヶ月） 1名

エネルギーコース (1ヶ月） 1名

ウ 技術梢報事業

技術惜報誌発行 10回（No.87~96)

和歌山県工業試験楊報告発行 1回

工 技術指導施設設沼事業

(7) ポタンの製品化技術の向上（新規）

（イ） マイクロコンピューター利用技術開発試験
一（新規）

オ 技術開発研究投補助金事業

省エネルギー省査源染色加工法の研究

(2) 技術アドパイザー指導事業

108企業、 580日間

(3) マイコン技術

中小企業に対するマイクロコンピュータ利用技術の

指導、技術者姿成、マイクロコン ピュータ応用機器の

開発、研究を主眼として次の事業を実施した。

ア マイコンによる部品選別装囲の開発 （委託開発） ~ 
前田裕司 t岡本良作藪内武

機械部品であるプッシュの寸法をイメージセンサー

で検出し、マイクロコンピュータで設定値と比較し良、

不良の選別を自動的に行う装沼の開発をし、試作機に

て実慟テストを行った。

イ ポタン金具流砒制御装骰の開発（委託開発）

前田裕司 岡本良作

ポタン金具自動挿入機用のポタン金具流屈制御装散

を開発した。

ウ 歩留りを最大にする棒状材の切断方法の検討

前田裕司

多種類の定尺鉄骨鉄筋等の棒状材を、使用状況に応

じ多数個に切断するとき、歩留りを1位大にする切断方

法の、計葬機アルゴリズムの検討

(4) 技術情報

中小企業における技術梢報の必要性が重要視されて

；；二こ供冒っ処t：るため、技術梢報の収集、機械 ・

57年度の事業の総括を下表に示す。

平~業名 内 容 件数

査料収渠 購入図孔t（文速等） 9種

交換図む、寄贈誌等 1010冊

惰報提供 調査 180件

閲覧 118 

コピーサーピス 115 

クリアリングサービス 18 

指導相談 情報の検索及び提供について 12 ’ 
機器の使用 アドレスター等 34回

出版事業 技術惰報誌 10 

和歌山県工業試験場報告 1 

要梵 1 ... 
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巡回指導 一般巡回 6社

簡易巡回＾ 8 

ネットワーク 研究抄録提供（中小企業事業団） 16件

事 業 技術指導事例リスト提供(II) 17 

研究課題提供（ II ） 19 

中小企業事業団との連絡 22回
ヽ

他エ試との連絡 5 

JI CSTとの連絡 15 

講習会・講演会 JOIS普及講習会、新技術講演会等 5 

研究会 情報化推進研究会 3 

JI CST研究会 5 

(5)繊維部

本県繊維業界のニーズに対応するために技術開発、

● :：品開発、品質向上を主眼とした下記事業を実施し
ア メリヤス生地の新製品開発及び試作研究

吉田米蔵

従来のパイル編地を改良し保温性、吸湿性の優れた

店品質の編地を完成。

イ パイル生地の新製品開発及び試作研究

角谷秀昭

シール抜け防止生地の試作と 、 ドピー開口装沼のカ

ムの改善を実施した。

ウ 繊維製品の品牧管理技術

上川二三雄

多品種少屈生産に対応する管理技術と繊維の物理的、

化学的変化の究明。

工 実地指＃及び巡回技術指迫

オ 依頼試験及び技術相談

(6) 染色部

染色整理業界を主対象として次の事業を行った。

・ ア マイクロ波加熱利用による染邑加工に関する研究

（国補） 大萩成男他

マイクロ波加熱を反応性染料捺染の固培工程に応用

し、種々の検討を行った。

イ ゲルクロマトグラフによる染色排水の特性と処理

プロセスの評価

中岡元信石井友章豪 竹部依、子峯

（※和歌山県染色技術振輿会派遣職貝）

メタン発酵処理によって商分子の低分子化が進むこ

とが認められ、それが後の好気処理に良好な影碑を与

えていることが明らかとなった。

また、 OD260 /TOC比、 OV吸取のパターンも各処

理によって大きく変化しており、それらが処理性と関

辿していることが認められた。

ウ セルロース繊維の改質と転写捺染

染済性に関する考察
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久保田静男

セリウムNイオンによりポリエヌテル／綿(65/35)

プロードの綿サイドにメタクリル酸エスデル、アクリ

ル酸エステル、酢酸ピニル、スチレン等のピニルモノ

マーをグラフト共重合したグラフト改質布に分散染料

による乾式転写捺染を行った。種々の組合せにつき諸

物性の測定を行い、剛軟度、 K/S値をグラフトポリ

マーの性牧により解析した。

工 省エネルギー反応性染料染色法

谷正博

各種反応性染料を用い、ニットを被染体として H202

標白一反応性染料染色工程の短縮化を目指した。

オ 実地指導及び巡回技術指導

力 依頼試験及び技術相談

(7) 化学部

染顔料中間体の製造業を主体とする本県化学業界は

多品種少屈生産が特徴である。

近年当業界も従来よりも付加価他のより大きい製品、

ファイジケミカル的な方向を目指す傾向が強い。その

場合用途によっては今までよりも厳しい品牧管理が要

求される。

製品中の微囲有害金属の定砒及び有機性不純物1'1の
定砒の指導を行った。また有機合成反応において副反

応を制御し、希望する反応を高選択的に進行させるた

めの生理活性物牲に関する研究を行った。

業務内容は次のとおりである。

ア 生理活性物質に関する研究 II 

谷口久次 前田瀧一

高選択的反応を追求する一閉として三閉式不飽和ア

ジリジン珠の環拡大反応等について検討した。

イ 高速液体クロマトグラフィーによる染頻料中間体

及び天然物を原料とする化成品の品質管理のため

の分析法

新山茂利 前田龍一

化学工業各社の化成品の品竹向上のため、また品牲

管理の省力化のため、化成品の店速LCによる分析法

を検討した。

ウ 原子吸光分析装骰による化成品中の微批有害金屈

の定批

沢田俊彦 小畑俊嗣

染顔料及びその中間体、産業廃梨物等に含まれる有

害金屈の分析における前処理方法によるパラッキ、処

理時間、装囲の条件等の検討を行った。

工 実地指導及び巡回技術指祁

オ 依頼試験及び技術相談

(8) 食 品部

県内工業生産指数の落ち込みから、地揚産業の振興

が、強く叫ばれた年であった。京阪神の大消代都市に



隣接している本県の食品加工業は炭産物にしても、又

水産物にしても生鮮品のままで出荷することが多く、

業者の経営感牝もこれに切れてしまって、や、もすれ

ば加工して出荷することを避けて来たとも考えられる。

消牧都市から遠隔の県において、立品加工業が発展し

ているのとは、極めて対称的である。運送機関の発達、

流通経路の変革は、これらの事情を根底から変へてし

まった。生鮮品での出荷とともに、食品加工業も地楊

産業の 1つの柱となるように努めねばならない。この

意味において、昭和57年10月、那賀郡桃山町に和歌山

県炭業協同組合連合会を母体とする和歌山県煤産物加

工研究所が設立され、立派に発足したことは県内食品

業界にとって非常に喜ばしいことである。

例年のように昭和57年度における県内譲造製品の動

向を示すと、

渭 酒

：昭和56BYI昭和57BY1増減 1前年対比

ll,190.8111,482.81+292.0I 102.6% 

昭和56年度！昭和57年度！増滅 1…王
3,496 I s,111 I -325 I 90.7% 

みそ

祠 昭和56年度 昭和57年度 増滅 前年対比

白みそ（t) 723 714 - 9 98.8% 

赤みそ(t) 550 562 +12 102.2 

金山寺みそ(t) 242 238 - 4 98.3 

業務の概要を次に記す。

ア 地下水調査 第 1報（和歌山市北部） e 

南広己池本重明山西妃早子今井武

食品工業、特に醍造において水は原料の一部として

直要なものである。良水確保のため昭和36年から 3年

問にわたり、和歌山市内 255ケ所の地下水（井戸水）の

調査を行っているが、人口増加、都市化現象等、環境

変化の進むなかで、 20年後の今回は前回採取した場所

を中心に追跡調査を行った。

イ 酒造米調査

山西妃早子

578 Yに県内酒造楊に入荷された原科米の内、主な

ものの試料を採取し、粒形、千粒重、ふるい別、水分

％、硬度を調査した。

ウ 消酒分析調査

池本重明山西妃早子南広己

昭和578Yの消酒研究会、消酒鑑評会の出品酒につ

いて一般分析を行い、酒造技術指導の参考査料とした。

エ 梅肉エキスに含まれるシアン配糖体について

（その 2)

中内道世 山西妃早子

前年度に引続き、梅肉エキス中に含まれるシアン配

糖体を、ガスクロマトグラフィーにより定派する方法

を検討した。

オ しょうゆの分析翫究

店岡登山西妃早子

県内産しょうゆの市販品について、主としてJAS  

規格検査法により分析調査し、県内工場技術指導の参

考査料とした。

力 依頼試験、実地指導及び巡回技術指導

(9) 木材工 業 部

本県の地場産業の中でもインテリア関連産業は繊維

関連産業とともに大きな位置を占めているが、その中

で木製建具、木製家具、その他小木工品類は伝統ある ． 

産業として内外に祁〈評価されている。一方、伝承的9
技術を必要とする産業であるため新技術、先端技術の

導入が困難であり業界浮掲の妨げとなっている面もあ

るが時代のすう勢から新技術や設価の導入も慎韮にな

らざるを得ない状況にある。当部ではこれらの状況を

ふまえ当該業界の技術振興策として次に示す項目を重

点的にとらえ、当部の人貝、設備と能力を勘案した相

談事項の処理及び指導業務、人材養成及び技術梢報の

提供を目標として57年度の業務を遂行した。

ア 新技術、新製品の開発に関する指導の強化

既存技術、既存製品とまったく異なるものの開発の

みととらえず、用途開発、異業種間技術の交流に碁づ

く開発、地域特性の利用を含め相談指導業務を推進し

た。そのため「木製建具及び家具の新製品開発に関す

る研究（小川幸夫、北口 功）」として今日の住宅関

連産業の中でのライフスタイルを中心に調査、分析を

行い惰報提供の査料とした。また県が行う「新製品試

作品展」出品物等の指導を通じてデザイン改善に関す ・ ・

る普及業務を行った。

イ 省力化と高品牧化が効果的に連動するための技術

的検討（試験研究）の推進

生産管理における弾力的生産システム確立の必要は

形態的に多種少爵生産が非常に激しい木製品業界にと

っては今後必須の条件となる予想はあるが、本年一例

の技術アドバイザー指導事業の経験から類推してネ・ツ

クが多大にあり重要な研究課題であると判断している

状況である。現状ではとりあえず標記の省力化と店品

質化の（木工界では）相矛盾する両者を結びつける必

要があるので、木材加工技術と塗装技術に関する問題

をこの両者の適合性に重点をおいて検討をすすめた。

このため前年度から推進している試験検討課題を一応

の結果の出たものも含め、さらに確認と前進を目的と

して行うため次の課題について誤験と結果の検討を行
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った。

「木材用耐候樹脂塗料の促進酎候性に関する試験

（浦野健三、平田韮俊・)」

前年に引き続き各種塗料、塗装法、基材（樹種）、及

び基材表面性状にわけ促進耐候試験を行い指導参考賓

料を得たが、今後は促進耐候試験の被試験体別の条件

設定の検討及び屋外暴露試験と促進耐候試験との同時

進行による比較などの必要性が確認されたのでこの課

題は長期にわたるものと考えられる。

「カーテンフローコーター塗装における塗料粘度と

気温に関する試験（浦野健三）」

前年に引き続き企業現袖における相談指導を通じて

試験と検討を行い、前年度結果との同一性の有無につ

いて確認作業を行った。年毎の気象条件の変化による

差異は認められたが、一応の傾向については今後の相

● i炎四導業務査料として活用し得るデータを得た。
木材の複合化による物性の向上と応用（平田重俊）」

詳細は試験、研究、調査編を参照のこと 。

ウ 人材の従成に関する業務

建具及び家具業界団体の協力を得て企業人材の養成

業務を行った。そのため研修内容の検討及ぴ研修査料

の作成、研修方法に関する研究を前もって行い活用し

た。

研究会、講習会、講演会の項を参照のこと。

頂点的に以上の項目について当部の業務を推進した

が、相談及び指導業務は年を追って増加の傾向にあり、

その内容が具体的かつ密度の高いものとなってきてい

るのが57年度の特長である。

(10)機祓 金 属 部

本県の機械金属工業は、地場産業である染色整理機

械製造業が繊維業界の長期不況で好転は望めず、生産

性の合理化、新機種の開発にと努力しているが終的に

は工場規模の縮少を余儀なくされ了いる。また住友金

・ 屈工業の関連下睛企業も同様に余り好況とは云えない

現状である。一方自社開発製品を有する数社は、不況

を知らず好調で現在の技術進歩に速応すべくエレクト

ロニクス、メカトロニクスの技術もいち早く導入し、

著しい発展をみている。当県機械金腐業界は、これら

数社を指針になおー府の技術力向上を心がけている。

一方当部への依頼試験は相も変らず増夭しており57年

度2,000万円をこえる手数料となった。またJI S溶接

技術検定試験の受験者は57年度1,077名となった。

当部の主な業務は次のとおりである。

ア パーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用研究

岩鶴昭 中村旗永坂博文 田口義章

昨年度はCa-Siの炉前接種によるパー ミキュラ鋳鉄

の研究を実施したが、キュポラ溶湯すなわち高硫黄溶

湯対策としてMg系黒鉛球状化済や濶稀土類元素によ

るCV鋳鉄の製造について調査研究した。ケイ素は1.5

~2.5wt％のSi最が有効である。硫黄は元湯S懺に比

例してMg済やCV済を添加すればよい。マンガンは1.4

wt％以下の添加が有効である。今後の方針としては炭

素最による機械的性質やCV剤の添加最による影響に

ついて研究する。

イ 研削切断の基礎研究

林健太郎古田茂

鋼管や棒材を能率よく切断するために被削材回転定

荷重研削の効果を検討した。高能率な切断は可能であ

るが、同時に精密な切断面を得るのは困難と思えた。

ウ 機器分析による鋳鉄の削粉試料の分析法の確立に

ついて

松原康雄中村沈田口義京

金属分析、特に鉄鋼分析では線材や削粉等は直接機

器分析ができず、湿式による化学分析に頼らざるを得

なかった。しかし高周波遠心鋳造機にて線材や削粉を

再溶解することにより機器分析が可能になった現在、

鋳鉄の再溶解時の諸問題について検討を行う。

工 各種依頼試験と鉄銅分析

オ 巡回技術指導及び実地指導

力 振動騒音測定と防止対策

キ 技術講習会、講演会、見学会

ク J I S溶接技術検定試験と溶接技術競技会

ケ 技術情報の提供と技術相談

(11) 高分 子 部

本県のプラスチック工業は、海南市、御坊市の庄縮

成形加工業、田辺市とその近郊のポタン製造業、海南

市、野上町の和雑貨製造業、橋本市の釣竿製造業、 F

RP製漁船製造業が主な業種であり、漁船以外は地場

産業を形成している。これらの製造業全般にわたって

指導目標を、 1)成形技術の向上、 2)素材の適用技術、

3)品牧向上、 4)新製品の開発、 5)碁礎技術力の苦積、

6)人材の養成等に設定して指導を行った。さらに各業

種別にかかえる種々な問題点の解決に即応すると同時

に最新の情報提供を行った。

次いで、当部の主な試験研究業務の概要は以下の通

りである。

ア プラスチック材料試験法の研究

山口和三前田育克伊藤修

工業技術院化学連合部会高分子分科会共同研究の一

珠として、プラスチックの物性（せん断強度）ならぴ

にABS樹脂の赤外分光法に よる分析法の研究を実施

した。

イ 高分子材料の複合化に関する研究（第 3報）

山口和三

木粉充てんポリプロピレンの動的粘弾性を測定した。

ウ 天然高分子の改質に関する研究
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伊藤修

カゼインの各種モノマーの反応性の検討。

工 高分子材料の複合化に関する研究

山口和三

数種の熱可塑性樹脂と廃棄物（ポリエステルポタン

ともみがら粉砕物）との混練加工特性をラポプラスト

ミルを用いて測定した。

オ 技術アドパイザー指導事業の推進

力 技術振興事業の実施（技術研修会）

1)ポタン業界を対象、年間 5回（田辺市）

2)御坊プラスチ ック団地（協）、年間 5回（御坊市）

キ技術相談及ぴ技術指導の実施

ク 巡回技術指荘の推進

ケ依頼試験

コ 移動相談室の実施（田辺市）

(12)皮革分場

本県の皮革産業は、革を製造する素材中心であり、

付加価値の刹い二次加工を東京や大阪などの靴やかば

んメーカー等に依存している。また、昨今の消骰不況

や消骰ニーズの多様化あるいは個性化のため、工場は

計画生産しに〈＜、受注生産となリ、その上に注問も

多品種で少屈となってきている。

このような状況の下で業界は、未端商品に対する｀i肖

骰者の要求やファ ッションの動向に対する適確な情報

収梨を行い、その解析 ・研究に基づいて新しい革を市

場に供給するため鞣製、染色さらに仕上技術の速やか

な対応が要求されている。

原料皮の供給の面からは、クロム鞣までを原皮生産

国で処理したいわゆるウェットプルーの輸入自由化が

近づいている。

以上のような問題点に対処するため皮革分ゃでは、

梢報収巣、基礎的な技術の畜梢そして応用研究、さら

に学会と共同研究などを通じて業界の技術振興に寄与

したい。

皮革分瑞の主な業務内容の概要は、以下の通りであ

る。

ア 省クロム鞣製法の開発研究

野村英作宝山大喜石原矩武前田昭二

予備鞣をアルミニウム鞣剤で行い、分割、衷削＇）の

後でクロム鞣することによリ省クロムをはかる目的で

碁礎的な検討ならびに文献調査を行った。

イ ウェットプルーの実用化試験

由良好史野村英作石原矩武前田昭二

（社）日本タンナーズ協会から協力を依頼された試

験である。

米国のS.Bフット社とプライムタンニング社から購

入したウェットプルーを全国の中小タンナーの中から

18社そのうち和歌山産地では 3社が参加して試験加工

した。

和歌山産地における 3杜でウェ ットプルーを試験加

工した革と自社製品革との比較のため化学分析及び機

械的性質を測定し、さらに各社のウェットプルーに対

する見解についてもとりまとめた。

ウ 鞣製における標準処法の確立

一国産鞣製薬品による種々の革の試作一

石原矩武野村英作由良好史

宝山大喜前田昭二

準備作業工程の短縮、排水屈の軽滅を目的とし、 1)

従来通りの方法、 2)水漬液を脱毛石灰泊に使用する方

法、 3)水泊なしで脱毛する方法の3方法について比較

検討を行った。

その結果、水濱液を脱毛石灰泊に利用することが可

能で、従来通りの方法と差のない革が得られた。しか

し、今回の試験では、水泊なしで脱毛する方法は、満

足できる結果が得られなかった。

工 靴の表底革の耐摩耗性について（要約）

石原矩武野村英作前田昭二

日本はきもの研究会との共同研究である。

• 

今回は、靴の耐久性に直接影押する表底革の耐摩耗

性について、現在日本で使用されている底革の品牲を

明らかにする目的で実験を行った。 ~ヽ
皮革分場では、これらの底革の化学分析ならびに D

IN法による摩耗試験を担当した。

’" 
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2 依頼試験、技術相談、技術指導

(1) 総表

ヽ

．
 

部 名 依 頼 試 験 技 術相談 技術指導

マイ コ ン技術 件 34 件 186 件

繊 維 部 646 669 411 

染 色 部 1,203 616 517 
化 学 部 1,496 879 164 

食 品 部 1,377 103 779 

木 材 工 業 部 717 144 693 

機 棟 金 属 部 76,794 532 454 

窃 分 子 部 241 497 2,257 

皮 革 分 場 495 1,085 1,438 

A ロ 計 82,969 4,559 6,899 

(2) 各部内訳

マイコン技術

技術相談項目 件数 技術指召項目 件数

マイコンシステム 25 マイコンシステム 123 

マイコンプログラム 4 マイコンプログラム 37 

虚 子 匡 路 3 碓 子 回 路 21 

そ の 他 2 そ の 他 5 

A ロ 計 34 メロ 計 186 

繊維部

グ』 ．

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指導項目 件数

糸の物性試験及び測定 56 原 糸 素 材 58 原 糸 素 材 25 

布の物性試験及び測定 219 製 編 緻 技 術 202 製 編 織 技 術 161 
繊維製品の物性試験及ぴ測定 141 繊 維 製 品 189 繊 維 製 品 21 
吸 水 性 試 験 5 品 竹 ＾ 目

理 18 品 牧 タ目な 理 12 
滑脱抵抗力試験 6 公 害 関 係 6 ＾ .L、 害 関 係 24 
耐はつ水度試験 3 新 製 品 開 発 21 新 製 品 開 発 58 
そ の 他 216 特 許 出 願 14 特 許 出 願 6 

メ リ ヤス組織 44 メ l) ャス組織 27 

メリヤス機 、準備機 26 メリヤス機、準備機 5 

織 物 組 織 18 鏃 物 組 織 12 

そ の 他 73 そ の 他 60 

A ロ 計 646 A ロ 計 669 A ロ 計 411 
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染色部

染色堅ろう度試験 831 染 料、 顔 料 15 染 料 顔 料 6 

染 色 試 験 22 糊料、 仕 上 加工剤 43 糊料 仕上加工剤 70 

染色化学試験 25 染 色 助 剤 29 染 色 助 剤 17 

繊維化学試験 14 糊抜、 粕練、 凛白 24 糊抜、 精練、 渫白 25 

布の物性試験及び測定 1 浸 染、 捺 染 72 没 染、 捺 染 70 

機器分析試験 103 仕 上 加 工 59 仕 上 加 工 61 

一般物理測定 1 染色堅ろ う 度 78 染色 略ろ う 度 19 

そ の 他 206 染 色 用 水 15 染 色 用 水 2 

排 水 処 理 86 排 水 処 理 126 

染 色 機 械 37 染 色 機 械 34 

不 上 り 原 因 139 不 上 り 原 因 67 

そ の 他 19 そ の 他 20 

＾ ロ

計 1,203 A ロ 計 616 A 口 計 517 

化学部

機器分析試験 869 用 水、 廃 水 123 製 造 分 析 45 

｛ 
主な項目：機器全般l 金 属 17 公 害 防 止 23 

水分析、燃料、有機・ 品 質 夕E 理 308 試 験 分 析 37 

無機化合物 試 験 分 析 52 そ の 他 59 

一般物理測定 156 無 機 化 合 物 188 

そ の 他 471 有 機 化 ムロ 物 126 

そ の 他 65 

＾ ロ

計 1,496 A ロ 計 879 合 計 164 

食品部

食品分析試験 924 酒 ＾ 類 12 酒 類 464 

誼 造 用 水 288 しょらゆ、みそ 、食酢 53 しょうゆ、みそ、食酢 33 

譲造細菌 ・酵母定性試験 30 水、 排 水 3 水、 排 水 237 

機器分析試験 1 その他、食品及び薬品 35 その他、食品及び薬品 45 

そ の 他 134 

合 計 1,377 合 計 103 A ロ 計 779 

木材工業部

木工試験及び測定 220 木製品デザイン 23 木製品デザイン 52 

塗料及び塗誤の試験及ぴ測定 199 木材加 工技術 19 木材加工技術 63 

機器分析試験 15 木材塗装技術 28 木材塗装技術 251 

プラスチック一般試験 7 塗 料 6 塗 料 51 

摩 耗 強 さ 1 接 済 剤 3 接 消 剤 48 

反 射シ ー ト立合試験 44 試 験 分 析 法 36 試 験 分 析 法 131 

キャスター荷重走行試験 5 材 料 ＾ 目

理 ， 材 料 A巳: 理 53 

キャスター耐荷祖試験 5 木 工 材 料 ， 木 工 材 料 17 

キャスター車輪振れ試験 5 そ の 他 11 そ の 他 27 

乾湿繰返 し`試験 19 

．
 

ヽ

’ 
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耐破損娃試験 15 | 
I 風速風温測定 8 ヽ

韮 1ll m. 測 、疋」 12 

曲 げ剛性試験 1 

A ロ 計 717 合 計 144 合 計 693 

機械金属部

鋳 物 砂 試 験 98 金 属 材 料 133 鋳 物 技 術 62 
金屈材料試験 15,979 非鉄金属材料 61 機 械 工 作 70 
動 釣 A ロ 試 験 48 鋳 物 技 術 61 溶 接 技 術 160 
機器分 析 試験 64 浴 接 技 術 95 染色整理機械 18 
機械及び部品の試験検査 :L..l 機 械 工 作 66 産 業 機 械 31 
建築材料試験 44,695 産 業 機 械 10 熱 処 理 技 術 21 

Il. 
そ の 他 15,899 自動化、 省力化 42 自動化 、 省力化 80 

そ の 他 64 そ の 他 12 

合 計 76,794 A ロ 計 532 ＾ ロ

計 454 

高分子部

プラスチック一般試験 71 成 形 関 係 90 物 性 試 験 1,671 
食品衛生試験 106 加 飾 関 係 30 分 析 鑑 r疋▲ 101 
接着剤一般試験 2 素材適用技術 50 品 質 夕目 理 123 
機器分析試験 12 品 牲 血目 理 115 新 製 品 開 発 63 
厚 さ 10 金 汗土リ 62 新 素 材 開 発 43 
水 分 率 3 接 箔 43 J I s 試 験 83 
折り曲げ回復率 1 物 性 87 接 滸 関 係 42 
熱 収 縮 率 4 廃棄物の有効利用 15 成 形 関 係 67 
密 度 2 そ の 他 5 ゴ ム 関 係 51 
糸 番 手 4 そ の 他 13 
そ の 他 26 

合 計 241 A ロ 計 497 ＾ ロ

計 2,257 

tl● 
1 

皮革分場

耐 屈 曲 試 験 2 準 備 工 程 33 鞣 21 
皮の染色摩擦堅ろう度 62 鞣 57 染 色 68 
銀 面 割 れ 43 染 色 93 仕 上 37 
透 湿 度 4 仕 上 124 皮 革 製 品 63 
厚 さ 52 ’皮 革 製 品 115 化 、子"1• 分 析 389 
弓I 張 強 さ 24 副 廃 物 利 用 71 物 理 試 験 853 
伸 び 66 化 学 分 析 148 そ の 他 7 
弓I 裂 強 さ 21 物 理 試 験 407 

耐 水 度 - 6 鑑 r疋ム 3 
吸 水 度 2 そ の 他 34 

液中熱収縮温度 11 

全 灰 分 ， 
脂 肪 分 27 
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可 溶 性 成 分 2 

ク ロ ム含有徹 53 

耐 熱 6 

耐 寒 2 

老化（ユープコン） 3 

一般物理測定 15 ‘’~ 

染色堅ろ う 度 8 

そ の 他 77 

合 計 495 A ロ 計 1,085 合 計 1,438 

3 研究会、講習会、講演会、見学会

繊維部

年月日 名 称 開催場所 内 容 及 ぴ ’ 讀 師 受講者
数

57. 6.23 メリヤス技術 和 工 試 ランダムタイミング丸編機について 35名

講 習 会 和工試吉田米蔵

58. 1. 21 メリヤス技術 県民文化会館 最近の編機の動向とニットに於ける未来技術 48名

講 習 会 ニットエンジニアリング棘

代表取締役伊藤暁氏

58. 2.16 パイル織物技術 紀州繊維 パイル織物の製織加工工程の改善に関する研究 55名

講 習 会 センター 和工試角谷秀昭

58. 2 24 パイル織物技術 かつらぎ パイル織物の製織加工工程の改善に関する研究 13名

講 平日 会 織物組合 和工試角谷秀昭

58. 3 1 と綿スフ緻物産地 岡山県井原市 レピア批機製緻工場 12名

見学会 地場産業振興センター 新技術、新製品展示会

染色部

57. 4.27 大阪国際見本市 大 阪 市 ， 7名

見 学 会

57 10.21 成果牲及 県社会福祉 1.セルロース繊維の改牧と転写捺染に関する研究 30名

講 習 会 セン ター 和工試久保田静男

2.先染紙物用糸のアルカリ加工に関する研究

兵廊県繊維工業指導所

57 11. 8 ↓ 原子力発訛所 福 井 県 関西龍力美浜発地所、美浜PRセンター 34名

見学会

57.12.18 糸染研究会 が ね 省エネルギー染色法一分散／スレンについて 16名

和工試谷正博

58. 2. 4 見 学 ムコ 大 阪 市 ESTAファッション展 6名

58. 3.22 新技術普及 南莫 会 館 1.ニッ ト生地のしみ抜手法（超音波利用） 54名

愁 話 会 2.ニット生地の組緻分解（実体顧微鏡）
'” 

3 メリヤス部品の展示
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化学部

57. 6. 22 見 学 会 京 都 市 島津製作所三条工瑞 25名

57.11. 8 原子力発龍所 福 井 県 関西地力美浜発龍所、美浜PRセンター 34名
! 
見学会， 

57.11.10 講 演 会 紀ノ国会館 1.燃焼管理技術の基本一診断に基づく実例から一 48名

（財）省エネルギーセンター

エネルギー使用合理化診断指導貝

高瀬武司氏

2.現揚での省エネルギーの進め方

（財）省エネルギーセンター

エネルギー使用合理化診断指導貝

（住友金屈工業仰和歌山製鉄所エネルギ一部長）

黒田好美氏

58. 2. 23 講 浪 会 紀ノ国会館 新技術開発の集い 57名

1.新技術開発事業団制度の紹介

新技術開発事業団

技術参与関為之氏

ーオートスライト`-

2 新技術開発事例 、

58. 3. 8 機器分析技術 和 工 試 1. JOI Sによる文献検索方法 20名
！ 
9 講 習 会 日本科学技術情報センター大阪支所

支所長代理松尾弘我氏

2.高速液クロによる工業製品の分析

仰島津製作所

主任 牧田睦彦氏

3.原子吸光分析による工業製品中の金属の定祉

日本ジャーレル ・アッシュ保

技術部第一課長 上田貞夫氏

食 品部

57 5 27 しょうゆ品質管理 白 浜 町 JASエ瑞管理について 25名

ill● 
講 習 会

l 
和工試店岡登

58. 2 18 土産品審査会 県経済センター 和歌山県優良土産品審査 30名

和工試店岡登

58.2.24 酒米研究会 酒造組合 酒米の調査と今後の検討 16名

和工試南広己

58.3. 2 和歌山県 同 上 咽酒審査 8名

消洒鑑，｝平会

58.3. 4 和歌山県清酒研究会 同 上 哨酒審査 18名

（合同酒造部会）

58 3. 8 和歌山県 同 上 咽酒競技会 56名

消酒研究会

58 3. 8 育成事業 詞 上 1.酒造業界の現況 52名

講 習 会 岡本酒造仰社長 岡本芳郎氏

2 酒造管理について

和工試南広已
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木材工業部

57 4.13 塗装技術 和 工 試 木工用挽装設備、機器実技 6名

講 習 会 和工試浦野健三

57.6.24 デザイン、製図 県建具事業 建具に1対するデザイン、製図 26名

店講 習 会 協同組合 和工試小川幸夫 -
北口功

平田正俊

57. 8 23 
8.30 
デザイン、製図 県技能センター 県洋家具商工業協同組合、設計製図 40名

9.6 講 習 会 和工試 小川幸夫

57.11.11 県消＂生活センター 県消代生活 ’'すまいの補修’'講習 56名

教 室 セン ター 和工試 浦野健三

58. 2.23 技術育成事業 県民文化会館 木製家具、建具塗装枝術の高度化 63名

講 習 ム
z 相沢正フィニッシュデザイン研究所

相沢 正氏

和工試浦野健三

機械金属部

57. 5.16 溶接技術 和 工 試 JI S溶接技術検定試験のための準備滋習会 32名

10.24 講 習 会 1. JI S溶接技術検定制度と受験上の注意 26名

6 18 新 宮 市 和工試岩鶴昭 31名

商工会議所I2.検定試験と溶接棒

58. 3.19 日窃総訓 住金溶接棒柑 技術部 37名

3.実技指導

住金溶接棒仰 技術部

57.6.5~ 6 溶接技術競技会 和 工 試 和歌山県溶接技術競技会 32名

57. 6. 7 同上審査会 同 上 1.外観、 2．曲げ、 3.X線試験 7名

8.3 競技会審査

57. 9. 3 溶接ロポット 同 上 溶接ロポット、ハンドリングロポット 500名
i 
5 展 ホ 会 柑安川逍機

， 

（悧窃士通
色

諒中央製作所

57.11. 8 原子力発誼所 福 井 9lt『l 関西地力美浜発龍所、美浜PRセンター 34名
9I 見 学 会

58. 3 18 技 術育成事業 鋳物組合 CV鋳鉄の溶解について 21名

講 習 会 山川産業昧エ博浜田繁之氏

58 3.22 技術講演会 紀ノ国会館 1.多種少址生産の生産管理 79名

三菱龍機掬和歌山製作所

パッケージェアコン部

部長 越桐喜ー氏

2 生産におけるコンビューター利用について、主とし

てFMSについて

大阪府立大学工学部地千工学科教授 畑 四郎氏

57.4.10~II 検定試験 和 工 試 JI Si容接技術検定試験 106名
y 

57. 5 祁29 同 上 和 工 試 同 上 111名

住栄工業

57. 6.13 同 上 和 工 試 同 上 107名

57.6.18-19 同 上 新 『LI m9 市 同 上 104名
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57.7.17~18 同 上 日 記5 総訓 同 上 69名

57.8.21~22 同 上 和 工 試 同 上
ヽ

72名

57.9.19~20 同 上 海南工作 同 上 45名

57. 9.26 同 上 橋 本 市 同 上 31名

57.11. 6 同 上 和 工 試 同 上 192名
i 
7 住友金屈

57.12.13 同 上 三興製作 同 上 56名

58. 1.22 同 上 和 ゴ： 試 同 上 114名

必 和歌山総訓

58. 2.27 同 上 海南工作 同 上 38名

58.3 26~27 同 上 日店総訓 同 上 32名

高分子部

ill● 

57.11. 2 マイコン技術 和 工 試 マイコンの基礎と応用、実習 22名

講 習 ムコ 和工試 薮内武

58. 3.11 技術将及 和 工 試 1.プラスチック強度評価技術における蚊近動向 31名

講 習 会 大阪工業技術試験所

第3部機械研究室 近藤春樹氏

2.プラスチック成形製品の品牧向上

プラスチック加ヱ技術協会

綾井英二氏

皮革分場

．
 

57. 7.22 皮革技術 部落解放同盟 オーストラリアの皮革事梢について 25名

講 演 会 芦原支部会館 神戸大学名背教授

近藤健次郎氏

57.10 1 皮革技術 芦原文化会館 皮革の染色技術に関する講習会 47名

講 習 会 兵祁県皮革工業指導所

杉田正見氏

大阪府立工業技術研究所皮革試験所

中村蔚氏

和工試石原矩武

57 11.16 皮革技術 同 上 1. 8 mm映画「〈つ」 41名

講 浪 ム 2.革素材を取巻く肉境と革ぐつの消代科学についてコ

元東京煤工大学教授

菅野英二郎氏

57.12.17 同 上 ま つ や 皮革の染色について 30名

昭和女子大学教授

岡村浩氏

57. 2.15 同 上 芦 原文化3会館 再鞣剤の化学的特性と鞣剤としての性牧 40名

東京伐工大学助教授

白井邦郎氏

58. 3. 9 シンポジウム 同 上 クロム革の再鞣技術 39名

・・̀ 1.クロム革に及ぽす再鞣処理の効果

東京煤工大学教授

和田敬三氏

2 用途別によ る再鞣剤の組合せ効呆

和工試 宝山大喜
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4 技術者の養成

マイコン技術者研修

1.期間 57. 4. 1~7. 31（週2回）

2.参加人貝 13名

• 3．内 容①マイコングラム（アセンプラー）

②ィンターフェース製作

技術研修生受入

研 修 目 的 氏 名 派 遣 会 社 名 期 間

製造工程の改良 朝日啓介 窪士化学工業仰 57. 2. 1~ 2ケ年

微批金屈イオンの定凪法 森木健太郎 和歌山精化工業朦 57. 8. ~ 6ヶ月

建 具 の 塗 装 瀬見久平
日高総合窃等職業訓練校 57. 8. 2~8 4 

堀 良治

プラスチック基礎及ぴ応用 上間通玄 S.58年度脊年海外協力隊貝 57.11. 22~11. 30 

III 試験研究備品購入一覧表

設沼部名 機 棟 名 数此 型 式 仕 様 備考

マイコンマイクロコンピュータ―| l 

開放試験室 1システム開発装醤

マイクロコンピュータ―| 1 

システム開発装誼

ロムライタ::-I 1 

プリンター 1
e 

Z 80 A用システム開発装誼 l 

繊維部 インストロン試験材用ロードセル 1 

染色部ヵラーアナライザー 1 

虚子直示天秤 1

ニューマチックマングル 1 

インテル社 DS-235KIT用 | 590,000 
1CE85 

インテル社 D S-235KI T本体 I 6,393,ooo 

インテル社 PROMプログラマiup-201I 1,373,000 

シチズン社 M5800 I 458.000 

Z80A-SPISE-STSTEM I 1,750,000 

インストロン 500 g容秘 1,070,000 

日立製作所 307型蛍光測定装沼付 11,100,000 

メトラ PC -4400 I 600,000 

動幅 500mm、最高加圧 3000kg I 1, 050, 000 
速度 1~4 m/min 

ホットプレート 1 I AClOOV、750W

食 品 部 1ロータリーパキュム工パポレーター 1 ヤマトRE-46A

高 圧 滅 菌 器 l トミー栢工 ss-320 
機械金堀部真 円 度 測 定 機 l 朦東京精密ロンコム5A-03型

高分子部高圧波粘弾性測定装沼 l 闊岩本製作所 VES-HC

ラポプラストミル 1 東洋栢機 18-125形

光化学反応実験装沼 1 リコー UVL-400H-200P 

49,200 

130,000 

410,000 

5,500,000 

11,950,000 

4,950,000 

410,000 
.. 
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情報業務カードによる技術情報業務の処理

技術情報室 酒井宏直 高橋弘一

ヽ

要 旨

公設試験研究機関の重要な業務の1つに技術情報の調査がある。又、日常の業務の中には、

伐重な梢報が含まれている。この梢報源を収梨、整理、分析を行う方法の 1つにカードの利用

がある。

当楊の技術情報室では、日常の業務を把握するため、昭和52年に、梢報業務カードを作成し

た。このカードは、日常業務の把据だけでなく、梢報調査の過程、情報の流れ等の把握に役立

っている。

又、カードセレクタを利用して、 1年間のカードの集計を行い、情報の流れや企業のニーズ

をつかみ、技術惜報業務の計画、立案の参考にしている。

1 はじめに

現在、企業を取り巻く環境はますます厳しくなって

来ている。この厳しい時代を企業が生き残るためには

経営の合理化を図り、新需要の開拓を行い、新製品や

新技術の開発をしなければならない。

そのためには、情報の収染力の強化が必要であり、

しかも惰報源を拡大し、多面的なti'i・報を梨めることが

狐要である。多面的な梢報を収梨しておけば、経営閑

境の変化、新しい裾要や技術の流れを事前にキャッチ

することができる。

大企業では、各種梢報を韮視し、多面的な情報を収

梨しているが、中小企業の技術情報の収躾は、製品や

製造工程に直接関係する梢報に偏っている。又、情報

源も直ちに利用できるカタログ、業界紙、展示会、見

本市等が主体になっている。

今後、中小企業が新しい分野や関連分野への進出、

新技術の迎入や技術移転、新製品の開発や新しい術要

を掘り起こしていくためには、経済動向、市場動向、

消捜者のニーズ、技術動向、技術予測や他社の動向等

を調査する必要がある。

そのためには、特許や技術情報だけでなく 、社会梢

報、経済梢報等あらゆる分野にわたる間報を多面的に

収集しなければならない。

しかしながら、中小企業の梢報収巣体制をみると、

専門部署や専任の職只を骰いている企業は少なく、大

企業と比べ情報収梨力が劣っている。したがって効率

よく、的確な惜報を得るためにぽ、公的な梢報機関へ

の依存度が高まっている。

昭和48年に、当工試でも地域中小企業の技術梢報に

対する要望に対応するため技術情報業務を開始した。

業務の開始以来、種々の業務を行って来たが、地域中

小企業へ迅速かつ的確な技術梢報を提供するためには、

技術動尚や技術水準を事前に調査し、企業がかかえて

いる問題点や要望を把握する必要がある。

技術水準や技術動向を把握するためには種々の方法

があり、当技術情報室では各種調査を行い技術水準や

技術動向を把握する試みを行って来た。

昭和50年に、依頼試験カード1)を作成し、地方公設

試験研究機関の重要な業務の一つである依頼試験の実

態調査を行い、当場へ依頼された試験より、企業の要

望や動向、消代者のニーズ等を把握する試みを行った。

昭和54年、特許惜報カードを作成し、2)県内から出

願された特許及び実用新案より、特許情報からみた和

歌山県の技術動向の調査と技術水準の評価を行った。3,4,5)

昭和56年、アンケート調査で、和歌山県地楊産業の

技術に関する実態調査を行い、中小企業がかかえてい

る問題点や工試に対する要望を把握した。6)

昭和52年に、技術情報室における業務を把握するた

め、情報業務カードを作成し、技術情報室で発生した

日常業務を記入している。

情報業務カー ドは、技術情報室における日常業務の

把握だけでなく、情報調査の過程、良〈利用される査

料、梢報の流れ等の把握に役立っている。又、カード

セレクタを利用して 1年間のカードを集計し、内容分

析を行い、重要な惜報源として活用している。

このカー ドの記入方法や入力方法に問題点が多いが

情報業務カードの記入は技術梢報室の日常業務の中で

重要な位粧を占め、又共重な情報源として活用してい

るので、当場で作成した梢報業務カードを紹介する。

2 カードの設計

昭和51年に、情報調査依頼の処理を記入するため、

技術情報調査依頼処理表（図 1)を作成した。このカ
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ードには調査依頼の処理だけでなく、技術情報室で発

生した業務を記入して、技術梢報業務を把握した。

工業所有権関係については、技術情報室と同室で業

務を行っている発明協会和歌山県支部が、発明協会業

務カード（図 2)に日常業務を記入している。

技術情報調査依頼処理表と発明協会業務カードに記

入された事項を集計し、内容分析を行い、情報業務力

ードの設計の査料とした。なお、カードはカードセレ

クタで媒計や検索ができるようにするためIBMピッチ

カードの大きさで設計した。

2 -1 技術情報業務

技術情報調査処理表及び発明協会業務カードより得

られた主な業務は次のとおりである。

1) レファレンスサーピス

2) クリアリングサービス

3) 図杏の閲院及び複写サービス

4) 技術文献及び特許検索サーピス

5) 技術梢報誌の発行

6) ネットワークによる他機関との連絡

7) 指導 ・相談

8) 巡回技術指導

9) 惜報調査依頼

以上の項目を参考にして、カードセレクタで検索で

きる情報業務カードを設計した。

2 -2 情報業務カード

技術情報調査依頼処理表（技術情報室）

Nn I 秘、公開可 1受 付 S年月日口頭、筵話、文書
依頼者 連絡先I
会社名 電話I( ） 
分類（ヤグード） ， 

質問事項 （テーマ） ． 
（具体的説明）

調査済資科

ホ 唆

回答期限 1回答方法 口頭、地話、文柑

回 答 参考衣料

別紙有（ ）無

処理継続 ［ 
処理中断、不能 l 

処理済（回笞年 月BJ

担当者

図 1 技術情報調査依頼処理表

図 3に梢報業務カード、表1に記入項目と位沼、表

2に入力項目と位沼を示す。

2-3 記入及び入力方法

2-3-1 記入方法

情報業務カードはメモ的に使用するように設計した

ため、記入項目は細分化していない。又、衷面は、調

査事項の内容、参考査料等が記入できるように区分し

た。

次に各項目の記入方法を記す。

1) カード番号 ：カード番号は通し番号及び業務発生

時の最初の番号と関連枚数を記入する。又、カード

が新規のカー ドか、関連カードかチェックする。

2) 受付日 ：業務発生の年月日を記入する。

3) 機関名 ：情報調査を依頼した人の所属や当技術情

報室の利用者の所属を記入する。エ試の職貝につい

ては所属部名を記入する。

4) 氏名 ：利用者の氏名を記入する。

5) 電話、住所 ：利用者の鼈話、住所を記入する。住

所は市町村名で記入する。

6) 業務内容 ：業務の主な内容や調査事項のテーマを

内〈。又簡単な回答は表面に記入し、詳細は裏面に記

入する。

7) 担当者：業務に担当した技術梢報室の職貝名を記

入する。

発明協 会 業務カード

昭和 年 月 日窓口 煎話文叫巡回応晶

氏名 会社名

住所 砲話

閲覧 公開 公開 持け 実用 意匠 滴帽 11写 問合せ 遵絡他
符詐 実用 公員 公嶽 公籟 公籠 事項

相該 出顧 登 U薔判 追行 権 ~I 実籍化 法令 外 Ill苔情 開放 公間
手紐 手稔 定手U状況 的争 特許 技術

他 管司 ．枝 柘

サーピス

（相談事項）

（回答）

分類（キーワードII ，， 

処理継紐 （ 
処理中断・不能 l 

処理済（回答年月 ・日）

I担当者
（太線内のみご記入下さい）

図2 発明協会業務カー ド
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入力する。 位 置
4) 依頼者 ：技術惜報室の利用者を入力する。利用者 項 目

ロー カラム
を工試職貝、国公団の公共機関関係、企業の3つの

大区分で分けている。エ試の職貝は所属する部名を 1 - 7 1 種 類

1,  
入力する。公共機関は県内の機関、県外の機関に分 1 - 7 2 - 5 年 月
け、又良く利用する中小企業事業団、日本科学技術

1 - 7 6 依頼方法
情報センター(JICST)が入力できる。業種はエ試の

利用度が莉い業種を入力するように設計した。
J 依 和工試

- - - - - - - - - - - - → - - - - - ·—· ------
表 1 記入項目と位置 1 - 7 7 -15 頼 国公団

―--------・ →---------- ----- --
位 沼 者 業 種

項 目
ロー カラム 1 - 7 16 -18 所在地

1 41 -80 カード番号 1 - 7 19 -21 業務分類

2 41 -52 受付日 1 - 7 22 -23 そ聡几 備

2 53 -80 機関名 1 - 7 24 -26 査 料

3 41 -52 氏 名 l - 7 27 -36 技術梢報内容』

i 3 53 -80 電話・住所 1 - 7 37 --40 収 巣
： 

4 - 11 41 -80 業務内容 8 -12 1 -40 キーワード等

12 65 -80 担当者名 12 40 -64 カード番号

l ~ ’ 
年月 梱即 業 種 所在地 畠 設傭 資料 技術情報内容 収巣 DU  PLO 77975453-A 
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lu つ ． I f 監 I

II 1• 貪只1" •サ ． ’’ I• 
ァ
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力 l● 囀 ス ． ナ f 
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10)収梨 ：当技術情報室からの調査事項について入力

する。入力項目は調査方法、調査先、査料保管部所

等を入力する。

11)キーワード等 ：情報業務カードが技術内容、依頼

者等で検索できるようにキーワード、機関名、統一

コード番号を入力する。入力方法は中小企業梢報セ

ンターで作成した科学技術文献カード方式7)に準じ

て行う。

12)カード番号 ：業務発生の最初のカード番号を入力

する。

3 実際にカードを使用した考察

情報業務カードに技術情報業務を記入及び入力して

気付いた点を記す。

日常におけるカードの使用は、図書の閲覧や複写の

受付的カードや俎話等のメモ的カードとして使用して

いる。カードの記入は 1人の依頼者に 1枚のカードを

作成しているので、依頼者により 1枚に数件の業務を

記入しているカードもある。

1年間の技術情報業務の梨計を行うときはカードセ

レクタを使用し、日常での検索は手作業で行っている。

又、カードヘの入力は入力の簡単なマーク方式を採用

した。

1) カードの設計 ：カー ドの記入は毎日の業務になる

ため、記入や入力に負担を感じないカードの設計が

必要である。そのためには、市販の情報カードやメ

モカードを作成して、試行的にカードの記入を行い

その結果を参考にして設計を行えば使い易いカード

が作成できる。

2) キーワード等 ：キーワード、機関名、統一コード

の入力は、入力に時間を要するので、実際は入力を

していない。カードの入力は出来る限り簡単な 1孔

1意の入力が望ましい。

3) 技術情報内容 ：技術情報の内容は時代とともに変

化し、企業の要望も多様化している。又、技術情報

室の職貝の専門により調査事項の内容も変る。した

がって、技術情報の内容の入力は細分化せず、大分

類で区分し、詳細を記入する方法が良いと思われる。

4) 収渠：このカー ドは調査受付用だけでなく、回答

用や、当方からの調査用としても利用するため、収

集の入力項目を設けたが、調査先、調査方法等は調

査項目の入力項目と一致している。又、入力もほと

んど行っていないので、収巣の項目は必要ないと思

われる。

以上、カー ドを実際に使用して気付いた点を記した

が、まだ改良する所が多い。しかし、日常でメモ的に

使用し、しかもカードセレクタで集計、分析でき、情

報処理カードとしての役目を呆している。

4 おわりに

当場で作成した惜報業務カードについて、設計を中

心に述ぺたが、記入や入力項目について検討する所が

多い。又、カードの作成当時は、梢報業務の記入忘れ

も多数あった。

しかし、現在は、メモ的に使用し、全件数記入して

当技術情報室の日常業務として定苅している。又、年

度末にはカードセレクタで巣計を行い、技術梢報の流

れや企業のニーズを把握し、技術情報業務の計画 ・立

案の参考にしている。

今後も、カードの設計等の検討をする必要はあるが、

引き続き情報業務カードの記入を行い、業務の把捏を

図っていきたい。

又、昭和52年より記入したカードが蓄積されており、

次回はこのカードを一括某計を行い、当場における技

術情報業務について報告したい。 ． 

当技術梢報室ではカードセレクタを利用した、文献

検索用や統計処理用のカー ドを作成し、種々の業務を

行ってきた。しかし、これからはカードセレクタの特

長を生かした利用法を考えたい。

即ち、当場でも、各種文献、図書、賓料等の増加に

より、む廂等のスペース問題や、効率良い検索等を考

える必要がある。そのためには、図書の管理及び貸出

用カード、マイクロフィルムと結合したアパチュアカ

ードを検討したい。又、企業のニース等を把握するた

め、巡回技術指事や技術相談等のカー ドも検討したい。

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 
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編織物の高付加価値化に関する研究や

第 2報綿カスによる汚れについて

繊維部上川二三雄吉田米蔵坂崎実 角谷秀昭
•9 

要

綿カスによる汚染と思われる欠点品が多い。そこで、棉実種の各部について顕徴鏡観察を

行ない今後のクレーム原因研究の一査料とした。

1 はじめに

業界からもちこまれるメリヤス生地、織物生地の汚

れの中に、謂れる綿カスによる汚染と思われるものが

多く発生した。しかしながら、実綿、綿の種実が手に

入らないために、確たる対比が出きなかった。文献I,

Z,, 3)としては、アメリカ等に於ける保健衛生上からの

綿カス塵（Cotton-RelatedDust Particles)に関

する研究がみられるけれども、綿カスそのものの研究

が少ない。今回、棉の果実（蒟、もも）を手に入れるこ

とが出きたのを機会に、提出されたメリヤス生地の汚

点及びその周辺にみられる物質について俎子顕微鏡観

察を行い、棉カスによる汚れの検討に役立てたいと思

プ。

2 提出されたメリヤス生地の汚点について

2-1 試料

県内メリヤスエ瘍から提出された汚点メリヤス生地

2-2 方法

供試メリヤス生地の汚点部及びそこから採取した糸

について、ニコン実体顕微鏡で観察し、写真撮影を行

った。又、株式会社エイコーエンジニアリング製イオ

ンコーター I8-3型で0.1Torr.イオン化砲流6mA 

で、 8分間金を蒸箔し、明石走査龍子顕微鏡で観察、

写真撮影を行った。又、汚染部について、カーポンを

蒸滸し、波長分散型X線マイクロアナライザーにより

分析を行った。

2-3 結果

顕微鏡写真は、写真1から写真9に示した。

写真1は、汚染メリヤス生地の一例である。写真2、

3は、採取した糸である。写真2は、汚染物質の付箔で

あり、写真3は、汚染されているものである。写真4

から9は、メリヤス生地の汚染蔀又は、その周辺から

採取された物竹である。又X線マイクロアナライザー

による定性分析においては、 Ca、Kの検出が認められ

た。

旨

写真1 汚染メリヤス生地

写真2 採取した糸

写真3 採取した糸
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写真4 汚点部

写真6 汚点物質（左端のドット10μ)

写真8 汚点物質（左端のドット1μ)

3 棉の種実等の観察

3-1 試料及び方法

棉の種実の各部位につき、龍子顕微鏡観察を行った。

又、 X線マイクロアナライザーにより、元素分析を行

ない、検出された元素について線分析を行った。

3-2 結果

写真10から写其17に示してある。写真10は種実の全

容である。写真11は、実殺の内側であり、写真12、13、

14は、その拡大である。写其15は、果肉の写真であり

写真16は、その拡大である。写真17は、葉の一部であ

る。 ． 

-22-

写真5 汚点物質（左端のドット1μ)

写真10 棉の種実



写真12 実殻（左側のドット10μ)

写真13 実殻（左端のドッ ト1μ) 写真14 実殻（左端のドット10μ)

写真15 果肉(X50) 写真16 果肉（左端のドット10μ)

K Ka 

Ca Ka 

写真17 葉（左端のドットlμ) 写真18 X線マイクロアナライザー線分析(X24)
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又、写真18にX線マイクロアナライザーのCaKa及

ぴKKaの線分析の結果である。

4 綿カスによる汚染について

実殻を、水を含ませた綿生地の間にはさみ70℃、 5

写真19 実殻による汚染(x~O)

分間放四したところ、写真19にみられるような汚染が

みられた。

5 おわりに

綿カスによる汚染と思われるメリヤス生地と棉果実

の各部の顕徴鏡観察をおこなった。これにより、この

種の汚染物質については、確実に判断出きると思われ

る。これらの査料を畜積することにより、持ちこまれ

るクレーム処理に対涎出きると思われる。今後も、種

々のデーターを畜積することにより、迅速なるクレー

ム処理に寄与したい。

参考文献

1) 木原芳次郎、中原彦之丞著；繊維植物、共立出版

（昭和17年）

2) Wilton, G. Goynes and Ralph, J. Bern; 

Microelemental Analysis for Identifying 

Cotton related Dust particle, October 1982 

Text i I e Research Journal. 

3) Skay Obendo1f and Nancy, A. Klemash; 

EI ect ron Microscopical Analysis of O i I y 

Soi I penetrat0ion into Cotton Polyester/Co 

tton fabrics, 1982 Tex! i I e Research Journal. 
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パイプレ抜け防止生地の開発研究

第 4報 実用化のための特殊カムの製作

繊維部角谷秀昭神前寿上川二三雄

“’ 
要 旨

版

既報1)において、開発したパイル糸を地糸にからませることを特徴とするパイル織物を製

織するためのカムを設計 ・製作した。

12 

ン。

nal. 

1 緒言
パイル、シール織物の欠点である毛抜けの少ない織

物を製織するために、からみ織物組織をパイル、シー

ル綿物への導入を試みた。

組織の開発、製織機構の検討は、既報1)で報告した

が、今回、製織するための、 ドピー機の改造、カムの

設計、製作を行ったので報告する。

2 製織時のカムダイヤグラムについての検討

既報1)のダプル織物の製織機構工程のカムダイヤグ

ラムである。

図 lのA線は、従来のパイル糸用綜統の運動を示し、

B線は、上地におけるからみパイル糸用綜統の運動を、

C線は、下地におけるからみパイル糸用綜統の運動を、

D線は、地タテ糸用綜統の動きをしている。図中の角

角度は、 A線、 D線については、クランク角度を示し、

B線、 C線については、設計にかかるカム角度を示し

ている。さ又、既報1)の32の綜統の動きはA線であり、

特殊綜紅の動きはB線、 C線である。

クランク角（．）

100 
A 1----------

32綜紅

210 
-------…-------------------------------------------------------1開ロ

カム角度50
B' 

c
 

105 
—-- - ―← ーーーープ2--- - -- -------1 閉口
245 285 

JO 

特殊綜糸光1---------------";::::::・1―---------------------------------------------
26 

カム角度50 ]05 
lc 1 
からみ動作No.l

245 285 
r. i 
からみ動作No.2

205 455 

上口開ロ

下口開ロ

クランク角90
34 綜糸だ——- ------ ---

36 

38 Dレ／―----------… …---------------：：ロミミー／ぐ＿ー………………………〉ゞ閉口

560 
~• ---------... -l開ロ

40 
320 

3 特殊カムの設計

図 1 製織時のカムダイヤグラム

上地からみ糸(P)の特殊綜統を、上口開口から中ロ

上記のカムダイヤグラムに従って、カム設計を行っ 開口 をさせるためのカム形状図は、図 2に示した。

た。 又、下地からみ糸の下口開口から中口開口するため
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図2 上地からみパイル系のカムの一例

のカム形状は図3に示した。

図lにみられる様に、上記2枚のカムが同時に、中

ロ開口を行なわなければならない。そのため、図 2に

示すように、角度50゚ の位沼から80゚ の位笥で、上口開

ロから、中口開口を行なわれるのである。絞いて90・

までは中口開口、105゚ で上口開口を行って、既報！）製織

機構工程を完了するのである。

図3 下地からみパイル系のカムの一例

るためである。 ＇ 
4 結語

上述のように、地組織の綜続が、開口位笠、静止の

間に、特殊綜統は、上口開口から中口開口、又、 下ロ

開口から中口開口と短時間に、各工程を全とうしなけ

ればならない。それにより欠点を誘発する。例えば、

特殊綜統とガイドブレートの席擦による発熱、特殊綜

統と従来綜統との微妙なタイミングの不一致等である。

又、下地におけるからみパイル系を支配するカムの 今後、からみ工程の時間を長くすること、織機回転数

形状図3も同様に、 80゚から90゚ の間、及び265゚から27 を小さ〈しタイミングをとりつつ製織すること等につ

〇゜の間において中口開口を行なうのである。 いて研究をするつもりである。最後に今回の研究にあ

以上のように、対面する 2枚のカムが同じ位賄で中 たり、カムの製作に御協力頂きました。今城機料店、

ロ開口を行ない、カム 1回転により、からみ運動を 2 山田ドピー掬両社に、深謝いたします。

回くり返すことになり、織機2回転に相当すゐのであ 参考文献

る。又、図 1のからみ運動No.2はNo.1に比しeて小さい l) 角谷、神前、上川；和歌山県工業試験場報告（昭和

のは、 ドピー本体のメインカムの運動屈の差に起因す 56年度）P25~32

-26-
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片面Wパイル編組織の開発

繊維部 吉田米蔵
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目的及ぴ結果

従来のパイル編は、ニードルループ間に平編地の衷

目にシンカーパイルを形成していたが、今回従来のパ

ィルと同様シンカーパイルを形成しつつニードルルー

プの裏目に重なるようにニードルパイルを形成させた

編地である。従来のシンカーパイル編地はヨコ方向に

生地を引張るとバイル間にニールドループの衷目が現

われ特にパイル長の極端に短い物、ローゲージの生地

に多く見られ、バイル編地の外観を害していたが、今

回のような組織は外観の優れたパイル密度が2倍にな

り、保温性、 吸湿性の良い、パイル抜けのしにくい紺

地となり、ペピーウェア、スポーツウェア等に適した

バイル編地である。

（イ） （口） （ハ） （二）

に

は

ろ

A9瓢贔虞（燐贔ヽこい
C B II " I¥ II II /I 

組 織図

．
 

綜

る

数

つ

あ

和
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セルロース繊維の改質と乾式転写捺染

一染着性に関する考察一

染色部 久保田静男

要 旨

セリウム(N)イオンによりポリエステル／綿（65/35)プロードの綿サイドにメタクリル酸

エステル、アクリル酸エステル、酢酸ピニル、スチレン等のピニルモノマーをグラフト共重

合した。そしてグラフト改牧布に分散染料による乾式転写捺染を行なった。

種々グラフト改牧布及び転写捺染布の諸物性（表面染焙浪度(K/S値）、走査型砒子顕微

鏡観察、剛軟度）を測定した。そ して表面染培浪度(K/S値）、剛軟度をグラフトポリマー

の性骰（臨界表面張力、ガラス転移温度、溶解度バラメーター）によって説明した。

1 緒 言

先に、セリウム(N)イオンによりメタクリル酸メチ

ル等のピニルモノマーをポリエステル／綿 (E/C)

(65/35)プロードの綿サイドにグラフト共重合し改

牧すると、分散染料による乾式転写捺染ができ、諸物

性（風合、引裂強度、引張強度等）もよく、各種市販染

料の染色堅牢度も良い捺染布が得られることを報告し

た。1.2, 3) 

今回は転写捺染布の表面染祐摂度(K/S値）、剛軟

度をグラフトポリマーの性質一臨界表面張力、ガラス転

移温度、溶解度バラメーターによ って説明することを

試みた。

2 理論

2 -1 臨界表面張力

団体に液体が付箔する現象を‘‘ぬれる” ，という。

図 1のように液滴を水平な固体表面上に匹くと液滴と

固体面との間に種々の角度を保って静止する。この時

固体表面と液滴との接触点において、液滴の接線と固

／
 

団体

とも言える。エネルギー的には固一気界面張力mと固

ー液界面張力n.2あ差rl-rl,2がぬれの自由エネルギ

一滅少であり、ぬれの親和力である。ぬれは通常接触

角0の大小によって判定される。0の小さな場合は液

は固体面とぬらすといい。大きな掲合はぬらしにくい

という。 0とn -rl.2との間には上の関係があるから

同一の液については cos8 とrl-rl. 2とは平行関係

にある。固一気及び固ー液界面張力は液体の表面張力

と同様な収縮力は考えにくいが、現在では熱力学的に

上の関係が成立するものと考えられている。

また液体と固体が接触するときの界面エネルギーの

変化から考えて、付沼の仕事WaはA.Dupre(l869年）

によってWa=m+r2 - rl, 2で与えられているので、上

式と組み合せてWa=rz(1 + cos8)となり、さらに液
体の凝巣の仕事をWeとするとrz=Wc/2となるので、

Wa=+Wc(1 + cos0)となり 、接触角0が液体と固
体面との付箔力すなわち‘‘ぬれ易さ”の目安となる。

そして 0=0のとき完全にぬれることになる。厳密に

は上の諸批は液体の飽和蒸気と平衡する状態で測定さ

れるべきである。

W. A. Tismanは種々の表面張力を示す液体を固体

面（ポリエチレンやテフロンなど）の上に沼いて接触

角を測定して、 cos0=1、すなわち e=oになるとき

の液体の表面張力が固体面に特有の値を示すこと を発

見して、これをその固体の臨界表面張力（冗）とした。

図 1 接触角（ e）の図 空気中においては、液体の表面張力よりもボリマー

体表面とのなす角を接触角(e)とすると、液体及び固 の臨界表面張力(yc)の方が大きい時はぬれる。 そして

体の種類によ って 0の値が変わり、次の関係式が成立 逆の時ははじく。従って液体を水として考えると、 社

する。(T.young. 1805年） n= n. 2 + r2 cos 8すなわち はポリマーの親水性、疎水性を示す指標となり うる。

n -n. 2 =r2cos 8 2 -2 ガラス転移温度(Tg)

ここにmは固一気界面張力、r2は気ー液界面張力、 店分子物牧、グリセリン、無機ガラスなどは液体状

rl, •2 は固ー液界面張力である。 態からある条件で冷却する と、過冷却液体を経て、凍

ぬれとは液体が固体表面から気体を押しのける現象 結された液体ともいえるガラス巷態に固化する。この

A
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現象をガラス転移という。ガラス転移は試料固有のあ

る温度城で起こり、 その部分を境にして、比容温度曲

線は勾配の異なる 2本の直線であらわされる。この 2

本の直線の交点をガラス転移温度(Tg)と言う。分子

諭的にいえばセグメントのミクロプラウン運動が凍結

する温度でもある。すなわち、 Tg以下では、分子運動

在凍結されるが、Tg以上では、分子運動が開始され、

分子セグメントは 1つの位囲から他の位匹へ移るよう

になる。

無定形高分子は、分子址が比較的低ければ、Tg以上

では常に粘性液体になるが、分子批が非常に商いか、

分子が少し架橋していると、Tg以上で、粘性液体とな

る前に、ゴムとして挙動する温度範囲がある。

ガラス転移温度は、その高分子の化学構造に依存す

る。 (1)最も重要な因子は、高分子鎮の屈曲性であり、

曲がりやすいはどTgは低い。(2)これと関連して、主銀

についている側鎖の影咽がある。すなわち、側鎖の大

きいものほどTgは高く (-H<-CH区--@<◎遠沿、

、しかもその側鎖が曲がりにくいものほどTgは高い（ポ

リアクリル酸メチル＞エチル＞プチル）。（3）さらに、側

鉗の立体防害も関係する（ポリーpーメチルスチレン

くポリー0ーメチルスチレン）。（4）分子の対称性が良い

はどTgは低くなる（ボリ塩化ビニール＞ボリ塩化ピニ

リデン ：ボリ プロピレン＞ポリイソプチレン）。（5）極性

または1疑梨エネルギー密度が大きいほどTgは高くな

るが、その効果は他の因子よりも小さい（ボリピニル

アルコール＞ポリエチレン）。

Tgは分子囲、共重合組成、可塑剤屈、橋かけ度、結

晶化、圧力、延伸などによっても変化する。

2 -3 溶解度パラメーター

2つの液体が溶解するかどうかは、原理的には溶解

の自由エネルギー△Gの大きさで議論される。いま n.¥

モルの液体Aと叫モルの液体Bを一定の温度と圧力の
i 

もとで混合し、均ーな溶液が得られたとする。この過

程はモデル的に図 2のように示される。個々の分子に

注目すると 、多数のAやBが弱い分子間力により結び

つき、液体として巣合している。純液体中に別々に存

在していたA-A(o..-o)やB-B （●・・・● ）のような

同種分子間の結、合は混合によって切れ、溶液中には異

種分子間の結合A-B(o…● )が新たに生じる。

新しい分子間結合A-Bのエネルギーがも とのA-

A及びB-B間の結合エネルギーの平均値よりも大き

ければ混合したときに発熱し、逆の場合には外部から

熱を吸収する（体積変化は小さいので無視する）。この

熱を混合エンタルビー（混合熱、△H)と言う。

他方、溶液中のAとBは混合前の純液体中よりも乱

雑に分布している。すなわち、溶解というのは秩序が

乱れる過程であ り、混合エントロピー（△S>O)がそ

図2

゜000  0000 

•••• ．．．． ．．．． 
” 

低分子どうしの溶解を示すモデル図

o:液体A • ・． 液体B

の度合いを示す尺度となる。

ところで、ある系の自由エネルギー(G)はエンタル

ピー(H)とエントロビー(s)の大きさ、及び温度(T)

によって決まり 、G=H-TSという関係が成り立つ。

J.H.Hildebrandは次の関係式を用いて溶解性を評価

している。

△G=GAs-(GA+Gs) (1) 

= { HAB-(H叶地） ｝ーTlSABー(SA+SB)} 

△G＝△H-T△S (2) 
a 

△H ＝（ふ VA+XsVs)X〔（旦閂112ー（旦邑）112〕2
VA VB 

VA VB (3) 

△ S =R[n、lnX叶 n,,lnX的 (4!

ただし、 x:モル分率、v:分子体積、 E:分子凝
渠エネルギー、 V :体積分率、R:気体定数（ 1.986 cal 

/mol.K)、n:モル数、 A、Bの添字は 2種の液体を示

す。またE/Vは1疑果エネルギー密度といわれる。

△G>Oすなわち△H>T△Sの場合には、混り合わ

ずに相分離を起こす。

混合する条件は△ G:e;;Oで、一般に△ S>Oであり、

また(3)式より△ H~O であるから、△Hが小さいほど

すなわち△ H=Oなら、△G二0になりよく溶解する。

従って(EA/VA)112=(Es/Vs)1'2なら、よく混合す

るわけで、(E/V)l/2を溶解度パラメーターといい、

8で表わす。 8の値が同程度のもの同士は溶解しやすい

ことがわかる。

以上は低分子混合系についてであるが、高分子溶液

については△Sは上記の表現中のモル分率Xを体積分

率Vでおきかえれば近似的に成立するから、定性的に

は同様なことが言える。

低分子の8は蒸発i替熱、蒸気圧などから求められる。

たとえば

o=(E/V)1,2 

＝〔i△Hv-RTf /V〕！ば（5)
で与えられるから、蒸発潜熱△Hv及び分子体積Vか

ら直接求められる。

高分子の楊合は蒸発i替熱が求まらないが、次のよう

な方法が提案されている。 (1)高分子の膨潤度を種々の

溶媒について測定し、膨潤度最大を示す溶媒の終を高分
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子の8とする。(2)高分子一溶媒相互作用係数から求める。

(3)麻分子の内部圧力から求める。 (4)閥分子構成単位を

各官能碁に分け、低分子物質の値から求めたそれらの

値に加成性を仮定して計尊する。

この意味で溶解性の近似的な推定に役立つ実用的な

パラメーターである。そして無極性液体同士の溶解性、

を推定するナ易合にはよくあてはまる。

最近、ポリエステル繊維への分散染料の染消性をこ

の溶解度パラメーターで説明しようとする試みが報告

されているが

3 結果と考察

3 -1 グラフト改牧E/Cプロードの染着性

種々ピニルモノマーの硝酸セリウム(N)アンモニウ

ムによるE/C(65/35)プロードの綿サイドヘのグラフ

ト共種合を行なった。そして得られた処理布へTerap

rint Blue R(C. I. Disperse Bluel4、入max=650nm)

を乾式転写捺染し、捺染布の反射率を測定して、その

表面染培濃度K/S値を符出した。

図3にグラフト率に対するK/S値のプロットを示す。

図3より、アクリルアミド(AAm)、アクリロニトリ

ル(AN)のグラフト共重合では、改牧E/Cプロードへ

の分散染料の染箔性が増加しないが、その他のモノマ

ーのグラフト共重合により分散染料の決滸性が増加し

た。そしてK/S値はグラフト率につれて増加した。 ス

チレン(St）＝アクリル酸エチル(EtA)くアクリル酸メ

チル(MeA)くアクリル酸nプチル(n-BuA)くアクリル

酸2—エチチルヘキシル(2-E tHA ）＜メタクリル酸メチ

ル(MMA）＝メタクリル酸nープチル(n-BuMA)く酢

酸ピニル(VAc)の順に染箔性は増加した。なお、タテ

軸にポリエステル100％布吊(E)のK/S値＝}7.9、 未

処理E/C(65/35)プロード(E/C)のK/S値,.5.52、未
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図3 グラフト率に対するK/S値のブロッ ト
Terprint Blue R(C.l,Disperse Bluel4、Amax=650nm) 

ボリ エステル./iifr,1(E)のK/S(直＝17.9

未処理E/Cプロード(E/C)のk/Si直＝5.52 

未処埋綿プロートでC)のK/S(Ji=0.50

処理綿プロード（C）のK/S値＝0.50を示す。未処理綿

プロードヘははとんど染まらず汚染程度である。また

未処理E/Cプロードは綿部分が染まらず霜降り状にな

る。

乾式転写捺染時における染箔機構はサーモゾル法の

それに類似しているて すなわち熱により昇華、気化し

た染料は、熱時において繊維表面の一部に急速に凝縮

され（ここで言う凝縮とは液化を意味するものではな

く、ゆっくりした拡散過程によって繊維内に浸透され

ずに、繊維表面に染料が吸苅されることを意味してい

る）ついで繊維内へゆっくりと拡散してゆく。繊維状

の高分子は、結晶領域と非晶領域からなっており、i疑

縮した染料は結晶領域に侵入せず、非晶領域の部分に

侵入する。熱転写の温度（約200℃)付近に昇温した時、

非晶領域の高分子鋲の運動は激しくなり、半ば溶蔽軟

化する。染料は昇華、気化によってこの溶融軟化した

部分に到達し、冷知によって、染料分子は高分子鋲で

埋められた形で、この非晶領域にとどめられる。そこ

で洗たくあるいは昇華に対して竪牢度を持つように な

るが

グラフト改質綿繊維への分散染料の乾式転写捺染の

メカニズムも、上のポリエステル等への場合と同様に

加熱により昇華あるいは気化した分散染料が、転写紙

上から繊維表面へ、そして熱で軟化し、商分子鎖のセ

グメントがミクロプラウン運動している枝ポリマー中

に移動し、冷却した時枝ボリマー中に分散染料が埋没

すると考えられる。

表 1に種々ポリマ＿の臨界表面張力!) Tg6)i容解度

パラメーター6)及び分散染料の染滸性を示す。なお分

散染料の染箔性は図 3のK/S値より判断した。ただし、

ポリ 2-Et HAの溶解度パラメーターは構造式よりの

計尊値、ポリAAmの溶解度パラメーターはモノマー

の値及び構造式よりの計算値である。

臨界表面張力をポリマーの疎水性、親水性を表わす

目安と考えると、これらのボリマーの臨界表面張力が

小さいほど疎水性が増し、表1の枝ポリマーでは分散

染料に親和性を持つようになる。そして、枝ポリマー

のTgが低いほど分散染料がポリマー内部に拡散しや

す〈なる。またTeraprintBluel R(C.I. Disperse 

BI uel4)はアントラキノン型の分散染科であり 、この

染料は、アントラセンの溶解度パラメータ＿，．9〔cal

/c記〕1126)と同程度の値を示すと思われる。よってこ

の値に近い溶解度パラメーターのポリマーに分散染丼|

は相溶性がある。

従って、表 1よ＇）分かるように臨界表面張力が比較

的小さく、 Tgも比較的低く、溶解度パラメーターの値

が8.56~10.l(cal /cm3〕レ2の枝ポリマーには分散染

料が染まる。
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表 1 種々ポリマーの臨界表面張力！）ガラス転移温度！）溶解度バラメーター！） 及ぴ分紐染料の染着悸

ポリマー 臨界表而張力 ガラス転移温度 溶解度パラメーター 分散染料

(dyn/cm) (K) 〔cal／面〕1／2 の染苅性

ポリ酢酸ピニル 37 305 9.59 著しく良い

ポリ メタクリル酸n-プチル 32 293 8.75 

ポリメタクリル酸メチル 39 378 9.08 

ポリアクリル酸ー2—エチルヘキシルー 223 8.6") 

ポリアクリル酸nープチル 28 219 8.8 

ポリアクリル酸エチル 41 283 10.1 

ポリアク リル酸メチル 35 249 9.35 

ポリスチレン 32.8 373 8.56 良い

ポリアクリ ロニトリル 44 370 12.35 悪い

ポリアクリルアミド 35-40 438 l l. 1 -1 2. 7t) 1 1.8a) 悪い

セルロース 44 15.65 悪い

ポリエステル 40 342 10.7 若しく良い

a)溶解度バラメーターは構造式から勾出した。 b)モノマーのイ直

表1に示したように、ポリAN(44dyn/cm、370K、

12.3既cal/c記〕I12)、ポリAAm(35-40dyn/cm、438

K、11.l~12.7、11.8〔叫／c記〕1/2)のように臨界表

面張力が比較的大きく、Tgも比較的店く、溶解度パラ

メーターも大きく掛け離れた値の枝ポリマーには分散

a 未処理EIC (65/35)滉紡繊維 500倍

染料は染ま らない。そして臨界表面張力44dyn/cm、溶

解度パラメーター15.6虹cal/c記〕l/ 2の綿には分散染

料は染まらず、臨界表面張力40dyn/cm、Tg342K、溶

解度パラ メーター1゚．7〔cal／血3〕l/2のポリエステルに
は染まる。

b 未処理EiC(65/35) 1,500倍

c MMA18.l％グラフ トEiC繊維 7201音 d MMA18.1%E/C繊維 2,0(X)倍

図4 グラフト E/C繊維の走査型電子顕微鏡写真
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なお、グラフトの状態（枝ポリマーの数、分布状態、

枝ポリマーの分子屈、分子品分布批）により、染沼性

は大き〈左右されると思われるので、枝ポリマーの臨

界表面張力、 Tg、溶解度パラメーターのみでは乾式

転写捺染布のK/S値の大小を評価できない。

そして図4に示したグラフトE/C繊維の走査型証

子顕微鏡写真から分かるように、グラフトした綿繊維

は太くふくらんでおり表面のしわがなくなっている。

そしてグラフト改質綿繊維に分散染料を乾式転写捺染

すると、枝ボリマーに分散染料が染着するのであるが、

実際はグラフト改質綿繊維全体に染まったように見え

る。そしてポリエステル繊維の表面はまったく変化し

ていない。

3 -2 グラフト改質E/Cプロードの剛軟度

種々ピニルモノマーをE/C(65/35)プロ ー ドの綿

サイドにグラフト共重合した改牧布の剛軟度をハンド

ルオメーター法により側定した。図5にグラフト率に

対する剛軟度（マイクロアンメーターの示す最高値の

合計値）のプロットを示す。・

図5より、グラフト改質布の風合は次の順に原布よ

りかた〈なくなった ：n-BuMA>VAc>MMA>2-

EtHA>EtA>n-BuA。しかし、2-EtHA、EtA、n

-BuAでは風合が軟らかいが、多品にグラフト共狐合

するとベタベタした枯消性のある風合となる。そして
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図5 グラフト率に対する剛軟度

ハンドルオメーター法（スロット 巾 10mm ) 

｀ サンプル lOcmXlOcm 

MMA-n-BuA(74.8モル％）コモノマーをグラフト共

重合するとベタつきも無く柔らかい風合の改竹布が得

られた。

前章で述べたように、 Tgは翡分子鎖の屈曲性と関

係してお＇）、曲がりやすいほど Tgは低い。表2に種々

ポリマーのTgと改質布の剛軟度を示す。なお改質布の

剛軟度は図4より判断した。

表2よりおおむね次のようにTgの順になってい る

表2 種々ポリマーのTgと改質布の剛軟度

改賢のポリマー Tg(K)剛度

ポリメタクリル酸nープチル 293 大
ポリアクリル酸メチル 283 

ポリ酢酸ビニル 305 

ボリメタリル酸メチル 378 

ポリアクリル酸2-p:.チルヘキエル 223 

ポリアクリル酸エチル 249 

ポリアクリル酸nープチル 219 小

: n-BuMA(293K)>ポリMeA(283K)>ポリEtA(249 

k)>ポリ n-BuA(219K)。しかし、ポリ2-EtHA(223K)

とポリEtA(249K)とが入れ変っており、ボリVAc(305 

k)は少しずれている。また、ポリMMA(378K)は大

きくずれている。これはやはり改竹布の剛軟度は グラ

フト共瓜合の状態（枝ボリマーの数、分布状態、枝ポ

リマーの分子址、分子枯分布等）に大きく影咽される． 
ためと思われる。

参考文献

l) 久保田静男ら、和歌山県工業試験楊報告、昭和54

年度、 P.29(1980)：繊維学会昭和55年年次大会研

究発表会講演要旨集、 3D05、P.154(1980)束京。

2) 久保田静男ら、和歌山県工業訟験場報告、昭和55

年度、 P.39(1981)：繊維学会昭和56年度年次大会

研究発表講演要旨集、 3Fll、P.227(1981)束京。

3) 久保田静男ら、和歌山県工業試験場報告 昭和56

年度、P.34(1982):昭和56年度技術開発研究1t補
助事業成果普及講習会テキストR、中小企業庁、

昭和57年10月：繊学誌、 39(10)、T421(1983). 

4) A.Urbanile Chemist & Colourist,15、36
(1983). 

5) J. Griffiths, F. Jones, J. Soc. Dyers & Col our 

i sts, 93, 176(1977). " 

6) J. Brandrup, E. H. Immergut, "Polymer Handb 

ook''Second ed.,John Wiley &Sons,lnc. (197 

5)New York. 

-32-



ト共

が得

と関

種々

布の

'‘る

染`色工場の省エネルギー技術指導

染色部 久保田静男

要旨

技術アドバイザー指導事業及び熱管理巡回技術指導においては、指摘された問題と対応策

をまとめた。
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1 はじめに

昭和56年度、 57年度中に技術アドバイザー指導事業

及び熱管理巡回技術指導として、染色仕上エ楊10企業

(J)省エネルギー技術指導を行った。

各社で同じような問題が指摘された。それで、ここ

にその対策として、管理目標値、注意すぺき点をまと

めたので、参考にされたい。

2 ポイ ラーの燃焼管理

問題点 1．燃焼空気址が過剰。

2．排ガス温度が高い。

燃焼管理において、空気比を適正にすることは非常

に狐要である。過剰空気はポイラーを冷やし、排出ガ

スを多〈し、排出ガスの持ち去る熱批を多くするため

に熱損失が大きい。

空気比は理論空気屈に対する実際空気紙の割合で、

燃焼排ガスを分析することによって知ることができる C

図1に排ガス分析 (02、CO2)より空気比を求める図

を示す。

また、次式からも排ガス中の02％より空気比mが求

（
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重油燃焼における排ガス分析よ り

空気比を求める図
められる。

窒素パランスより、

実際に使用した空気屈

理論空気凪

1 (N2) G'-/8 X 22. 4 f 
1 (N2)G'一点X22.4t-H i(O2)-0.5(co)}G' 

ここで、 (N2):排ガス中の窒素％、 G':乾き排ガ

m 

ス祉(m'N)、n:燃料中の窒素％、（Oり ：排ガス中の酸

素％、（CO):排ガス中の一酸化炭素％

そして燃料中に窒素が含まれず(n=O)、完全燃焼す

る((CO)=O)とすると、

m 
(Nり
7 9 

(N2)-;--f (02) 

また、 (N2)=79とすると、

• 21 
m= 

~1-(02) 

ポイラーの蒸発屈が10~30t/hの楊合はm=l.2~1.

3、lOt/h以下の楊合はm=l.3程度に空気比を調節する

ことが望ましい（値は通産省の標準空気比）。すなわち

図1より、排ガス中の02は3.5~5％及び5％となる。

排ガス中の02%、排ガス温度と 、排ガスとして煙突

より逃げるエネルギーの燃焼エネルギーに対する割合

との関係を図2に示す。

図2より、例えば、排ガス温度220℃で、排ガス中の

伍は8％ならば、排ガス顕熱損失率は12％となる。従

つてポイ、ラーからの放熱を 2％とすると 、およそのポ

イラー効率は86％となる。

このようにして排ガス中の0バ哀度は、排ガス温度と
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図2 重油燃焼における排ガス温度、酸素濃度

より排ガス顕熱損失率を求める図
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I 
ポイラーの種類 丸ポイラー 水管ポイラー

区
阿疇 Ikgf /cm' 10をこえ 20をこ え10 J;人下 20以下 30以下

分
伝熱而蒸発率 30をこえ 60をこえ 50をこえ

(kg/ m' •h ) 30以下 60以下 るもの 50以下 るもの

pH (25℃) 7 ~ 9 
， 
7 ~ 9 7 ~ 9 7 ~ 9 7 ~ 9 7 ~ 9 7 ~ 9 

ヽ給 硬度(mgCaC03バ） 60以下
e 
2以下 1以下 1以下 1以下 1以下

゜ i 
油脂類 (mg/t) なるぺ＜ なるぺ＜ なるぺ＜ なるべく なるぺく なるぺ＜ なるぺ＜

.1, 
水 0に保つ 0に保つ 0に保つ 0に保つ 0に保つ 0に保つ 0に保つ

溶存酸素(mgO/£) 低く保つ 低く保つ 低く保つ 低く保つ 低く保つ 0.5以下 0.1以下

処理方法 ア ）レ 力 リ 処 理
l 

水
u 

ポ
pH (25℃) 11.0~11.8 11.0~11.8 11.0~11.8 11.0~11.8 11.0~11.8 10.8~11.3 10.5~11.0 

｝ 竹
Mアルカリ度

100~800 100~800 100~800 100~800 100~800 600以下 150以下(mgCaC03/ t) 
Pアルカリ度：

80~600 80~600 80~600 80~600 80~600 500以下 120以下
ノ゚イ (mgCaCOJ/.e) 

項 全蒸発残留物(mg/t) 4000以下 3000以下 2500以下 3000以下 2500以下 2000以下 700以下
る

ラ 叩気伝導率｛芸翠)c)m) 6000以下 4500以下 4000以下 4500以下 4000以下 3000以下 1000以下
目 塩化物イオン

600以下 500以下 400以下 500以下 500以下 300以下 100以下 K (mgC £一／.e)
I りん酸イオ ン 20~40 20~40 20~40 20~40 20~40 20~40 5 ~10 ＇ ca (mgp o~ - ; t) 
亜硫酸イオ ン

10~20 10~20 10~20 10~20 10~20 10~20 5 ~10 i I l (mgS O!フ £)
水 ヒ ドフジン G 

(mgN2H • / t) 0.1~0.5 0.1~0.5 0.1~0.5 0.1~0.5 0.1~0.5 0.1~0.5 失

シリカ(mgSi 02 /.e) 50以下
、ヽ一

｀ 
し

... 



7
 

-
0
-
F
-
F
-
F
-
f

-

f

-

)

-

)

 

少なくすることからふ給水温度が高い方が良い。

表 1にポイラーの給水及ぴポイラー水の水質の標準

値(JIS B-8223(1973))を示した。

ポイラー水の不純物はi農縮されるため、適当址の缶

水のプローが必要である。プローによる熱損失も大き

いので、必要なプロー屈の計箕を行なうとともに、プ

ロー水の熱回収を行うこと力噌！ましい。

プロー屈はポイラー水の全固形分に対して計n：しな
ければならないが、実際には給水の塩化物の浪度を測

定し、缶水中の塩化物許容澳度との比をとり求められ

る。 X＝給水屈、 a＝給水中の塩化物浪度、 b＝ポイラ

ー水中の許容濃度、y＝プロー屈とすると、

X ・a=y(b-a) 

従って、プロー率=~X 100＝言与 XlOO呼 XlOO
故に、給水はなるぺく不純物を含まない方が、プロ

ー率が小さくて熱損失も少なくてすむ。

4 保 温

問題点 1．保温材がところどころはがれている。

2．パルプ類の保温がない。

3．染色機等の熱使用機器の保温がない。

l．については、保温してある部分から蒸気配管の熱

伝導により熱が伝わり、裸管から放熱するので、熱損

失は大きい。

2．については、パルプ類、フランジの部分からの放

熱は大きく、これらは必ず保温しなければならない。

蒸気配管において、パルプ類では流体がかきまぜられ

て余分な放熱をするし、表面積も大きいから、放熱が

寵管部よりも増大する。配管の旗径をdとすると、バル

プの部分での放熱は100d、曲がリ管の部分では (5~

10)d、フラ ンジの部分では(5~lO)dの長さの裸管から

の放散熱屈と同じであり、これらの部分をしっかり保

温しなければいけない。 • 

3．については、試験用小型ウインス試験機を用いて

保温の試験をした結果は次のようである。機壁を保温

して、液面にプラスチックポールを浮ぺると、保温な

しの場合の60％のエネルギーでよい。液面の保温のみ

でも、しない時の70％のエネルギーですむ。なお、ウ

インスの開閉窓を開けておくとエネルギー使用祉は20

％アップとなる。

温水表面からの放散熱批が大きく、図 3のようであ

る。

90℃の温水では液が静止している沿合には、 6,500

Kcal/m'hの放散熱殿で、攪拌されている場合は9,000K

cal /m'hとなる。そして液而にフt:iー ト保温を施すと、

1, 700Kcal /m'hと減少する。従って、プラスチック製

の液而断熱材が市販されており、蒸発潜熱による熱損

失を少なくするために、粒練、染色、湯洗いの液面に

これを浮べて使用することが望ましい。

（
そ

t

l

-

3

1

)

咲

森

涎
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40 

図3

表2

50 60 70 80 90 100 

溢水の温度（℃)

温水表面からの放散熱量

保温材は熱伝導率が小さいほど保温性が良い。しか

し、その大小は保温材を構成する物質よりも保温材に

含まれる気泡の寸法やその分布状態に大きく依存する。

すなわち、空気の熱伝荘率が常温で0.02Kcal/mh℃と

小さな値であるため空気の流れのない独立した小さい

空気泡や空気府を多く含む保温材の熱伝迫率が小さく

なる。保温材の熱伝召率は一般に温度の上昇とともに

ほぼ直線的に上昇する。また、かさ比重が増大すると

き、水分を含むときも上昇する。

保温材が焼損せずに長期にわたって経絞的に使用し

得る上限の温度を安全使用温度という 。保温材選定の

際には安全使用温度に注慈しなければならない。

一般用保温材の主なものの特性を表2に示す。

ガラス綿保温材はガラスウールを原料として成形す

る。ウール状の他接ふ＜材を用いて板または筒状に成形

したものや保温帯、プランケットなどがある。

JI S A-9501(1980)によると、室内温度（外気温度）

20℃、表面の熱伝達率lOKcal/m1h'C、使用年数10年、

一般用保温材の特性値

項目 かさ比ffi. 熟伝導率(70℃) 安全使用温度

材料 〔g/c討〕 知／mh℃〕 〔℃〕

脱登マグネシウム保温材 0.22~0 35 0.05~0.07 250 

ガ ラ ス綿 0 01~0.096 0.03~0.057 300~350 

泡 ガラ ス 0.16~0.18 0 05~0 06 300 

f圭 藻 土 0.5~0.6 0 08-0 095 500（石綿入リ

石 綿 0.18~0.40 0 048~0.065 形状によ＇）400--550 
岩綿、鉱さい綿 0.1~0.4 0.04-0.05 400~600 
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年利 1割（複利）、熱屈価格6円／lOOOKcal、年間使用

時間3,000hの条件で、グラスウール保温材〔入 ＝0.027 

+0.000148Kcal /mh℃(8:平均温度（℃)）〕の経済施

工厚さは表3、表4のようになる。

なお、管内温度が表の値以外の場合は比例計符によ

って経済施工印さは求められる。

表3 グラスウール保温筒の経済施工厚さ(mm)

管の呼び方 A 
15 25 40 50 65 80 100 

管内温度（℃） B ½1 1½2 2½ 3 4 

100 20 20 20 20 20 20 20 
1 5 0 20 20 25 25 30 30 30 
200 20 25 30 30 40 40 40 

表4 グラスウール保温板の経済施工厚さ

内部温度（℃）

0

0

0

 

0

5

0

 

1

1

2
 

経済施工厚さ(mm)

50 

50 

75 

5 排熱回収

問題点 l.ドレ ンの回収を行なっていない。

2．スチームトラップの不良。

3温排水の熱回収を行っていない。

染色工場には多くの種類の排熱がある。排気として

は、ポイラーの燃焼排ガス、テンター、 乾燥機の排気

等、また温排水としては、蒸気ドレン、粕練、漂白、

染色浴及び洗浄の廃液等がある。これらの排熱はその

まま捨てられている場合が多く、熱交換器等によって
e 

回収利用しなければならない。

5 -1 熱交換器による排熱回収

オープン ソーパーのオーバーフロー温排水のように、

連続的に排出するものは、消水と熱交換して、回収温

水は洗浄槽にもどされるが、ウィンス等のようにバッ

チ式のものはピットに巣めてから熱交換する。そして

その回収した温水は染色用、ポイラー用等に使用され

る。

熱交換器には次のものが染色エ楊でよ〈用いられる。

0プレー ト式

伝熱面は波形金属板で構成され、 二つの流体は逆方

向に交互に板の内部間隙を流れる。据付面績が小さく、

伝熱効率は良い。分解洗浄が容易であり、化学洗浄も

可能である。しかし、屑がつまり易い。

0スパイラル式（渦巻式）

2枚の平行板を渦巻状に巻いたもので、この流路に

液体を向流あるいは並流に流す。応用範囲が広い。比

較的伝熱効率が高く、屑がつまにくい。また化学洗浄

が可能である。据付面積は小さいが、構造は複雑であ

る。

0シェル ・チュープ式（多管円筒式）

大きな円筒の中に沢山の小さなチュープがあり、 1

つの流体はチュープの中を他の液体はシェルの中を逆

方向に流れる。構造が筒単であるが、屑がつまり易〈

効率が他のものに比較して低い。

0ラメラ式

外観的には多管円筒式と類似しているが、伝熱円管

の代りに、長方形の薄い金属板を波形に成形し、 2枚

づつをシールド溶接して、積み重ねて束にして、い 〈

つかの長方形断面和を有する通路を持った伝熱板を使

用する。シェル内のデッドスペースがないので管式に

比して高い伝熱効率を持つ。シェル形であるので耐圧

力は高い。デッドスペースがないのでスケーリングは

少ない。化学洗浄句能で、維持投が安〈、設置が簡単

である。

染色浴等は繊維屑や高分子のオリゴマー等の汚れ成

分が多く、熱交換器の伝熱壁表面に付箔し、伝熱が悪

くなる（性能低下）、詰まり 、不安定な運転等の種 ト々

ラプルを生ずる。それでこれらの除去が必要です。こ

のため熱交換器はできるだけ掃除のできるような構造

を選び、なおかつ熱交換に入る前にストレーナを増設

することが必要です。

熱交換器の伝熱屈Q(Kcal/h)は次式により求められ

る。

Qi =G1C1 (T10-Tい）

Q2=G2C2(T21 -T20) 

Q=Q1=Q2 =F ・k(T1 -T2)mean 

=F·k•• Tm 

並流の場合

△Tm 

u
 ，
 

T
 (
|
し
T
 

^

]

 

T” 

(Tio -T20)-(TぃーT2t) 

(T10-T20) 
In 
(T1, -T2,) 

△T)一△T2
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向流の場合

△Tm 

‘ 

(T10-T2,)-(T1, -T20) 

(T10-T21) 
In 
(T1,-T20) 

△T1ー△T2

In△T]I△T2 

．
 

ここで、 G:流屈(kg/h)、c:比熱(Kcal/kg℃)、
T:温度（℃)、 F:伝熱面積（m'）、 k:平均熱打流率

(Kcal/m'h℃)、△Tm:対数平均温度差（℃）、 ln:

自然対数(=2.3.e,og)、£ :熱交換器の長さ

△T1と△T2の値がほぼ同じ場合は、符術平均温度

差で計符しても大差ない。 Tm＝＋（△T1十△T2)

なお熱貫流率k(Kcal/m'h℃)は次式で求められる。

1 1 £1 £2 1 
-=—+—+—+-
k aI ん入2 az 

ここで、 a1:排液側の熱伝達率(Kcal/m'h℃)、a2

、：消水側の熱伝達率(Kcal/m'h℃）、入1:伝熱壁の

熱伝導率(Kcal/mh℃)、心：スケールの熱伝導率(K

128.SX 6 
=813.5万円／年 畜

0.95 

すなわち、年間813.5万円の節約となる。

図からも分かるように、向流は並流に比べて温度差

すなわち単位面積当りの伝熱罷が平均しており、かつ

低温流体側の出口温度を高温流体側の出口温度より高

くでき、伝熱屈を多〈することができる点で優れてい

る。

5 -2 ドレン回収

シリンダー乾燥機、液の間接加熱の揚合、配管中で

蒸気が冷えて湯化してドレン（復水）になる。これは配

管中でウォーターハンマーを生じたり、蒸気使用設備

内では加熱効果を阻害するので、すみやかにスチーム

トラップにより排除しなければならない。

そしてドレンは高温度なので、ポイラー給水にもど

すと、給水温度を高め、熱エネルギーの有効利用にな

る。 ドレンは不純物をほとんど含まず比較的きれいな

ので、ブロー（吹き出し）の址も滅少する。それでこの

面からも熱失損が少な〈てすむ。

cal/m h℃)、 £1:伝熱壁の厚さ（m）、£2 :スケー ドレンの持つ保有熱の計符例を下に示す。ゲージ圧

ルの厚さ（m)o I I I 力6kgf/cm'、乾き度X=0.97の湿り蒸気を使用する蒸

気使用設備の場合、常温を20℃とすると、有効に使用され

る熱屈は

ゲージ圧力 6kgf/c而の蒸発潜熱（y)X乾き度(X)

ゲージ圧力6kgf/c而の蒸気の持つ熱籠j(i"-20)XX + 

XlOO 
(i'-20) X (1 -X) } 

a I• N --↑--I AT  
亙
」|¥ 

低流 1: ... a 
体

流
体

’’ ＇ スケール

入2 I ヽ
e2」し 門：壁

プレート式熱交換器の実施例かャ、熱回収の熱罷計

算をすると、

排液 79℃→37℃ 11.32ン'/h

滑水 69℃ ←20℃ 9.7ン'Ih 

プレー ト数51枚（伝熱面積15.4m')

回収熱鎚Q=9. 7X l,OOOX 1 X (69-20) 

=475,300Kcal/h 

重油発熱:fJ:IO,OOOKcal/kg、ポイ ラー効率85％とす

ると、直油屈は

475、300
=55.9kg/h 

0.85Xl0,000 

1日の稼動時間8時間、1ヶ月24日操業とすると、

1年間では、 55.9X8 X24Xl2=128,793.6kg／年

頂油単価6万円／kl、比重0.95とすると、

493.8X0.97 

(659. 5-20)XO. 97 + (165. 67-20) XO.03 
478.9 
=- Xl00=76.7% 
624.7 

であり、 ドレンの持つ熱屈の割合は

ドレンの熱屈(i'-20)

ゲージ圧力6kgf/cm'の蒸気の持つ熱屈¥(i'-20)XX 

XlOO 
+(i'-20)X(1 -X) f 

(165. 67-20) 

(659. 5-20) XO. 97 + (165. 67-20) XO. 03 
145.67 
=-Xl00=23.3% 
624.7 

となり、 23.3％はドレンとして排出される。なお、

i':飽和水のエンタルピー(Kcal/kg)、i"：飽和蒸気の

ェンタルピー(Kcal/kg)。

この時のドレンの温度は飽和蒸気と同じ164.67℃で
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あるが、大気圧の下では当然その一部が再蒸発（フラ

ッシュ）することになる。ゲージ圧力6kgf/c而の蒸気

のドレンは重批で約12％再蒸発し、これによって実tt

的に失われる熱祉は52％ぐらいである。従って密閉式

のドレン回収の方が望ましい。

ドレン回収法は次の方法がある。

直接ドレン回収法

0 ドレンポンプ方法

排出された間接加熱用スチームドレンをポイラー給

水タンクヘ注入し、ポイラーの給水として利用される。

0フラッシュタンク方式

排出された間接加熱用スチームドレンをフラッシュ

タンクヘ回収し、 ドレンは直接ポイラー給水に利用す

る。

間接ドレン回収法

0熱交換方式

ドレンをフラッシュタンクヘ回収し、プレート式熱

換器でドレンと消水を熱交換し、温水として熱回収す

る。

0蒸気主管、分岐管、レシーパータンク、蒸気ヘッダ

ー等に対してはディスク型トラップをまず考えるべき

である。しかしドレン回収をする楊合は、このト ラッ

プは背圧制限があるので、自由フロート型トラップを

選定する。

0蒸気を熱源として使用する設備、たとえば、各種加

熱器、シリンダー乾燥機等は自由フロート型トラ ップ

を選定する。

スチームトラップの取り付け、保守の際、次の点に

注惹すべきである。

0蒸気使用設備のドレン取出口からトラップ入口への

配管は、小径の長いものだと装沼出口からスチームト

ラップまでの配管に空気が充満して蒸気の排出が行な

われない（空気防害）ので、できるだけ太く短かくす

る。

0 トラップ入口への配管は先上がりだと空気障害があ

るので、 トラップ入口に向かって下がり勾配とする。

0 トラップ入口の配管を、空気障害のため、立上がり

管としない。

スチームトラップレは表5のようなものがある。 0始動時には空気排除が完了するまでバイパスパルプ

作動原理としてはメカニカル式は蒸気と復水の比重 を開放しておく。

差、サーモスタチック式は蒸気と復水の温度差、サー 0蒸気障害を解消するため、蒸気の冷却を早めるよう

モダイナミック式は蒸気と復水の熱力学的特性差であ トラップ入口管を保温しないようにする。

る。 6 その他

スチームトラップの選定には次のことが重要である。 問題点 1．煎油受け入れ時の溶罷測定、温度測定を

表5 各種スチームトラップのおもな特徴

型 式 長 所 短 所

上向きパケソト型 作動確実 形状大
ウォーターシールによって蒸気漏れがな 排気性能劣る
し、 ， 

凍結のおそれがある
メ
逆パケッ ト型 排気性能良好 取付不使力

凍結のおそれがある二

力 効牢劣る
1レ

レパー付きフロー ト型 軽負荀に適する ウォータハンマーに弱い

ト レパー機構の摩耗による故諒が多い
ラ
ツ
自由フロート型 形状小 ウォータハンマーに耐えるための処誼がプ

構造簡単 必要
連絞排出
静粛作動
フロート、弁座の交換容易

サク ペ ロ ズ型 ドレン温度制御可能 ウォータハンマーに弱い

I 
排気性能良好 高日に不適

モト 過熱蒸気に使用不可

スラ
パイメタル型 凍結のおそれがない 過熱蒸気に使用不可タッ

チプ 弁閉塞の故障がない 開閉弁の温度差大
ツ

排気性能良好 使用中にバイメタルの特性変化

夏

オリフィス型 軽最小型 精密部品による故諒が多い
サッ 過熱蒸気に使用可能 蒸気油れ
1 ク 背庄制限 (30%)
モ ・
ダト デ ィ ス ク 型 軽足小型 背圧制限（50%)
イラ 構造簡単 低圧制限 (03kg/cm') 
ナッ 過熱蒸気に使用可能
ミプ

｀ 
ウォータハンマに耐える． 飽和温度のドレン排出 , 
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していない。

2蒸気もれがある。

3．蒸気庄力計の検定をしていない。

1については技術梢報No85(1982)を参照されたい。

2については、蒸気弁からのもれが多い。技術梢報No.

86(1982)を参照されたい。 3については、圧力計は〈

ぷいやすいので、定期的に検定することが必要である。

省エネルギーには、①ポイラー、現有の熱利用設備

の効率良い使用、②保温、③排熱回収を中心に、まず

基本的な熱管理が必要です。そして、省エネルギータ

イプの効率良い染色機、仕上加工機を導入する前に上

記3点をまず行なうことが重要であると思われる。

参考文献

l) 久保田静男、和歌山県工業試験場技術情報、• No.85

86、87、88(1982)、No.96、97(1983)

2) 省エネルギーの手引き一染色整理業編一、愛知県

商工課

3) 染色整理業における省エネルギーの手引き、群馬

県繊維工業試験場、昭和56年 3月

4) 染色工場のための省エネの手引き 、京都市染織試

験揚、昭和57年 2月

5) 省エネルギーの手引き、福井県繊維工業試験場

6) 泉名栄一、 加工技術、 16、242(1981)。
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ゲルクロマトグラフによる染色排水の

特性と処理プロセスの評価

染色部 中岡元信石井友章竹部依子

1 緒 言

染色工楊排水の処理において、現在の法規制のもと

で各工場ともそれぞれの排出水に適応した処理体系を

ととのえつつある。

しかし、周知のように、染色排水は水址、水質の変

動が激しく、汚濁源も多岐にわたっており、単一の処

理法のみでは法規制を満足させうることは困難である。

そこで現有の処理施設に加え、それらと組み合わせた

2段、 3段の処理が要求されている。この高次の処理

法をいかに選択するかということについて、最も重要

なことは現在の処理水質を正しく把握することである

この水質評価のために一般的に用いられているのが、

BOD、TOC、COD等の総括的な有機物指標であるが、

これらの指標には一長一短があり、処理性の評価に十

分耐えるとはいいがたいことが指摘されている~)これ

ら処理性の評価のために、最近多く用い られているの

が円保ら2)が提喘したゲルクロマトグラフによる水牲

解析である。現在までにゲルクロマトグラフを用いた

水牧評価については数多くの報告がみられるが3)染色

排水に対してはほとんど行なわれていない。

ここでは、糊抜精練排水を取リ上げ、ゲルクロマト

グラフによる水質評価について検討を行なったので報

告する。

2 実験

2 - 1 排水処理実験

排水は綿及び綿混紡布の糊抜精練工場におけるキャ

一籾練プロー液を使用した。

排水は次に示す工程の処理し、ゲルクロマトグラフ

用試料を採取した。

．雨配0.45μmろ過一ゲルクロ用試料

↓
 

↓

四

↓

呻処理工程の流れ

→ゲルク，ロマトグラフ用試料調整

媛気性処理は、種汚泥として、ペプトン、肉エキス

で好気的に順妾した汚泥を諌気化したものに内川の腐

食泥を加えたものを使用し、 MLSS6000m.e1.e、温度

40℃の条件で5日間処理した。

振とう培養は、 MLSS50mg/.e、排水TOClOOmg/ 

£、温度25℃で毎分60回の往復振とうを行ない 5日間

処理した。
f 

各処理液について、TOC及びフェノール硫酸法で炭

水化物を測定した。

2-2 ゲルクロマトグラフ

ゲルとして、セルロファインGC-700及びセファデ

ックスG-150を使用した。実験装四を図 lに、 実験で

の諸条件を表 1に示す。

各フラクション液について、 TOC、260mmでの紫外

吸収、及びフェノール硫酸法で炭水化物を測定した。

a:押出し液貯留栖

b:マイクロチュープポンプ

c:カラム

d:フラクションコレククー

辛

ゲルクロ用試料

図 1 実験装置

表 1 ゲルロ過の条件

S ephadex G-150 Cellulofine GC-700 

カラム 2.1 X87cm 2.1 X88cm 

ゲルペッド容梢 289叫 267叫

ゲル空間容積 120ml !40m€ 

押出し液 蒸留水 蒸留水

押出し速度 3.4/hr・吋 16 7叫／hr・cm' 

試料添加仇 5ml Jome 

フラクション容積 10咸 10叫

-40-



3 結果と考案

｀ ゲルベッドの均一性と使用したゲルの分離能を調ら

ぺるためにプルーデキストラン（分子罷約200万）オレ

ンジn（分子最350)、グルコース（分子屈180)の混合
液についてゲルろ過を行った結果を図 2と図 3に示す。

~2 はゲルとしてセルロファインGC-700を用いた場

合で、図 3はセファデックスG.150を用いた場合であ

る。
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5 ephadex G -150によるプルーデキストラ

ン、オレンジII、グルコースのゲルロ過
↓ 

ここでゲルとしてセルロファインGC700や、セファ

デックスG150のような分画範囲が商分子領域にある4)

ものを選んだのは、糊抜精練排水中の汚濁源の多くは

コーンスターチ、 PVA等、分子昼が10万を越える物

質が示めており、処理において、これら高分子物質が

どのよ うな変化を受けるかを検討したいためである。

図4に糊抜精練排水とその様気処理水に一ついてゲルろ

過のクロマトグラムを示す。図4でKavが0付近のT

OCビークは、 PVA、コンスターチを示すものと思わ

れる。媛気処理により、このピークはKav=OとKav=

0.3付近の2つのビークに分かれ、高分子物牧の低分子

化が進んでいることを示している。また、未処理排水

では、このビークに対応する0D260はほとんどみられ

ないが、媒気処理液では明確なピークが出現し、不飽

和有機化合物の生成が示唆されている。また、未処理
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セルロファインGC-700による排水のゲルロ過

排水ではKav=0.6付近にもピークがみられるととも

に、 Kavが0.8を越える有機物は存在しないが、媒気

処理によりKav=0.6付近のピークは消滅し、その分

解生成物であると思われる。より低分子のKav=0.9

付近の有機物が生じてきている。

このクロマトグラムのパターンの変化が、その後の
合

好気的処理にどのような影碑を与えるかを検討したの

が嫌気処、理を行った排水と行なわない排水についての

振とう培養結果を示した図 5である。

100 

゜゚

C-樟気処理水

．卜未処理排水

図5

4 5 6 

培梵時間 （日）

振とう培養によるTOC除去率の変化

2
 
3
 

7
 
8
 

図5に示すように、媛気処理を行なうことによって

未処理排水にみられる培養初期のラグ相が消え、除去

率も向上している。この様気処理液を好気的微生物処

理することにより、ゲルクロマトグラムのパターンが

どう変化するかを示したのが図 6と図 7である。両図

にみられるようにTOCのパター ンはほとんど変化し

ておらず、 Kav=O付近の濶分子物牧と 、Kav=1付

近の低分子物牧との両端にピークがみられる。

Kav= 1付近のUV吸収は好気処理によって大き〈滅

少している。このUA吸収を図 8に示す。

煉気処理水にみられる260mmでの特有のビークが好

気処理により消滅している。

また、図7に示すように炭水化物は好気処理によっ

て全体に低分子側へ移行している。媒気、好気処理水
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Sephadex G-150による排水のゲルロ過

でKav=1付近の炭水化物の値は、TOCに比べ著し〈

大き〈なっている。これは、フェノール硫酸法に陽性

な微生物の自己分解生成物によるものて＂ある ＇と思われ
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これら各ピークの成分の処理性、同定については、

今後とも検討を加にていきたい。

参考文献

l) 亀井、丹保： 「水質のマトリックス的評価のため

のゲルクロマトグラフィ」

水道協会誌第519号(1977)

丹保、亀井 ：「環境制御指標としての水牧マトリ

ックス」第9回衛生工学研究討論会講演論文集

P30~36(1973) 
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Matther, eta!:「Highguality reuse nater by 

chemical-physical wastlnater treatment」

J. WPCF 42 No.3 437~456(1970) wwm 
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マイクロ波加熱への応用

反応染料による捺染（II)厚地織物への応用

“’ 

昨年度の本誌紙面では、マイクロ波加熱が反応染料

による捺染の固牙f工程への応用において効果的に慟〈

ことを報告した。 特にマイクロ波の内部加熱と緻物府

内没透による積府式固苅では、従来法で期待できなか

った効果を得ることができた。引き続き今年も、積府

式固沼法の応用例として、厚地綿物の捺染固洛工程ヘ

のマイク ロ波の適用を試みた。更に、印捺後の乾燥工

・ 程の時間、温度を短縮、低下して、直接固培工程に積

屈やラッビングク ロスによるサンドイッチを形成し召

入する連続法の可能性について検討した。

以下に実験と結果の概要を記す。

〔実験〕

I)試料印地織物として綿ネル・タオル地使用

II)染料

Cibacron Brill. Red BD 

(CI Reactive Red 24〕

Sumi fix BI ack B〔CIReactive Black 5〕

Procion Blue H3R〔CIReact i ve 8 I ue 4,〕

m)布上水分の測定（印捺後及固箔前後の重屈測定）

砒子てんぴん（．メトラー製、感址0.01g) 

N)マイクロ波照射中の布上温度の測定 ：光ファイ

パーと蛍光分光測定を組合わせた装紅(USA製）

V)中間乾燥 通常熱風乾燥機

〔結果〕

マイクロ波照射中の布上温度の岬l定により、積府式
固済は常圧スチーミングと過熱蒸気スチーミングの継

絞した複合固滸系として認識される必要があり、その

系では、 各積府間に形成される薄府蒸熱室のため、特

に系の後段階で通常の勘合に比べて水分の発散が抑え

られ、より効果的な染箔が得られる。固箔媒体となる

水分の依は、 Dry（印捺後自然乾燥24時間以上）試料に

ついても満足な染沼が得られることより、極く少なく

染色部 大萩成男 田村禎男

ても（ほぼ、公定水分率程度、今実験の場合は約8%)

許容され、むしろ少ない方がマイクロ波加熱による処

理効率も高くなる。そして、固箔に際し機能する水分

は印捺布が固箔導入時に含有するものに限られ、従来

法のようなスチーミングによる水分供給コントロール

の困難がなく、本実験のように比較的ラフな条件下の

処理でも再現性が良好である。

更に、ビニルスルホンなど比較的邸い反応性を有す

る染料を使用すれば、印捺後の乾燥をかなり短縮して

(Black Bの場合自然乾燥で5分位のタイミング）、連

続的に固箔に入ることが可能になるものと考えられる。

特に、今回試料として採用した綿ネル、タオル地のよ

うな匝地織物では、印捺による捺染糊付与祉も大きく

中間乾燥に多大な熱エネルギーを消牝していたが、固

培時の水分供給が無いマイクロ波処理であれば、半乾

燥状態（隣接生地への移染の起らない程度）から固祐

工程へ辺入することでかなりの節エネルギーが図れる

ものと思われる。また、これら厚手生地のプリント品

については、近年製品のColorful化・窃級化とともに

極小ロ ット化が進み、固済についてもよリコンパクト

な生産システムが指向されつつあり、マイクロ波加熱

本来の特殊性と合致する有効な手段を苔えそうである。

ただし、これまで述ぺたマイクロ波加熱による固培

の有利と思われる特徴は、固箔に導入される印捺布の

含水分、すなわち印捺後の乾燥による布上の水分の制

御を基本とするものであり、単なる乾燥工程というよ

り、 むしろ店い精度を要求されるコ ントロールプロセ

スとして考える必要がある。

なお、 この実験、検討は昭和57年度技術開発研究代

補助事業 （共同研究）の一棗として行なわれたもので

あり、内容の詳細については58年10月下旬の講習会テ

キストを御参照下さい。
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生理活性物質に関する研究 IIl) 

二つのメトキシカルボニル基を持つ

3ーアザトリシクロ〔3.2.n.02・4〕アルケン類の

芳香族溶媒中における反応

化学部 谷口久次 前田龍一

要 旨

6、7ージメトキシカルポニルー3ーフェニルスルホニルー2、4-exo -3ーアザトリシ

クロ〔3.2.1.02・ 4〕オクタ ー6ーエンは、三フツ化ホウ索エーテラート の存在下、芳香族溶媒中

で加熱する とCope転位を起こして閃拡大化した生成物とWagner-Meerwein転位を起こした生

成物を与えた。同様な骨格を持つエン ドアジリ ンは同条件下では転位反応は起こらなかった。

これらのことは福井らの三体相互作用理論によって説明できた。

1 緒言

和歌山県内には、染顧料とそれらの中間体、染色助

剤及び医薬品等を製造（合成）している化学会社が多

い。そこで、わたしたちはそれらと関連のある生理活

性物竹に関する研究を行っている。今回、標題のよう

な反応を行って新事実を見い出したので報告する。

モルファン骨格の6、7位に二重結合を導入した 2

ーメチルー2ーアザピシク ロ 〔3.3.1〕ノナー6ーエ

ン（ A)は鎖痛活性を示すことが報告されている。2)

： 
3
 

zー
CHA 

そこで、Aと骨格類似の化合物を合成するため、3-

アザトリシクロ〔3.2.n.02・4〕アルケン類（不飽和ア

ジリジン類）を各種溶媒中で反応させることにした。

特に今回は、不飽和アジリジン類のアジリジン環の立

体配謹が異なると各種溶媒中において反応様式がどの

ように変化するか検討した。

2 結果と考察

2 -1 不飽和アジリジン類の合成

6、7ージメトキシカルボニルー3ーフェニルスル

ホニルー2、4-exo -3ーアザ トリシクロ〔3.2.1.0

2, 4〕ォ．クター6ーエン(exo1)、と 6、7ージメトキ

欠、N-
C訊 5 ¥、

(C比）n

CQCH3 

CO2 CH3 

exo 1 (n = 1) endo 1 (n = 1) 

erdo 2 (n= 2) exo 3 (n= 3) 

シカルポニルー 3ーフェニルスルホニル ー2、4-

endo-3ーアザ トリ シクロ〔3.2.1.02・ 4〕オクター6-

エン(endo1)は文献記載の方法で合成したツ 3ーフェ

ニルスルホニルー2、4-endo-3ーアザトリシク ロ

〔3.2.2.02・4〕ノナー 6ーエン(endo2)と6、7ージメ

トキシカルポニルー 3ーフェニルスルホニルー 2、

4 -exo-3ーアザ トリシクロ〔3.3.2.02・4〕デカー9-

エン(exo3)は対応するピシクロ〔n.2.2〕アルカジエ

ン類にベンゼンスルホニルアジ ドを 1、3一双極付加

環化させて一挙にこれらの不飽和アジリジン類を得

た。この反応では図 1に示すように中間体にトリアゾ

リン哀化合物が生成する。なお、 endo2と exo3の収

率は図 1に示したとおりである。これらの立体異性体

のexo2とendo3は全く生成しなかった。このことは、 9

ビシクロ〔2.2.2〕アルカジェンのr軌道はエン ド側に

拡がっているため、アジドはエンド側に付加環化する

と考えられる（図2)。4)したがってendoートリアゾリ ン

棗が得られ、これが脱窒素を起こしてendo2を生成す

る。exo3の生成についても同じように考えることがで
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ないと考え、ルイス酸である三フッ化ホウ素エーテラ

図2 ピシクロ（2.2.2〕オクター2,5ージエンの ートを触媒として用いた。この勘合、ベンゼン中、 50

冗一軌道の拡がり ℃でかきまぜると 5の他にWagrer-Meerwein転位を

起こした生成物6が得られた。この反応を室温で行う

きる。 と6の収率が向上した（表2)。なお、この反応をペンゼ

また、 endo2とexo3の立体構造は架橋メチレン鎮の ンー5％ー希硫酸混合溶媒中で試みたが、 6のような

NMR化学シフトによって決定した。即ち、アジリシ 化合物は全く得られなかった。 endo1、endo2はo-

ン閑と架橋メチレン鎖が同じ側にあるとメチレン鎖プ クロロベンゼン中で179℃に加熱しても転位生成物は

ロトンのantiープロトンと synープロトンの化学シフ 全く与えなかった。

卜差が大きくなる力甲架棉メチレン鉗がアジリジンm 2-3 転位生成物が得られる理由
の反対側にあると、そのantiープロトンと synープロ exolが5のような生成物を与えることおよぴendo1 

トンの化学シフト差は小さくなる（表1)。 が転位反応を起こさないことは福井・稲垣の三体相互

表 1 不飽和アジリジンの架橋ブロトン

のケミカルシフト痙

アジリジン 架橋メチレン(ppm) HaynとHantiの

exo 1 1.41、1.83 0.42 

endo 1 1.98、198 

゜endo 2 1.48、1.68 0.20 

exo 3 1.45、1.62 0 17 

4 1 01、2.98 1.97 

文献

5) 

ニロ Ha : Hanti 

Hs : Hsyn 

Yield 
endo2: n= 2 78% 
exo 3 : n = 3 80% 

2-2 芳香族溶媒中における反応

以前に報告したように、 exolはベンゼン中で20時間

加熱しても全く反応しないが、 0ークロロベンゼン中

で179℃に加熱したり、ベンゼン中に過塩紫酸銀をアジ

リジンに対して 1: 1の割合で加えて加熱遠流すると

高収率で棗拡大反応を起こした化合物5が生成する。3)

今回、 exolのアジリジン環の窒素原子上の砲子をとり

除くと、・より低い温度で転位反応を起こせるかも知れ

4
 

作用理論6)で説明できる。即ち、図3に示すようにexo

1の場合には、 C6-C77(結合の最高被占軌道 (HOM

o)、C4-N3 a結合の最低空軌道(LUMO)、およびC1

-C2(]結合のLUMOの軌道間の位相関係はすべて同

位相の組合せとなり骨格変換を行うことができる。し

かし、 endo1、endo2の掲合にはC1-C2LUMOとC4

-N3LUMOの間で位相が合わなくなり、骨格変換を行

うことができないツ

また、 exo1が生成物6を与えることは三フッ化ホウ

素の作用によってアジリジン閑の窒素原子から三フッ

化ホウ素の方へ龍子が流れる。そして、C2-C3結合が

切断されてWagner-Meerwein転位が起こる。 カルポ

ニウムイオンと窒素原子が結合すると生成物6になる

（図4)。しかし、 endo2の場合には三フッ化ホウ素の

作用でC2-N3結合が切断されWagner-Meerwein転位

が起こっても図4に示すように生じたカルポニウムイ

オンと窒素原子は立体的に結合し得ない位甜にくる。
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exo R=C02Me 
Z=S02C6Hs 

R :42 + 

5 6
 

表2 exo 1の熱転位反応

Temp. Time 5 6 RecCNered 
Sol vent Cat 

（℃） (h) （％） （％） （％） 

C6H6 80 20 

゜ ゜
100a) 

o-C6H4Cl2 139 6 100 

゜
oa) ,i. 

C6 H6 AgC]04 80 4 96 f 0 0") 

C6 H6 BFJ ・OEt2 50 5 27 14 

゜C6 H6 BF3 OEt2 r. t. 25 8 32 29 

C6H6-5%H2 S04 r. t. 25 

゜ ゜
100 

a) K.Umano.et al., Tetrahadron Lett., 1979, 247. 

心三9三
`¥/8l 
endol↑§Z R`3  

5 S02Ph 

K.U mano, H. Taniguchi, H. Inoue, and 

E. lmoto, Tetrahedron Lett., 1979, 247. 

図3 exo 1のCope転位

従って、 endo2の場合にはWagner-Meerwein転位生

成物は得られない。 endo1の楊合についても同様に考

えられる。

2-4 示差熱分析データ

不飽和アジリジン類の熱分析を行ったところ、 exol

のみに重紐減少なしに180℃付近に発熱ピークが現わ

れた （表3，図5)。このことはexolのみか転位反応を

起こす、ことと関係以あると思われる。

~
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図4 不飽和アジリンのWagner-Meerwein転位

表3 不飽和アジリジン類の熱分析データ

Aziridine 
m.p. 

Exothe（翌｝cp.
（℃) 

exo 1 128 178 

endo 1 106 

endo 2 109 

exo 3 1 11 

‘,'’
‘
 

p
℃
 

d

(

 227 

260 

2 6 1 

272 
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R~N-Z 

exo 1 

R弐 02Me

Z==S02C6Hs 

(CH,)n 

RR」]HH
N-Z 

endo 1 (n= 1) 
endo2 (n= 2) 
exo 3 (n= 3) 

3 実 験

試薬： exol、endolは文献記載の方法で合成した。”

endo 2の合成 ：2、3ージメトキシカルポニルピシク

ロ〔2.2.2〕オクター2、5ージェン (1.11g. 5mmol)と

ペンゼンスルホニルアジド(1.008g、 5.5mmol)を5

ntのベンゼンに溶解し、 50~60℃で2時間かきまぜた。

そののち、ペンゼンを展開液としてシリカゲルカラム

クロマトグラフィーを行うとendo2が収率73％で得ら

れた。 mpl09~llO℃（メタノールー水から再結品）IR:

1735, 1725(C=O)、1638(C= C)、1165cmうNMR

(CDCIJ): l.48andl.68(A8q、CH2CH2)、3.20(m、

2H、2-Hand4-H),3.47(m、2H、l-Hand5-H)、

3.76(s、6H、OCHJX 2)、7.4-8.l m,5H.arom). 

exo 3の合成 ：6、7ージメトキシカルボニルピシ

クロ〔3.2.2.〕ノナー6、8ージェンとペンゼンスルホニ

ルアジドから上述のような方法で合成した。収率80%、

mpllO~111℃(MeOH-H20)。NMR(CDCIJ):1.35~ 

1.73(m,6H、CH2CH2CH2)、3.2l(s、4H、1-H、2-

H、4-Hand5-H)、3.74(s、6H、OCHJX2)、7.4~

8. l(m、5H、arom.)。

転位反応 （一般的方法） ：不飽和アジリジン類をペン

ゼンに溶解し、触媒(BFJ • Et2)を加えたあと、 所

定の温度で所定時間反応させ、シt)カゲルカラムクロ

マトグラフィー （展開液 ：ペンゼンーアセトン）に掛

けた。 得られた物質はIR、NMR、 元紫分析で構造決

・o
x
3↑
_
l
 

ヽ
ヽ
Iヽ 
I 
＼ 

ヽ
‘--TG 

DTA 

JOO 200 

l／℃ 

300 

図5exo 1の熱分析データ

定した。

付記 ：本研究は日本化学会第47春季年会 (1983年、京

都、講油番号4D07)に於て発表した。
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原子吸光分光分析装置を用いた

金属分析の前処理方法の検討

化学部 沢田俊彦 小畑俊嗣

要 旨

染願料、中間体及びその廃棄物中の有害金属のひ素、カドミウム、クロム、鉛、水銀及び鉄

について前処理方法の検討を行った。

湿式分解法の3方法と比較のための乾式灰化法で行い、水銀を除＜各元素の前処理方法による

パラッキ、処理時間、装沼等の諸条件による難易度について比較検討した。評価1（易）～5（難）

のランクづけをした，総合結果は第 2法の前処理方法(HNOJ+HCIOりがよかった。但し定品

数1直が検絨椋法の最低標準液以下の数値が大部分を占め、最適法の比較としては満足する結果

とはならなかった。

．
 

1 はじめに

染願料及び中間体の製造業を主体とする和歌山市内

の10数社の製品(15点）中、主に有害金屈のひ素、カ

ドミウム、クロム、鉛、水銀及び鉄について、前処理

方法の検討を行った。

供試品の目的成分の定批操作に入る前に、溶出、溶

解又は共存有機物の分解等を目的とするいろいろな方

法が適用される。

供試品の性状をよく考慮し前処理操作を行わねば往

々に失敗又は分析誤差を生じる恐れがある。

前処理として金属及び無機化合物試料では酸による

分解と融解による分解があるが、今回は一般的な有機

物分解法の湿式分解法（硝酸一硫酸、硝酸一過塩素酸、

硝酸一過塩素酸一硫酸による分解法）、それにょヒ較のた

めの乾式灰化法で前処理を行った。低温灰化法も試みた

が、供試品は全般的に融点が低いため、高周波出力で

は灰化室内部で試料が飛散するのもあり灰化が困難で

低温灰化法の検討を除いた。水銀は加熱分解一過マン

ガン酸カ・リウム液吸収法を用いた。

カドミウム、クロム、鉛、鉄は原子吸光分折製沼で

定批、ひ素は水素化物発生装匹、水索化物加熱原子化

装詔／原子吸光装四で定批、水銀は微批水銀測定装骰

／原子吸光装四で定罷を行った。今回は水銀を除く各元

素の前処理方法によるバラッキ、処理時間、装賄等の

諸条件による難易度について検討した。

2 実 験

2-1 試薬及び装骰

試薬 ：全て市販特級品を用いた。各金属の標準溶液

は和光純薬工業仰の原子吸光用標禅溶液を使用する。

装笥：原子吸光分光共用分光分析装置

． AA-8200嬰 日本ジャーレルアシュ闊

水素化物発生装沼 HYO-1 11 

水素化物加熱原子化装詔 HYO-2 11 

微此水銀測定装匹 AMO II 

氾気炉 MP-4 仰島津製作所

2 -2 前処理方法

2-2-1 硝酸一硫酸による分解（以下第1法と記述）

試料の適屈を (1~3g)をケールダールフラスコ

500叫に正確に秤りとる。硝酸を除々に加え、激しい反

応を終らせたのち、硫酸を加え、サンドバスを用いて

加熱蒸発を絞け硫酸の白煙が出るまでか加熱蒸発する。

分解不十分なときは、硝酸を追加して、上記の操作を

くり返し液を透明にする。

2-2-2 硝酸一過塩紫酸による分解（第 2法）

第1法と同様適屈を正確に秤＇）、硝酸を加えて分解

しやすい有機物を分解する。引続き硝酸が共存する状

態で過塩紫酸を加え加熱蒸発し過塩素酸の白煙を発生

させる。分解不十分な楊合、硝酸を追加して、上記操 ~
作をくり返し透明の液にする。

2-2-3 硝酸一過塩素酸一硫酸による分解

（第 3法）

第1法と同様、正碓に秤りとり、硝酸を加えて激し

い反応が終ったのち、過塩素酸、硫酸を加え加熱蒸発

させる。分解不十分なときは、硝酸、過塩素酸を適宣

追加する。液が透明となる迄加熱分解操作をくり返す。

2-2-4 乾式灰化法による分解

試料の適砒を白金ルッポに秤りとり、逍気炉で100~

150℃で蒸発乾固し、ゆっ〈 ＇）温度 を上昇させ、450~500

℃の温度範囲で灰化したのち、残留物に塩酸（1: 1) 

を加えて加温溶解し、0.lNの塩酸溶液とした。

2 -2-5 水銀の分析法

試料の適屈 (0.1~0.3g)を石英ポー ドに秤凪、加
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熱分解しながら過マンガン酸カリウム液に吸収させ、

過剰の過マンガン酸力` リウムを塩酸ヒドロキシルアミ

ンの最小屈で迎元し、さらに、水銀遠元剤(SnC.e2)を

加え水銀蒸気を発生させる方法を用いた。

2-2-6 ひ素の分析法

第1-3法の前処理後の試料液に水紫化ホウ紫ナト

lfウム／酸(HCe)を加えて水素化物を発生させ、 水素

化物）jl1熱原子化装沼／原子吸光分光分析で定紙を行った。

3 結果及ぴ考察
3-1 第1法

標準的な前処理方法で多種顆の試料に適用できる。

危険性は比較的小さい。分解の難易度は 3法中最も高

〈分解しに〈い。従って硫酸の追加絨も多く 、硫酸の

屈も多いため、十分に時間をかけ白煙を出さねばなら

なし‘。・他の方法に比べ共通して空試験値、バックグランド
値も高い1直を示した。この第 1法では、分解不可能に
近い供試品も数点あった。

3-2 第2法

酸化されにくい有機物を含む試料に対し強力な分解

法であるが、 同時に酸化性が強いため、爆発する危険

性をともない、分解初期は常に硝酸の存在下で十分に

注慈して分解する必要がある。この分解法は次の硝酸

一過塩索酸一硫酸法と同様いずれの試料も 、容易に分

解ができ、 硝酸の追加紐も少なく 、又硫酸を含まないの

で、空試験値も他の 2法に比べ低く、零値を示す試料

も多かった。この第 2法でも分解不可能な供試品があ

った。

3-3 第 3法

この方法は硝酸一過塩素酸法の危険性を少なくする

ため、又酸化性も強い分解法である。分解は他の方法

に比ぺ容易で短時間であるが、空試験値、バックグラ

．：ぷ出:?;:~言：：ロロ：：心益f；五ば，2」:
解ができた。

3-4  乾式灰火法

灰白色に灰化するのに10-20時間を要した。200-30

0℃の間で急激に酸化反応がおこり、爆発する試料も

ある。又試料によってはルツポよりあふれる楊合もあ

るので十分に注意して灰化する必要がある。空試験値

パックグランドはほとんど無視できる。今回のような

有害金屈中のAS、&i、 Pb等の低融点金属の前処理方

法としては好ましくないが、あえて検討対象につけ加

えた。

3-5 空試験値及びバックグランド

純式灰化法では各金屈ともパックグランド及び空試

験値は、はとんど無視できた。湿式分解で処理した試

液のパックグランド値はカドミウムでは 1法、 3法、

2法の順で翡いビーク値を示し、他の金属はカ ドミウ

ムより、はるかに小さ〈、鉛、ひ素、鉄、クロムの順

に低いf直であった。空試験値は、ひ素を除いて1法が

全てに邸くついで3法がつづき、第 2法はどの試料の

金屈でも低く、良い結果が得られた。

3 -6 検出限界値

今回の分析法では試料の採取屈 (1~3g)が少な

〈、又同一試液で5成分の定砒を行ったために、最終

希釈枯が50mlと多く、機器の検出限界の問題も重なりあ

ったため、表 1.2.3.4.5の各々 bに示すよう

な高い最終計算値••以下という値となった。 （例外と

して表4のD社はI；'i境庁告示第13号の検液の作成によ

リ試液を調製した。）

3 -7 難易度

表ー1.2.3.4.5の各々 aに前処理の諸条件

の結果を示す。評価は 1（易良い）～ 5 （難劣る ）のラン

クづけをした。総合的な検討結果は、第 2法(HNOJ+ 

HCWりの前処理方法がよかった。但し前処理の分解迄

の諸条件がよいが、最後の分析値が残念ながら…以下

が大部分となり分析値を含めた総合判定はできなかっ

た。

表 1 A社（染料中間物）試科の前処理及ぴ結果

(a)前処理結果

項H 使用拭 追加紐 分隧所要時間
分鱈法

分解桑品
（叫） (rn£) (hour) 難易度

HNO3 10 10 
第 1法 8 3 

出 SO, 5 

HNO3 10 10 
第 2法 6 2 
HCIO, 5 

HNO3 10 10 
第 3法
HCIO, 3 JO 7 3 

出 SO, 2 

灰化法 15 3 

難易度評価の見方 1：（易良い） ～5 :（難劣る）

(b)分析結果

會鳥(pp口l
AS Cb Cr Pb Fe Hg 分舅法

第 1法 0.08以下 0.08以下 0 85以下 0 85以下 0 85以下

第 2法 0 09 n 0 09 19 0 95 II 0. 95 n 0 95 19 o. 03以下

第 3法 0 08 II 0. 08 II 0.80 II 0 80 n 0 80 • 

灰化法 0.08 II 0 08 n 0.84 II 0 84 II 0. 84 n 
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表2 B社（医薬品）試料の前処理及ぴ結果

(a)前処理結果
項B
分解薬品

使用屈 追加最 分解所要時間
難易度

分解法 (m€ ) (mt} (hour) 

HNO3 JO 5 
第 1法 8 3 

H2So. 5 

HNO3 10 
第 2法 6 2 

HCIO, 5 

HNO3 JO 5 

筍3法 HCIO, 3 8 3 

H2SO, 2 

灰化法 16 3 

會属(ppm)
AS Cd Cr Pb Fe Hg 分鱗法

第 1法 0 07以下 0 07以下 0 75以下 0. 75以下 0.75以下

第 2法 0.07 11 0.07 II 0 74 II 0 74 19 0. 74 II 0.02以下

第 3法 0 07 II 0 07 II 0. 7 1 11 0 71 II 0.71 II 

灰化法 0.22 II 0 22 11 2.22 II 2 20 11 2 20 II 

(b)分析結果

喪4D社（染料及び中間物買造工場、崖劃覧棄物）試料の前辺夏及び結果

(a)前処理結果
項目 使用屈 追加祉 分解所要時間

難易度
分鯖法

分解薬品
（叫） （咸） (hour) 

HNO3 IO 5 
第 1法 12 

3 H2SO, 5 

HN03 10 
第 2法 10 

2 HCIO, 5 

HN03 10 

第 3法 HCIO, 3 10 
， 
3 

H2SO, 2 ← 

灰化法 産業廃棄物のため不適用

宣 尋 ＼PP瓢）

AS Cd Cr Pd Fe Hg 分舅法

第 1法 0,010 0,001以下 0,025 0,070 I,320 

第 2法 0,090 II 0,026 0,100 1,400 0,020以下

第 3法 0,020 
＂ 0,026 0,060 1,480 

(b)分析結果

4 むすぴ

第 1報では、前処理方法の検討で、定址数値が検祉

線法の最低標準液以下が大部分であったので、前処理

方法による最適方法の比較検討としては満足する結果

が得られなかった。しかしながら製品中には有害金屈

等の不純物が定罷範囲以下という、優秀な製品を製造

出荷していることが解った。今回は特に供試品を提供

表3 C社（染料中間物）試料の前処理及ぴ結果

(a)前処理結果

分鰭法項目 1分解薬法11ば叫門品門分茫？？n|難五

第 1法

第 2法

HNO3 

出 so.

HNO3 

HC10• 

HNO3 

第 3法犀
H2SO, 

10 

5
-
1
0
-
5
-
1
0
-
3
-
2
 

3
5
-
5
-
2
5
-
5
-
2
0
-
3
-
2
 

23 5
 

18 

20 5
 

灰化法 20 5
 

(b)分析結果

分鱗匡pp●} AS I Cd I Cr r Pb I Fe I Hg 
第 1法 0. IO以下 0. IO以下 1.06以下 1.06以下 1.06以下

第 2法 0.1111 10.11 11 11.15 11 I 1.15 11 11.15 11 I0.03以下

第3法 0.1211 lo.12・11 11.2511 11.2511 11.25,, 

灰化法 0.1211 I 0.12 II I 1.25 11 I 1.25 II 11.25 11 

表5 E社（染料）試料の前処理及ぴ結果

(a)前処理結果

分鰯法JJ(UI分解薬品1門塁）ht|唸ln|分り□？り1 難易度
HNO3 

出 SO4

HNO3 

HCIO, 

HN03 

第 3法図祠

第 1法

第 2法

H2So, 

1
0
-
5
-
1
0
一
5
-
10
-
3

-
2

6
 10 3

 

3
 8

 
2
 

6
 

8
 

3
 

灰化法 18 3
 

(b)分析結果
99● 

分111法 AS Cd Cr Pb Fe Hg 

第 1法 0.24以下 0,24以下 2.“以下 2.“以下 6. 10 

第 2法 0.25 " I 0.25 " 12.s3 " I 2.s3 " I 9.so I o.04以下

第3法 0.26" I 0.26 " 12.26 " 12.26 " I 8.90 

灰化法 0.20" 10.20" 12.00" 12.00" I 9.90 

いただいた各社の製品名をふせておる関係で、試料と

対分解薬品どの化学式、構造上からの分解反応による

分解難易度等については省略した。次回は試料屈の拉

加、各元素による分解、希釈罷の倍率減等々の検討を

行い、又精製前の粗製品を試料として前処理法の検討

を行う予定である。おわリに本研究に際し試料を提供

下さ った関係各社に深謝します。
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地下水調査 第 1報（和歌山市北部）

食品部 南広己池本重明山西妃早子今井武

.. 1 はじめに
食品工業、特に醸造において水は原料の一部で品質

に重要な因子をもつものである。

本屎において誼造用水の調査は、昭和 5年に始め、

同9年に和歌山市中之島地区にある阿弥陀寺の井戸水

が醍造用水に適していることを知り、実際に試醸して

良結果を得たのちは、和歌山市内の各消造腸に利用さ

れた。

戦後、昭和30年代には日本経済も湖度成長期に入り、

諸産業の発展にともない地下水揚水批が増加し、水竹

． の変動も激しくなったので昭和36年から 3ケ年にわた

り、和歌山市内255ケ所の地下水（井戸水）について水

竹調査を行っている。

約20年経過した今日、人口増加、都市化現象等の哀

境が急変するなかで、前回と同一地点でどのように変

化しているか追跡調査を行った。

2 採水と井戸の深さ

採水腸所を図 1に示す。

採水場所は前回採取地点の寺、神社、学校を中心に

その周辺民家の井戸としたが、上水道の発達で現在使

用していない井戸や取壊されたところもかなり多い。

採水条件としては、打込井戸や誼動ポンプの設置し

ている所は 5分以上の放水を原則とし、配管やポンプ

からの鉄混入の恐れのある場合、又は常時使用されて

いない井戸は採水器を使用した。

井戸の深さは地表より、水面、井戸底を測定して水

深を算出したが、打込井戸は深さの判明しないものが

多かった。

3 測定項目及ぴ分析方法

PH、水温、浴存酸素、導紺率、濁度、は堀場水質

チェッカーU-7を用いて試料採取時に現場で測定を

行った。

NOふり°;、 NH:、は定性分析

CI―、 PO:―、.Fe3十、 有機物（過マンガン酸カリ消骰
批）、 c~2十、硬度、は国税庁所定分析法による 。
4 測定及ぴ分析値

水竹調査を表1、表2に示す。

＠この調査は57年から 3ケ年の予定で行うため、考察

は調査終了後とする。

．
 

⑮
 
＄

ー

＠違虞
臼
｀
こ
絲
5

南
海
本
線 ⑮
R
⑰
 

図 1 採水場所
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査

l. 

種 別 水分 1000粒直 粒 形 侃々I 別 （％） 硬度

品種 産地 竿ザ （％） (g) A長さ(llll） B巾（DD) C肛さ(111) AXBXC 2.4皿 2.2田 2.0 a• 1.8血 I 8 .. (kg) 
未満

五百万石 福井県 1 13.3 26.13 5.36 3.26 2.28 39.84 1. 35 72.4 24.6 1.6 0.05 5.17 

II 2 14.} 26.35 5.35 3.24 2 26 39 17 l. 2 72.5 23.9 2.4 

゜
5.78 

＂ 3 12. 9 24.99 5.33 3.17 2.18 36.83 0.2 43.4 43.9 12.4 0.1 6.71 

福の花 兵庫県 3 11. 9 24.82 5 28 3.13 2.15 35 53 0.2 45 0 44.0 10.5 0.3 5.39 

県内伊都郡 K2 15.2 25 91 5.27 3.26 2.31 39.69 0 7 77.8 18.4 3.0 0.1 4 90 

山田錦 兵祁県 1 15.1 28.07 5.§3 3.21 2.22 40.12 0.1 58.0 40.9 1.0 

゜
5.83 

＂ 2 13.9 27 97 5.7色6 3.13 2 20 39.66 0.1 51. 9 46.0 1.8 0.1 6.04 

たかね錦 11 3 13.8 24.78 5.44 3.12 2.16 36.66 0.1 36.2 52.9 10.7 0.1 6.39 

日本晴 県内紀南 1 13.3 25.47 5.48 3.02 2.11 34.92 

゜
26.3 61.3 11. 7 0.7 7.21 ． 
＇ 

県内和歌山市 1 13. 5 23 87 5.42 3.06 2.15 35.66 

゜
14.4 66.2 18.8 0.6 7 11 

県内那賀郡 1 14. 3 23.35 5 38 2.96 2.08 33.12 

゜
9.4 71.0 18.9 0.7 6.66 

島根県 1 13 6 23.59 5.33 3 04 2.19 35.49 

゜
22.0 67.0 10.8 0.2 7.46 

兵叩県 1 13.8 22.94 5.24 2 97 2.08 32.37 

゜
24.9 64.0 10.7 0.4 6.97 

＂ 2 14.2 23.44 5.34 2.92 2 08 32.43 

゜
6.2 67.8 25.4 0.6 6.63 

レイホウ 佐賀県 1 14.0 23.33 5.37 2.97 2.07 33 01 

゜
3.8 65.5 30.2 0.5 6.11 

II 2 14.0 23.79 5.31 2.98 2.01 31.81 

゜
3 8 63.9 31. 7 0.6 6 96 

ニシヒカリ II 1 13. 7 23.84 5.42 3 05 2 00 33.06 0.1 3.0 60.9 35.8 0.2 6.59 

イシカリ 北海道 1 14. 5 23.07 5.33 3.00 2.10 33.58 0.2 24.9 60.6 13 8 0.5 7.20 

オオセト 香川県 1 14.1 25.97 5.54 3.05 2.14 36.16 0.05 43.3 53.2 3.45 

゜
7 62' 

コガネバレ 佐賀限 l 以II下.o 21.70 5.23 2.90 2 00 30.33 

゜
0.4 40.4 58.2 1.0 9.87 

~ 



清酒分 析調 査

食品部池本重明南広己

1 はじめに

昭和57酒造年度の清酒研究会、消酒鑑評会において、

悧酒審査した消酒について一般成分等を調査し、消酒

品質管理指導の参考衰料とする。

3) 緩衝能は試料1omeに対するpH7.0から10.0までの

0.lNNaOHの滴定批(me)である。

4) 甘辛度、浪淡度は国税庁所定分析注解付表による。

3 結果及ぴ考察

2 方法

2-1 試料

消酒研究会

普通酒A（アルコール添加砒が150.e/lOOOkg程度）
18点

将通酒B（アルコール添加祇が250e / 1000 kg以上）

• 21点
本醸造 14点

三増酒A （日本酒度が一 8以上）

三増酒B （日本酒度が一 8未満）

16点

10点

消酒研究会の分析結果の平均値を表1に示す。

本年度は純米酒、吟譲酒の出品数も増え、最近の全国

的な傾向を示している。昨年の分析値と比較して大き

な変化は見られないが、日本酒度が全体的にやや辛口

になっている。仕込別にみると、普通洒A、B、吟醸

酒では直接迎元糖、酸度、アミノ酸度、緩衝能、苅色

度の値がやや高く、また純米酒は逆に酸度、アミノ酸

度、緩衡能、祈色度の値が低く、酒牧も淡麗になって

いる。

清酒鉦評会の分析結果の平均値を表2に示す。

純米酒 10点 試料は悧洒審査により上、中、下に分けた。酸度、ア

吟醍酒 10点 ミノ酸度、緩衝能が上位級ほど低い値を示した。昨年

泊酒鑑評会 106点 の分析結果と比較して、日本洒度が辛口になり、殺度、

2 -2 分析項目及ぴ試験方法 ァミノ酸度が翡い。なお直接遠元糖がやや商いのは、

］） 日本酒度、アルコール分、直接遠元糖、酸度、ア 分析時期が約1ヶ月遅れたのが原因と考えられる。

ミノ酸度、消色度は国税庁所定分析法による。

2) pHはpHメーターによる。

表 1 清酒研究会

日本酒度 アルコー／け｝ 直接還元糖 酸度 アミノ骰度 pH 緩衝能 (芍X色109弐ー ） 甘辛度 濃淡度

+o 78 18.39 3 46 1.63 1. 93 4.41 2.26 7.7 -0.4 -0.1 

-1.69 18.50 3.81 1.48 1.81 4.45 2.22 6.0 0.0 -0.1 

+0.32 18.34 i3-36 1 65 1. 79 4.39 2.11 7.5 -0 4 0.2 
-5.72 18.35 4.91 1.14 1.08 4.31 1.30 5.6 0.9 -0.7 

三増酒B -10. 30 18.95 5.84 1.16 1.19 4.39 1.40 6.1 1.1 -0.3 

純米酒 -1.05 17.96 3.38 1.87 2.13 4.37 2.27 9.8 -0.5 0.6 

吟醸酒 +2.80 17.91 3.30 1.52 1.49 4.25 l 58 8.6 -0.4 -0.3 

表2 清酒鑑評会

試心日本酒度 アルコール分 直接還元糖 酸度 アミノ数度 pH 緩衝度 (芍X 1色0-l史3) 甘辛度 濃淡度

上 +4.30 17.94 3.16 1.42 1.32 4.26 1.59 7.5 -0. 4 -0.6' 

中 +0.30 18.21 3.64 1.42 1. 73 4.44 2.02 6.0 0.0 -0.4 

下 +0.75 18.08 3.36 1.53 1.92 4.43 2.18 7.6 -0.2 -0.3 

平均 +l. 78 18.08 3.39 1.46 1.66 4.38 1. 93 7.0 -0.2 -0.4 
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梅肉エキスに含まれるシアン配糖体について

（その2)

食品部 中内道世 山西妃早子

1 はじめに

前報1)では、梅肉エキスに含まれるシアン配糖体に

ついて、ピクリン酸紙比色法による試験及び市販梅肉

エキス製品中のシアン配糖体含有罷の調査の報告をし

たが、今回は、それをガスクロマトグラフィー(ECD 

-GC)を使って試験する方法を検討した。

2 試験

2 -1 試薬及び標準i容液

〇クエン酸緩衡液(pH6.0)2>クエン酸（C6mo7•H2 

0)128.lg及びNaOH64.4gを水に浴かして1000m.eと

し、pH6.0に調整する。用時10倍容にうすめる。

〇クエン酸緩衝液(pH 3 . 0)2> クエン酸（c6H8が •H 2 

0) 21gを2oom.eの 1N NaOHに浴解し、水でうすめ

て1ooom.eにする。この60叫をとり、 0.lN HC.e 40m.e 

を加えてpHを3.0に調整する。

0 1％クロラミンT溶液2)用時調整する。

OAmygdalin (Aldyich社製）

OKCN（片山化学工業諒社製）

0/J-Glucosidase Sigma社製

2-2 cc分析条件

機種 日立製

検出器 ECD 

充てん剤 TENAX-GC 

温度 カラム80℃、検出器150℃、試料注入口
e 

150℃ 

キャリアーガス

073型

6 3 Ni 10m Ci 

チャートスピード

N2 カラム30m£/min

検出器20m£/min

5 mm/min 

試料 (5g) 
| 

pH 6に中和

• f] -GI ucos i dase 

●37℃ 1 hr 

lOOmtメスア ップ
| 
1 mtを三角フラスコに採取

●pH 3クエン酸緩衝液 20叫

● 1 ％クロラミンT溶液 1mi 

●20℃ 30min 

CC lOmt注入

10mg 

｀ 

図 1 試験操作

ECO龍圧

2-3 試験操作

15 V 

図 1に示す

2 -4 酵素({J-GI ucosidase)反応時のpH調整

試料①（梅肉エキス）、試料②（Amygdalin水溶液）、

試料③(Amygdalin水溶液＋クエン酸緩衝液）について

pHを2.5~6.0に変化させて酵素反応を調べたことろ、

図 2に示すように試料②では pH2.5~3.0位でも相 当

分解反応するかそれにクエン酸緩衝液を添加した試料

③は反応が抑制さ代る。同様に緩衝作用の大きい試料

①の梅肉エキスも反応が抑制されるため、試料のpH

は4.5以上にしなければならない。

2 -5 酵素反応温度、時間、酵素使用飛

前報1)に準じた。

2-6 塩化シアン生成反応

試料0.05g相当にpH3.0クエン酸緩衝液20m£を添加

するとpH3.5位になる。このpHは塩化シアン生成に

十分である2)が、この生成反応は温度、時間差によ っ

て相当ばらつきがあるため、正確に20℃、 30分間と し

た。

酵
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梅肉エキス

Amygdal in溶液

Amygdalin溶液
＋クエン酸緩衝液

各pHにおける酵素反応分解率

．
 

．
 

-56-



2 -7 Head Space. Gasの採取

市販のHeadSpace用フラスコ（ガスクロ工業隙製）

（図 3-1)と本試験用に作製した三角フラスコ（図

3 -2)と比較したところほとんど差がなかったので

数多く必要なため安価な三角フラスコを使用した。

.. シリコンゴム栓

ネジ式

1止め金具

・ 図3-1
ヘッ ドスペース用

フラスコ

シリコンゴム栓

図3-2

ヘッドスペース用

三角フラスコ

2-8 検餓線の作成

Amygdal in水溶液について図1に従って試験し、検

屈線を作成した。図4で示すように反応フラスコ中の

溶液で0.4μg/mt位まで寵線性があり、検出限界は0.

05μg/mtである。

3 梅肉エキス中のシアン配糖体の除去

梅肉エキス(CN―として0.lmg/ g含有）を10倍の水に

溶解し、下記の試料を作った。

試料① 梅肉エキス水溶液(pH2. 75) 

試料② 試料①をそのまま酵素反応

50 

4
0
3
0
 

ピ
ー
ク
高
日
20 

10 

0.1 0.2 0.3 0.4 
CN―蓋 μg/mt三角フラスコ溶液

図4 Amygdalin分解による検豆線

試料③ 試料①をpH6.0に調整後酵素反応

試料④ Amygdalin水溶液をpH6.0に調整後酵素反応

各試料をピーカーに採り 1/10の重屈まで龍熱器で加

熱浪縮した後、図1に従って試験した結果、試料C)及

ぴ試料②はほとんど除去されていないが、試料③、④

は完全に除去されていた。

これは、 2-4の試験を裏付けるものでもあるが、

合わせて、シアン配糖体も分解されて遊離のシアンに

なれば加熱濃縮の段階で完全に揮散することがわかる。

4 梅肉エキス製品のシアン配糖体含有量の調査

前報1)で梅肉エキス製品 7点について調査したが、

今回はそれも合せて10点について、ピクリン酸紙比色

法及びGC法でシアン含有屈を調査し、その結果を表

1に示す。

二つの方法は粕度の差もあるため比較しにくいが、

大体同じような傾向である。

表 1 梅肉エキス中のシアン含有量
CN―(mg/ g) 

1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 
1. ピクリン酸紙 0.15 0.02 0.02 0.1 0.05 0.02 0.15 0.05 0.1 0.05 比 色 法

G C 法 0,085 0,016 0,007 0,077 0,020 0,008 0,093 0,031 0,068 0,032 

5 おわり に

本試験は、寺梅から梅肉エキスに加工した揚合にシ

アンが残留するかどうか、又残留していればどうすれ

ば除去できるのか、という問題であったが、前回1)及

ぴ今回の試験から、梅肉エキス中にはシアンは配糖体

としての形で残留し、加熱濃縮だけでは除去されない

が酵素(f)-Glucosidase)により分解され、加熱浪縮に

より揮散してしまい、配糖体シアン、遊離のシアン共

に残留しないことがわかった。しかし、試験2-4、

試験3でもいえるように、脊梅の果汁に直接酵紫を添

加して もpHが低いため(pH2. 7~3.0)分解しない。 従

って何らかの形でpHを4~4.5以上に上げることが必

要になってくるが、後の梅肉エキス製品としての品質

が保てるかどうかの問題が残る。そこで低いpHでも作

用する酵素の探索が必要なのであるが、梅肉エキスの

用途及ぴ、シアン配糖体の含有最からいって、あえて

それを徐くことはないのではないかと思う。

最後に、本試験にあたって御指導と御鞭撻を賜わり

ました横浜市衛生研究所の田中康夫氏に深謝致します。

参考文献

1) 中内道世、南村妃早子；和工試報告（昭和56年度）

2) 日本薬学会編；衛生試験法注解449~452('80)
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しょうゆの分析調査

食品部 富岡 登 山西妃早子

しょうゆ工場の技術指導参考のため限内産市販しょ 検査法によリ行った。その平均値を昨年度の結果と共

うゆ、こいくち本醗造（特級） 8点、こい〈ち（上級） に下表に示す。

18点、こい〈ち（標準）11点、 うすくち9点の分析をJAS

種 別 年度 調査点数 食塩（％）
無塩可溶性

全窒素（％） 色度
ア）レコール

備 考
固形分（％） （％） 

こいくち本醸造 57 8 17.18 21.16 1 64 4.8 2.31 

（特級） 56 8 17.12 23.32 1.62 4.5 1. 90 

こいくち 57 18 17.27 17.19 1.49 5.3 

（上級） 56 25 17.08 17.81 1.51 t 3.7 

こい〈ち 57 11 17.93 15.00 1 37 .5.5 

（標禅） 56 15 17.56 15.40 1.34 4.2 

うすくち
57 ， 18.26 13 67 1.18 27.1 

56 14 17.28 13. 24 1 15 28.0 

分析項目についてそれぞれ比較すると、食塩はここ し、無塩可溶性固形分は滅少している傾向は、その原

数年滅少し続けて来たその反動であるのか、昨年より 因は不明である。色度はこいく ちしょうゆで淡くなっ

僅かに増加している。全窒素は増加の傾向を示すに対 ている傾向が続いている。

．
 

．
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木材の複合化による物性の向上と応用

県産スギ間伐材のWPC

木材工業部 平田重俊

’̀ 
1.はじめに

WPC（木材 ・プラスチック複合体）の製造法や物

性の研究のため、広葉樹散孔材が多く用いられるが、

ここでは、諏合阻害物牲の存在により、 WPCが因難

であることが判明しているスギ材を供試料として用い

た。これは、スギ間伐材（和歌山県内産）の利用拡大

を目的とした樹脂加工を行い、工業材料化が可能であ

るか否かを検討するものである。

• 2 実験
2-1 供試材

県内産スギ間伐材、樹令約 8年生を図 1のように木

取りし、各年輪に分離、サンプリングを行い、 50℃で

真空乾燥して絶乾頂屈を測定後、デシケーター中に保

存して実験に供した。

2 - 2 試薬

(1) メチルメタクリレー ト (MMA)

市販1級のMMAを5%NaOHを含む20%NaCけ水溶液

で洗浄後、無水Na2S04で乾燥して用いた。

(2) 重合開始剤

市販の a-a'アゾピスイソプチロニトリル（AIBN)

をメタノール溶液から再結品して用いた。

図 1 スギ間伐材サンブリ ング

II 

III 

N
 

VI
Vll 

2-3 供試材のWPC化

絶乾重紐(Wo)を測定した試料を排気鐘中で室温下

5mmHgで1時間排気後、 MMA(0.3%AIBNを含む）を

分液ろう斗から注入し、徐々に常圧にもどした後 2時

間没泊した。試料をアルミ箔で包み、密封し、MMA注

入試料の重品(W1)を測定した後、70℃の恒温乾燥器中

で20時間重合して、 WPC化した。 WPC化試料を 50

℃で6時間真空乾燥して、未反応MMAを除去後、重甜

(Wりを求めた。

(1) 注入性の評価

注入した樹脂液重址の木材重屈の割合

MMA注入率(%)=~ X 
＊ 注入材直祉ー無処理材重罷

無処理材重凪

W1-Wo 
100 =__:_______:._ = 100 
Wo 

注入した樹脂液容積の木材空隙絨の割合

注入MMAの容積
MMA空隙充埴率(%)=~ X 100 

木材の空隙罷

W1-Wo 

0.944 
=----::--X 100 r 

V( 1 -~) 
1.5 

V：試料体栢、r：試料比重、0.944:MMA樹脂液の比重

これは樹脂液による木材の空隙充埴率を表わし注入

性の尺度となる。

(2) 重合性の評価

重合処理後のWPC内のポリマー含罷を表す割合

重罷増加率(%)=~X 
重合材重餓ー無処理材重恨

無処理材重罷

W2-Wo 
100=-XlOO 
Wo 

注入した樹脂液罷に対する重合硬化したポリマー凪

の割合

重合材重砒ー無処理材重蔽
MM,直合率(%)=~X 100 

注入材重批ー無処理材重屈
W2-Wo =~x100 
W1-Wo 

これは木材中の重合阻害要因を判定する尺度である

2 -4 WPC内ポリマーのSEM（走査刑龍子類微鏡）

による観察

WPC試料の長さ方向のほぽ中央部における木口面

を鋭いカミソリの刃で切断して、肛さ約 1mmの観察用
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表 1 スギ間伐材WPCの調整

試料 試料 体積
MMAの注入 MMAの重合

WPC  

ば） 比重 (cm') 
MMA注入率 MM  A空隙 重最増加率 MMA重合率

比 韮
（％） 充埴率（％） （％） （％） 

I 0.30 2.08 142.9 80.4 124.4 87.1 0.95 

II 0.33 2.03 182.7 93.7 164.5 90.0 1.00 

III 0.35 1.40 179.8 90.0 161.6 89.2 0.95 

N 0.35 1.48 169.8 71.1 148.0 87.8 0.82 

V 0.34 1. 26 186.1 81. 9 163:4 87.8 0.85 

VI 0.31 0.92 218.4 85.6 197.5 90.4 0.87 

VII 0.42 0.80 153.2 88.0 136.4 89.0 0.93 

試料を作成した。これらの試料を真空中で金の蒸消を

観察表面に施し、 SEM（明石製作所製ISI-40型）で観

察し、その状態を写真撮影を行った。

3 結果と考察

各サンプルのMMA韮合実験の結果を表1にまとめ

た。

3 -1 MMA注入性と頂合性

表 1に示すように、MMA注入率は、142.9~218.4% 
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図2 MMA注入率

の範囲となり、いずれも高い注入率を示した。試料年

輪番号I（心材）は注入率が一番低く、 VIが一番高か

った。

図2にMMA注入率と供試材の比頂との関係を表わ

した。この結果から Iを除いて、比頂の高い方が注入

率が低くなる傾向を示している。

図 3にMMA空隙充埴率と供試材の比頂との関係を

表わした。この結果かわVIを除いて、比重が高いほど

空隙充峨率が高くなる傾向を示している。
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向を示している。

図6にMMA注入率と重合率とあ関係を示し・た。同

様に、図7にMMA空隙充填率と重合率との関係を示

した。この結果から、注入率と空隙充碩率が高〈なる

ほど重合率が高〈なる傾向を示している。

以上の結果から、針葉樹材は一般に心材の注入性が

低く、材内部への均ーな含浸が因難であることが証明

された。今日まで多くのスギ材に関する高分子の重合

研究によって重合阻害成分が判明しているが、今回の

実験において、試料年輪番号I（心材部）が前記の実

験と異なる点は、確かに注入性は低いが、重合性にあ

1まリ差違が認められなかった点である。このことにつ

いて、心材の発現が樹幹の中でいつ、どこから、どの

ようにして始まるかは不明であるが、スギ間伐材につ

いて言えば、韮合阻害物牧の存在を示さなかった。さ

らに、韮合率から比較してみると、今回の樹脂加工に

おいての問題点は、心材 ・辺材という含有成分などに

よる化学的な障害でなく、組織構造的な点にあると思

われる。｀

3-2‘ポリマーの観察

無処理試料のSEM写真1に示す。また、 WPC試料

のSEM写真2~8に示す。 SEM写真はすぺて木口切

削面である。

これらの写真を見ると、無処理材が樹脂加工されて、

WPCとなり、ポリマーが仮導管内に充埴している状況

が観察される。また、表1の空隙充埴率の数値とSEM

写真の関係が確認できる。含浸状態の差異は、樹種の

M
M
A

麗
A

~
)

写真1 無処理材(SEM)

85 

図7

100 
MMA空隙充填率（％）

MMA重合率と空隙充填率との関係

70 

図4に韮屈増加率と供試材の比重との関係を示した。

Iを除いて、比重が森いほど頂罷増加率が低くなる傾

向を示している。

図5にMMA厘合率と供試材との関係を示した。 I、

W、Vを除いて、比重が高いほど重合率が低〈なる傾 写真2 試料IのWPC(SEM)
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写真3 試料IIのWPC(SEM)

写真4 試料nIのWPC(SEM)

写真5 試料WのWPC(SEM)

ほかに辺材・心材、早材 ・晩材の部位、材の形状、木

取り 、個体差などにあると言われているが、今回の実

験は、それを裏づけるものであったと思われる。

4 まとめ

スギ間伐材（和歌山県産、約8年生）を各年輪ごと

にサンプリングした試料に、AIBN(0.3%)を溶解した

MMAを真空注入し、 70℃で20時間重合してWPC化

試料を調整した。

MMAの注入性は良好で、MMA注入率は142.9~218.4

%、 MMA空隙充峨率は71.1~93.7％であった。同一樹

幹内で空隙充峨率のみに差が現われた。スギ間伐材の

MMA樹脂注入において注入のムラを生ずる原因は組織

構造にあることがわかった。

MMAの重合性も良好で、頂屈増加率は124.4~197.5

%、MMA韮合率は8?-.1~90.4％であった。MMA重合率

写真6 試料VのWPC(SEM)

写真7 試料VIのWPC(SEM)

．
 

写真8 試料VIIのWPC(SEM) • 

に関してはほとんど差がなかった。スギ間伐材は成熟

したスギ材と述って、重合率を見るかぎり瓜合阻害物

竹の存在は認められなかった。

SEMによる観察の結果、 WPC化された試料の年輪

番号I、N、Vの一部に空隙を認めたほか、完全なる

注入状態が観察できた。これは、ほとんどMMA空隙

充埴率の結果と同じであった。

5 あとがき

文献によると 、WPCはいくつかの優れた特徴を持

っているが、見方によってはなお検討されるべき点か

あるように思われる。天然物の木材と合成物のポリマ

ーは、本来相互になじみにくい素材であり、複合化に

あたっては、両者間の相互作用を高めて、より大きな

複合効果を与える手だてを考える必要がなかろうか。

このようにWPCについて述べられ、さらに、通常用
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いられるSt、 MMA、UPSなどの樹脂液は疎水性であ

リ、親水性である木材との親和性に乏しく、かつ、そ

れらはポリマー化する際に体積収縮する。このことは、

WPC内において、木材ーポリマー間に理想的な複合

系が形成されにくいことを暗示している。このように

WPCの考え方が示されている。

，今回の実験において、 WPCの製造から、さらに押

し進めて、木製品の試作を行なおうとして、試科の調

整時に乎行して、大きさのあるWPCを製作し、実際

に梢屑強化材を使用して生産している企業にお顧いし

て、加工 （施削加工）を行ったところ、既設の自動化

機械を使用し、かつ、切削物の違いや形状の複雑さを
”” 

考應に入れなかったためか、ある一定のところでWP

Cが欠けるというボ態に陥ってしまった。さらに作業

者に聞いてみると、 WPCが硬すぎるため欠けたので

・ はないかとの感想が述べられた。しかし、私が行った

単純な円柱状態の加工では割れや欠けは生じず、切削

刃物や形状などを考慮に入れるならば、スギ間伐材の

WPCも使用に値する結果を得たと思っているp

ギ間伐材のWPCも使用に値する結果を得たと思って

いる。

さらに、この木材の複合化を目指す意味において、

完全なるWPC化でなく、木材本来の素材を生かした

低含浸WPCの方向へ進めて行きたい。

なお、今回の実験にあたり、化学実験については、

化学部、 SEM観察については、繊維部の協力を得た。

参考文献

l) 川上英夫、種田健造、石田茂雄、大谷諄：木材誌、

27、No.3、197~204(1981) 

2) 黒須博司、後藤君子、故堀池消；林試研報、 No.319、

1 ~11 (1981) 

3) 渡辺治人著：木材理学総論、煤林出版 (1978)

4) 今村博之、岡本一、後藤輝男、安江保氏、横田徳

郎編 ：木材利用の化学、共立出版 (1983.)
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バーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用研究

機械金屈部 田口義章岩鶴昭 中村嵩水坂博文

要 旨

昨年度はCa-Siの炉前接種によるパーミキュラ鋳鉄の研究を実施して来たが、本年度からは

一般に研究されているMg系黒鉛球状化剤や高稀土類元素によるCV鋳鉄の製造におけるSi、Mn、

P、Sの影咽について調査研究した結果を報告する。今後は鋳鉄の 5元素のうち4元紫につい

てのデーターが得られたので炭素批の増滅による機棟的性牧やCV済の添加箭による影響につ

いて研究する。

1 はじめに

昨年度まではFe-Si、 Ca-Siの炉前接種によるパ

ーミキュラ鋳鉄の研究を実施して来たが、キュポラの

高硫黄溶湯ではセメンタイトの析出が多くなるため高

強度で切削性の良い延性にとんだ鋳鉄を望むことがで

きない。このため一般に研究されているMg系黒鉛球化

剤や高稀士類元紫の添加による CV鋳鉄の製造につい

て調査研究した結果について報告する。

2 Siによる影響

一般に黒鉛化促進元素として知られるSiは図1に示

すように安定系共晶温度を上昇させると同時に準安定

系温度を低下させることによってねずみ鋳鉄の凝固範

囲を広めるいこのためMg剤や、翡稀土類元紫の接種効

果を高める作用がある。当場で実施した予備試険にお

いても図 2に示すようにSi屈3.4wt％までは引張強さ

は増加し4.5wt％では低下している。 又田中氏ら2)の

研究においても同様にSi罷1.6~2.0wt％ま1：引張強

さの増加が認められている。これらを組織的にみると
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図1 平衝共晶温度に及ぽすケイ素
の影響(Oldfieldによる）

CV黒鉛は増加し基地組織のパーライト最は増加して

いる。以上の結果よりみて1_.5~2.5wt％のSi屈がCV-

鋳鉄の製造上非常た有効である。

3 Sによる影響 ・

黒鉛化阻害元素である Sは、球状化阻害元素として

もよく知られており高硫黄溶湯はどMg球化剤やCV剤

の添加屈の増加の必要性は従来の研究より明確である。

山川産業聡濱田氏3)の研究によると CV鋳鉄を得る

に必要なXT-Mg(18-8)合金の添加祉は元湯s屈の10
倍とみなすことができる（図 3参照）と報告されてい

る。これはMg剤やCV剤自身に脱硫作用があるためで
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図2 引張強さにおよぼすSiの影響
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図3 組織に及ぼす元湯s量と
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. 当:t凸に於ける球状黙鉛鋳鉄の研究に於いても 0.028w

t%SがMg球化剤添加後では0.018wt%Sとなっており

約O.Olwt％の脱硫効果が認められており 、このため高

硫賀溶湯でも元湯s紐に応じたMg剤やCV剤の添加に
よって溶湯にCV鋳鉄が製造できる。

しかし、は じめにものべたごとく商硫黄溶湯ではチ

ル化傾向が強いためセメンタイトが析出する。このた

め延性や耐衝撃性などの機械的性質の低下が問題とな

るためS祉はできるだけ低い溶湯とすることが望まし

し‘

゜4 Mn. Pによる影響
Mnは黒鉛化阻害元紫であるがCrやSに比して阻害

度は少なく パーライト組綿を緻密にするとともに黒鉛

を微細にする効果がある。又Sと化合しやすいのでS

の害を除く目的にもl.4wt％以下での添加は有効であ

当場で実施した球状黒鉛鋳鉄の研究に於いても球状

化に対する阻害作用はほとん どな〈 機械的性質の向上

や焼入れ性の向上には非常に有効な元索であった。

これ等の結果より みてCV鋳鉄の製造にも同様の効

呆があると思われる。

Pは黒鉛化促進元紫であるので0.3wt％までは引張

強さを増大させ又球状化を阻害することはないがPは

偏析しやすくこれによる悪彩咽があるのでできるだけ

少ないはうが良い。

5 まとめ

鋳鉄の5元素の内4元紫については 2-4で述ぺた

ように当場の予備試験及ぴ他のデーターにより明確で

ある。残るCについては球状焦鉛鋳鉄ではC屈が多い

ほど球状化は容易で引張強度は滅少するが伸びは増大

するとのデーターがある。 CV鋳鉄に於けるC屈によ

る機械的性牧やCVの添加批についてのデーターが得

られていないので今後の課題としたい。

参考文献

1) 球状黙鉛鋳鉄の理輪と実際、発行 ・丸善株式会社

日本金属学会鋳造分科会編 P65 

2) 鋳物第55巻（1983)第 3号 P 15-20 

コンバクテドパーミキュラー黒鉛鋳鉄の黒鉛及び

基地組様に及ぼすシリコンとアンチモンの影響

著者田中雄一 藤原幹男

3) 山川産業株式会社 工学博士濱田繁之

技術脊成技術講習会在科より
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研削切断の基礎研究

機械金属部 林健太郎 古田茂

要 旨

鋼管や棒材を能率よ〈切断するための手段として、被削材回転、定荷重研削の効呆の検討を

行った。

1 はじめに

鋼管や丸棒を切断するのに、被削材回転方式の定荷

韮研削切断法は、精密で高能率が期待できる。先に定

荷重研削切断には、適正な条件がある事を報告した~)
今回はそれに基づき綱管を回転させながら定荷菫にて

研削切断試験を行い、適正な条件と効果の検討を行っ

た。

2 方法

旋盤に鋼管をチャッキングして、その上方に切断砥

石が位沼する様に、往復台上に謀速切断機を取付け、

定荷重が得られる様に改造した装沼を用いて、表1の

条件にて試験をした。

切断試験片は溶接鋼管であるが素材のままとし、外

径のフレをなるべく 1mm以下になる様にチャッキング

を行った。砥石滅寸法380mmを限界としたが、砥石減の

著しい掲合には、それ以下を許した。砥石滅寸法を予

測して切断位沼より 10mm切込む位囲にストッパーを設

表 1 研削切断の条件

切断砥石 レジノイド砥石 A36S 

max 3800m/min ， 
（寸法 405X3. OX 25. 4) 

e 

被 削 材 ST842 地気抵抗溶接綱管

(H B 137) 

（寸法外径165.2、肉厚10.6)

砥石回転数 1800、2370、2870 r. p. m 

(2150~2290)、(2830~3020)、
（砥石周速度）

(3430~3650) m/min 

被削材回転数 20、(34) r. p. m 

（被削材周速度） (9~10)、(15~18) m/min 

切断加重 8、(5)、(3)kgf

切断様式 乾式、定荷煎、被削材回転

けた。

外径を旋肖l［した鋼管にて予備試験を行い、パウンジ

ングを起こす条件では危険防止のため、本試験を行わ

なかった。被削材の回転方向は、主として砥石回転と

逆方向（ここでは正回転と呼ぶ）にて試験した。

3 結果と考察

表 1に示す条件にて試験した測定値、前報と同じ計

符式で求めた切断Cス ト、及び測定値より推定される

研削時の状態値を表2に示す。この値は次の式により

計符した。但し、切込祉を8、接触弧の長さをし、砥

石圧力を P、砥石径を D(39如m)、被削材径を d(155mm) 

被削材同転数を n、切断荷重をW、砥石幅をt(3.0mm) 

切断能力をMとした。

MX60 o=~.................................... (1) 
,rXdXn 

£ =-lo· ~ 2) ・・・(2) 

w P=~ .............................,(3) 
.e X t 

被削材回転数が早い楊合、切断荷直が軽い場合、あ

るいは被削材回転方向が負の場合など、バウンジング

による切断不能領域があった。これは試験装囲の機構~
上によるのであれば、ショックアプソーバなどを用い

るなど工夫により、ある程度解決できるものと思われ

た。

研削能力は砥石周速が早い程、切断荷重が狐い程、

能力は向上する傾向にあり、前報と同様な値であった。

研削比は荷重が軽い方が良く、砥石周速による影響

としては3000m/min附近の試験値が最も良かったが、

前報の同じ砥石圧力に比較してみると、かなり下回っ

た。また被削材の回転方向が負回転になると、研削比

が小さくなる事が判明した。これらは砥石圧力が一稔

でないためと推測された。

今回の試験では目こぽれ型の研削となり研削比が悪

かったが、砥石の砥粒を細目に、結合度を硬目に砥石

選択をすれば、改善されると予想された。
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項目 砥 被 回 切 研 研 切 端 切 接 砥

［ 
石 削

断 削 断 而 触
石

回
材 転

削 コ の 込 弧

転
回 荷 能 の 圧
転 方 ス フ 長

ヽ 数 数 頂 力 比 卜 レ 紐 さ 力
番サ rpm rpm 向 kgf mm'/sec mm'/mm' 円／mm' mm mm/rev mm kgf/mm' 

1 1800 20 正 8.0 44 0.25 0.07 0.46 0.27 5.5 0.48 

2 FF 

＂ 負 II 44 0.15 0.11 0.19 0 27 5.5 0.48 

I・ 3 2370 ＂ 正 II 58 0.71 0.03 0.30 0.36 6.3 0.42 

［ i I 
4 豪
＂ 

II II 5.0 20 1.34 0.04 0.06 0.12 3.7 0.45 

5 2870 ＂ 
II 8.0 78 0.39 0.04 0.51 0.48 7.3 0.36 ． 6 II II II 5.0 44 0.84 0.03 0.32 0.27 5.5 0.30 

7 ~ 9 1800 34 II 8.0 

I 『I | 
~2870 

10 1800 20 II 5.0 

｀ 11 2870 ＂ 負 II 
’ 

I 

i 12 “ II 正 3.0 



機器分析による鋳鉄の削粉試料の分析法の確立

機棟金属部 松原康雄 中村嵩 田口幾章

1 はじめに

金屈分析、特に鉄鋼分析では、迅速性から蛍光X線

分析や発光分光分析、つまり機器分析は欠く事のでき

ない方法となっている。しかし、これらの機器分析は

いずれにせよ、均ーで乎滑な分析面が必要とされてい

る。

線材や削粉等は直接機器分析ができず、従来通りの

湿式による化学分析に頓らざるを得なかった。幸いな

事に昭和56年度日本自転車振興会の補助を得て自動温

度制御装沼付高周波遠心鋳造機が設沼され、上記問題

の解決をはかり、機器分析の依存性、梢度向上を計る

べく、金属試科、特に今回はFC材の再溶解方法及び

一般分析用試験片との分析値についての比較検討を行

った。

2 方法

イ）試験片の採取 ：FC材を中心に検討を行うために

鋳物工掲より持ち込まれる鋳放し径30¢ 、長さ500mm

の抗折、引張試験用のテストピースを使用。

ロ）試料の採取 ：抗折試験後の試料より、図 1のごと

く、引張、硬さ、分析、削粉の各試料を採取。

（注）引張試験は 8号試験片に加工、削粉は施盤にて

採取（回転数280RPM、送＇） 0.09mm)

ハ）試料の形状 ：図 2に示す金型を作成し、削粉40gr • 

を32kgf/mm2にて加圧圧縮成型をする。 ~ 
二）高周波遠心鋳池機の溶解条件の設定 ：試料の形状、

溶解時間、脱酸剤、酸化防止法等について検討。

ホ）再溶解試料と一般機器分析用試験片の分析値の差

異についての検討。

O

N

P

 

引張試験片(8号）

一般分析試料及ぴ硬さ試験片

削粉試料

-—---~―—づ
＇ 

——--+--I 
＇ 

- - —--_J 

図 1 鋳物試験片よりの各試料採取場所

I 

3 結果

イ）高周波遠心鋳造機の溶解条件の設定

a 試料の形状 ：上記方法にも述べたように削粉40gr

を加圧成型し</>20、=;c25mmj¥jjの溶解用試料を作成し、

既製のキノコ型銅金型に遠心鎌造を行った、3

b 溶解温度 ：1200℃~1600℃の間で種々溶解した結

果1450℃が最適溶解温度であった。（注）溶解温度試

験はパイロメーターにて行った。

c 溶解時間： 90秒

脱酸剤 ：99.99％アルミニウム粉末

240mg(0.6%) 

酸化防止剤 ：5£/min Arガス

（注）詳細なデータは省略

｀ 
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図2 削粉試料加足成形用金型
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i¥ 

試ご
1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 

T.P 1.52 1.56 1.33 1.21 1.45 1.45 1.40 1.53 1. 35 1. 73 

I
’: i 

1 1.47 1.55 1.29 1.18 1.40 1.44 1.38 1.47 1. 32 1.68 

2 1.52 1.49 1.32 1.19 1.40 1.39 1.34 1.50 1.33 1.64 
I 

3 1 48 1.52 1.31 1.21 1.39 1.41 1.41 1.46 1.33 1.69 

;i 4 1.54 1.50 1.30 1.20 1.44 1.43 1.42 1.54 1.35 1.67 

¥! 

5 1.50 1.60 1.33 1.22 1.38 1.43 1.37 1.54 1.29 1. 74 

平均 1.50 1.53 1.31 1.20 1.40 1.42 1.38 1.50 1.32 1.68 ． 6Wl% 0.029 0.044 0.016 0.016 0.023 0.020 0.032 0.038 0.022 0. o:36 
'i:, ; : 1 

引張強さ
32 31 28 29 28 32 26 22 29 26 

kgf / mm' 
賣

I: I 

硬 さHB 197 201 207 197 197 212 187 179 207 201 
ヽ

炭素wt% 3.45 3.39 3.46 3.46 3.48 3.41 3.44 3.43 3.50 3.46 

I 

j 
！ 

！ 
1. 

i 
I 

I ， 

＇ I 

... 



高分子材料の複合化に関する研究

第 3報木粉充てんポリプロピレンの動的粘弾性

高分子部 内田昌宏 山口和三 前田育克 伊藤 修

1 緒言

前報I,2)に引続きポリプロピレン(PP)、及ぴ木粉

充てんPPの動的粘弾性、熱分析を測定し、木粉充て

んPPの動的粘弾性挙動を検討したので報告する。

2 試料
測定した試料はPP（東燃J215)、30wt％木粉充てんP

P及び50wt％木粉充てんPPの3種類である。動的粘弾

性用試験片は230℃で5分間予熱し、 230℃、 lOOkg/cm'

の条件で5分間熱プレスし、冷却した厚さ 1mmのフィ

ルムを幅 2mm、長さ約15mmの短冊形に切断した。
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30％木粉充てんPPの種々の温度における

貯巌禅性率E‘の周波数依存性

3 測定及ぴ結果

動的粘弾性の測定は高周波粘弾性スペクトロメータ

-VES-HC（仰岩本製作所）を用いて、室温から200℃

までの温度範囲で6、12、24、48、96、192、384、768

Hzの周波数で行い、周波数分散と温度分散を同時に測
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温度（℃）

木粉の充填量を増ていったときのポリ ブロ

ピレンの96Hzにおける貯蔵禅性率E'と損

失正接tan~E'/ E 'の温度依存性

0 : 0 wt % 0 : 30w t % ● ：50wt% 
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定した。

測定した 3種類の試料の貯蔵弾性率E'を函1~3に

示す。 PPおよび木粉充てんPPは同じよ うな周波数

依存性を示しており、原料樹脂の物性が複合材料の物

性に影咽することが分かる。次に測定周波数の内から

96Hzにおける E'及びtano=E"/E'(E・は損失弾性率）

<.i)温度依存性を図4に示す。 E'は温度の上昇ととも

に滅少する傾向にあるが、木粉充てんPPはPPよりも

滅少率が少ない。これは複合化によって耐熱変形性が

向上したことを示していると思われる。さらに木粉の

充てん率が高ければ高いはど、 E'の値も大きい。これ

は前報の力学的性竹の引張弾性率｝曲げ弾性率の結果

と一致している。

PPのE'とtanoは試料内部の分子鎖の運動によって決

定付けられる。 PPは一般に 3つの分散を持つことが

知られている。つまりー70℃付近のx分散、 0℃付近
のB分散、＋70℃付近のa分散である。しかし図4にお
いては明確なa分散が見られない。a分散は結品内の分

B

C

 

IOO Ia9 1●'IW Iぬ知 m ,̀0邸加 m 温度（℃）

、子運動によるもので、結品化条件、熱処理によ って分 ロピレンの示差熱分析曲線

散は異なるので試験片の作成条件によってa分散が出現 A ~ 0 wt % B : 30w t % C : 50w t % 
しなかったのではないかと思う。図5に示差熱分析曲

線を示す。 DTAの融解ピークは約165℃で3試料とも 討した結果、弾性率の向上と耐熱変形性の向上が考え

ほぼ一定である。この温度付近において図4(l)PPのE' られた。又DTAとの比較より融点の推定が可能になっ

は急激な滅少を示している。動的粘弾性の温度分散に た。

おけるE'の急激な滅少点が樹脂と考えられる。 参考文献

4 結 論 l) 昭和54年度和歌山県工業試験楊報告 P72 

動的粘弾性挙動の解析により木粉充てんの効果を検 2) 11 55 11 11 P80 

図5 木粉の充填量を増していったときのボリブ

．
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省クロム鞣製に関する研究

第1報 皮粉に対するアルミニウムの吸着

皮革分場 野村英作 由良好史石原矩武

要 旨

アルミニウム塩はクロム塩と同様に鞣皮性を有する無機物として知られている。このアル

ミニウム塩の皮粉に対する吸済を平衝吸沼実験によって検討した。その結果、吸祈等温線は

ラングミュア式で取り扱えることがわかった。

1 緒言

鞣皮性をもつ無機化合物として、クロム、アルミニ

ウム、鉄、ジルコニウムなど 1~ 4価の金属元紫を有
する塩が数多く知られている。クロム塩はいうまでも

な〈現在の鞣剤の主流であるのに対して、他の金属塩

による鞣は立遅れている。アルミニウム塩もその一つ

であり、現在、アルミニウム硫酸塩及び塩基性アルミ

ニウムなどの形で、白革用あるいは他の鞣剤と混用し

てわずかに利用されているにすぎない。アルミニウム クエン酸ー水酸化ナトリウム緩衝液中での硫酸アル

塩が鞣に汎用されていない理由としては、アルミニウ ミニウムカリウムのコラーゲンに対する吸済平衡実験

ム塩がpH上昇に伴って凝巣を起こし、沈積しやすく、 を行い、その吸箔等温線を図 1に示した。

高塩基度の溶液が得られにくいためである。つまり、 20 

皮の内部に没透してコラーゲン分子間に架橋反応を起

こす、いわゆる鞣反応が起こりに〈いからである。省

クロムという観点からもアルミニウム鞣剤の利用は今

後ますます見直されていくものと考えられる。従って、 盃

］ 高いpHて安定な塩甚性アルミニウム塩が得られれば、

クロム塩にかわる鞣剤として広範に利用できるものと

考えられる。しかし、それを進めるための系続的かつ

理論的な研究はあまりなされていない。

本報告では、アルミニウム鞣の基礎的な知見を得る

一つとして吸箔をとり上げた。吸桁の理論的な取り扱

いは平衡論と速度論に大別されるが、ここでは平衡論

に基づいて、クエン酸緩衝液中での皮粉に対するアル

ミニウムの平衡吸箔実験を行った。クエン酸はマスク

剤であり、アルミニウム塩水溶液中でのアルカリ添加

時の安定性に最も効果的であるい

2 実験
2 -1 試料

コラーゲンは市販の標準皮粉を工・ーテル抽出後、水

洗して再度精製したのち、アセト ン脱水した 8~20メ

ッシュのものを使用した。

アルミニウム塩は、硫酸アルミニウムカリウムの特

級試薬を用いた。クエン酸及ぴ水酸化ナトリウムは特

級試薬を使用した。

2-2 方法

0.0lM~O.lMの硫酸アルミニウムカリウムを含む

pH3.5の0.3Mクエン酸ー水酸化ナトリウム緩衝液20叫
1 

に皮粉0.5を共せん付三角フラスコに入れ、 25℃で24時 ~ ' 

間振とうした。その後、これをろ過し、ろ液中のアル

ミニウムの浪度を原子吸光測定（日立518形を使用）し

て求め、皮粉に対する吸培罷を符出した。

3 結果と考察

x 
JO ．．／ロ
/. 
゜O 1 2 3 4 5 6 

C (g/ t) 

図1 皮粉に対するアルミニウムの吸藩等温線

x:吸箔品 c:平衡浪度
一般に、液相における吸苅理論の研究は気相に比べ

て非常に少な〈、ある化合物の吸培データは主にフロ

ンドリッヒ式で整理されることが多い。フロンドリ・L

ヒ式は経験式であるが、後で理綸的根処を付与された

吸苅式である。

x=KCI II 

つま り

(1) 
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1 
logX = logk +-::-logC 

n 

ここで、 •X は単位固体祉に対する吸桁鎚、

度、 K及び1/nは定数である。

一方、よく用いられる吸滸式として、単分子膜吸着

説に基づいたラングミュア式がある。

(2) 

Cは平衡iR

ab C 
今＝
1 +ac 

つまり、

(3) 

2
 

O

I

x

X

I

 

1 1 1 1 
ー＝ー ・ —+-
X ab C b 

ここで、 aは吸箔平衡定数で、分子＋吸箔座席二吸苅分

子、の平衡定数を示す。また、bは飽和吸滸屈である。

クロム及び鉄などのコラーゲンに対する吸済ではフ

・ ロしf:``!::~界、さ：：：言）：~｀3:：ょl;:
み、図2に平衡摂度及び吸祐批の対数を再プロットし

た。プロットか ら一次回帰を行い、図中にその直線を

恙した。プロット はばらつきを示しているもののほぽ

直線関係を成し 、フロ ンド リッヒ式への適合を示して

(4) 

3
 

● 、

1.0 

x:ao
 

0.5 

図2

足

:.. ／． 
こ

log C 

平衡濃度C及ぴ吸藩量Xの対数プロット

傾き＝0.758

3.0 3.5 

いる。

さらにラングミュア式への適用を試み、図 3に平衡

浪度及び吸箔の逆数を再プロットし、一次同帰により

直線を求め図中に示した。正の切片を有する直線が得

られ、ラン グミュア式への適合が示唆される。しかし、

直線とプロットは1/Cが大きくなるにつれて大きくず

れてくる傾向を示している。これは浪度が低い場合の

測定誤差等が影響しているものと考えられ、定砒方法

をさらに検討してゆけば、プロ ット は直線上にのるも

゜

． 

，ど・ ．
 

• 

図3゚

o.~ 1.0 1.5 

1 /C 

平衡濃度C及ぴ吸着量Xの逆数ブロット

傾き＝1.732;切片＝0.3138

のと考えられる。

図3に示した直線の傾き、及び切片から(4)式を用い

て吸祐平衡定数aと飽和吸祐砒bを求めた。
→ 

a=0.181(£./g) 

b=31.867 (mg/ g) 

NH2 ~H2 

I I 
R-CH OH2 OH2 CH―R 
I l - l I 
OC-0 : ,0H : 0ーCO

＼！、ヽ‘、'¥!/
Al Al 

/ ! ¥,、999ヽ 'i¥

OC-0 : OH!  O―CO 
I ! ! I 

R-CH OH2 OH2 CH —R 

I I 
NH2 NH2 

図4

ラングミュアの吸灼理論は単分子膜吸箔説によるも

ので、一分子屑以上の吸箔は起らないとし、飽和吸消

屈が、コラーゲンの吸箔座席を示している。アルミニ

ウム塩のコラーゲンヘの結合は、主にコラーゲン分子

間への架橋反応と考えられ、そのためにはアルミニウ

ム塩が多官能碁をもつ形となる必要がある。一例とし

て、 P.Chambard4)の総説で示されているコラーゲン

とアルミニウム塩の結合状態を図4に示す。このよう

に、コラーゲンヘの吸滸が起こるためにはアルミニウ

ム塩の分子形態が重要となる。分子形態に大き〈関与

するのが添加塩の種類と沿度及ぴpHの値であると考

えられる。そして、この分子形態によってコラーゲン

の飽和吸苅屈も変化するものと予想される。従って、
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ラングミュア式が常に適用できるなら、コラーゲンに

対するアルミニウム塩の吸済機構の解明に寄与するも

のと考えられ、さらに検討したい。

4 まとめ
コラーゲンに対する鞣剤の吸済は非常に複雑なもの

と考えられるが、多くはフロンド リッヒ式で整理され

・ている。しかし、今回硫酸アルミニウムカリウムを用

いたアルミニウムのコラーゲンに対する吸箔実験結果

では、ラングミュア式での取り扱いが可能であること

が示唆された。

参考文献

l) 諸橋、立野、岡村、埼玉皮革研究会誌、第21号、

2 (1965). 

2) 久保田 穣、皮革化学、 20,1 (1974). 

3) 澤山知、鞣製学、 87(1937). 

4) P.Chambard,Chemistry and Thechnorology of 

Leather,2, 349(1958). 

．
．
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ウェットブルーの実用化試験について

皮革分掲 由良好史野村英作石原矩武

ヽ
要 旨

ウェットプルーの実用化にともなう技術的問題点を把捏するため、（社）日本タンナーズ協

会が米国の2社から輸入したウェットプルーを全国の中小製革エ楊19社が協力して工場規梃

で再鞣以後の処理をする実験が行われた。ここでは、和歌山地区から参加した 3社で製造さ

れた革について化学組成、機棟的性質及び外観検査の面から、各社で原皮から製造されてい

る革と比較検討した。その結果、ウェットプルーのクロム含有稲とpHは、送付された明細と

一致していた。また、受入時の外観検査で銀面の平滑性及び乾燥の程度は普通、そしてか

ぴは一例を除きなしと評価された。その他の銀面のキズ、残毛の状態、油斑及びしぽについ

ては、 3社それぞれで評価が異なった。ウェットプルーから製造された革の化学組成は、灰

分が多いものが目立ったが、それ以外には特徴を見出せなかった。機械的性質の測定結果か

ら、再鞣以後の処理を検討することにより従来と同じかむしろ強度の高い革が得られること

が示唆された。ウェットプルーから製造された革は、しわ及び均染性に優れているが、柔軟

性、充実性及び肌目が劣ると評価された。さらに、今回用いたウェットプルーから製造され

た革の面梢歩留は、 3~10％低〈かった。

1 はじめに

ウェットプルーは、原皮生産国で準備作業からクロ

ム鞣まで行ったものである。そのため、キズ等の品牲

検査が行いやすく 、輸送代も原皮に比較して安価とな

り、さらに汚染度の高い地備作業からの排水をなくす

ことができるなど種々の利点が上げられている。また、

原皮輸出国では、原皮で輸出するよりも付加価値の高

いウェットプルーで餘出することを望んでいる。しか

し、 日本国内の製革業者は、ウェットプルーについて

常に一定の品質のものが得られるのか？現在製造して

いる革をウェッ トプルーから製造できるのか？などの

不安を持っている。そこで、（社）日本タンナーズ協会

が中心となり 、米国のウェ ット プルー製造会社 2社か

・ ら試験的にウェットプルーを輪入し↓、全国の中小製革

業者19社、その内和歌山地区では 3社が協力して実用

化試験が行われた。

ここでは、和歌山地区で実験に参加した 3社で製造

された革について、外観検査、化学組成及び機械的性

質の面から従来より 各社で製造している革を対照とし

て比較検討した。なお、ウェットプルー’受入時に行っ

た外観検査及ぴ化学組成の分析結果についても併せて

検討した。

2 実験方法

2 -1 ウェットプルー並ぴに実験協力会社

（社）日本タンナーズ協会が翰入したウェットプルー

は、プライムタンニング社から半裁で約1400枚、 そし

てS.Bフット社から半裁で約2600枚であり、これらに

柄付されたウェットプルーの明細を表1に示した。ま

た、このウェッ トプルーの水分、クロム含有屈、全灰

分、 pHを受入時にJISK 6550に準じて分析し、その結

表 1 米国産ウェットプルーの明細及ぴ受入時の

化学分析結果

プライムタンニング社 S. B 7ット社

所 在 地ミズリー州

数

厘

等

のプルーハイド

髪約1400枚（半裁）

黛 ウェットプルー

53ポンド

級 （出荷時検査）

1級 52.1%

2級 32.1%

3級 15.7%

クロム含有旦 3. 8~4.0% 

P H 3.6~3.8 

テキサス州

セント ．ジョセフ ダマス

品 種 テキサスヘビーステアー テキサスヘピーステ

ァーのプ／l,--ハイド

約2600枚（半裁）

ウェットブルー

54ポンド

1級 85%

2級 15%

3級 0%

5. 5~6.0% 

3.1~3.4 

受入時の化学分析結果

水分 51.3士2.7%

クロム含有罷 3.9土0.2%

全灰分 13.2土0.6%

p
 

H 3.7士0.I 

58.9士2.7%

5.5土0.2%

9.8士0.8%

3.4土0.I 
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果を表1に併せて示した＾

和歌山地区での実験協力会社はA、B及びC社で、

これら 3社に配布されたウェットプルーは 1社当りプ

ライムタンニング社のもの73枚、 そしてS.Bフット社

のもの138枚であった。配布されたウェットプルーは各

社で受入時の検査を行った後、再鞣以後の処理をそれ

ぞれの方法で行い製品革に仕上げた。 3社で製造した

革の種類と用途並びに略号を表2に示した。以後、製

造した革はこの略号で示す。

表2 ウェットプルーから製造した革の種類と用途

及ぴ略号

実験協 ウェットプルー

力会社製造会社
種類 用途 略号

プライムタンニングtl. ガラス張 甲 革 A. P. U 

A社 s.8. 7ット社 ガラス張甲 革 A. F. U 

S. B. 7ット杜 紫上調ベルト A. F. B 

図 1 分析及ぴ測定用試料採取部位 ．
 

B社プライムクンニング社型 押ペルト B. P. B 

S. B. 7ット社 ヌパ，ク甲 革 B. F. U 

C 社プライムタンニング社型 押パ ，グ C. P. B g 

s. 8. 7.,卜社 エナメル甲革及び C. F. U&Bg 

仕 上パ ッ グ

2 - 2 ウェットプルーの受入時の外観検査

ウェットプルーは、受入時に実験協力会社で銀面の

キズ、銀面の平滑性（しわ）、残毛の状態、油斑、乾燥

の程度、かび及びしぽについて外観検査をして、その

結果を 3段階に評価した。なお、A社では多数を占め

る所に〇印を付し、 B及びC社は百分率で表わした。

2-3 対照革

対照革は、 A、B及びC社において原皮から製造し

た革で表2に示したものと同種のものである。

2-4 化学組識及び機械的性質の測定方法

化学組成及び機械的性1化の測定は、図 1に示す部位
から試料を採取して行った。採取した試料の数は、 A.

F.Bを除〈ウェ ットプルーから製造した革が5枚、対

照革が3枚であった。なお、 A.F.Bは4枚であった。

化学組成は、クロム含有昼、全灰分、脂肪分、皮竹

分及ぴpHをJISK6互50に準じて分析した。また、液中

熱収縮温度もJIS K6550に準じて測定した。

機棟的性質は、肛さ、引張強さ、引裂強さ、切断時

の伸び及び7kgf荷重下の伸びをJISK 6550に準じて測

定した。銀面割れ荷重、銀面割れ高さ及び5mmir,'j時の

荷重をJISK6548に準じて測定した。剛軟度はJISK 

6542のガーレ法により測定した。見掛比重は剛軟度測

定用の試料を用い、その標準状態における重屈と体梢

から符出して求めた。

2-5 革の外観検査

革の外観検査は、ウェットプルーから製造した革全

てについて実験協力会社で行い、柔軟性、充実性、し

ぽ、JIIL目、しわ及び染色性を対照革と比較して、優れ

ているもの 5、少し優れているもの 4、同等のもの3、

少し劣るもの2、劣るもの 1と5段階に評価した。さ

らに均染性及び油斑は優れているもの 5、同等のもの

3、劣るもの1の3段階に評価した。

革の面積歩留は、 A社 1枚、 B社は30枚、そしてC

社のC.P.Bgは50枚、そしてC.F.U&Bgは100枚をそ

れぞれ測定し、B社及びC社については、これらの測

定値の平均で示した。

2-6 製造した革と対照革の比較

製造した革と対照革との比較は、水準数 2、繰り返

し数が一定でない場合の一元配附法の分散分析を行い、
," 

危検率5％での有慈差検定を行った。ただし、A.P.U、

A.F.Uにおいては水池数3として同様の検定を行った。

3 結果及ぴ考察

3 -1 ウェットブルーの受入時の化学組成及び外観

検査

受入時にクロム含有批とpHを～測定した結果は、プラ

イムタンニング社及びS.Bフット社のいずれにおいて
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も添付された明細とよく一致していた。その他、水分 外観検査結果を表3に示した。
ヽ

については、乾燥もしていないし、水を含みすぎるこ 銀面の平滑性（しわ）、乾燥の程度は晋通、かぴにつ

ともなく丁度よい状態と思われた。 いては、一例を除きなしと A、B及ぴC社いずれの評

A、B及ぴC社におけるウェ ットプルーの受入時の 価もほぼ一致している。これらに対し銀而のキズ、残

表3 ウェットプルー受入時の外観検査結果

．
 

｀ 検充項目 ウェ ットプルー製造会社 A 社 B 社 C 社

軽い将通多い 軽い普通多い 軽い将通多い

銀面のキズ プライムタンニング社

゜
27 44 29 25 68 7 

S. B.フット社

゜
25 29 46 18 77 5 

良好普通劣る 良好普通劣る 良好普通劣る

銀面の平滑 プライムタンニング社

゜
100 96 4 

性（しわ） S. B.フット社

゜
100 99 1 

なし 多少多い なし 多少多い なし 多少多い

残毛の状態 プライムタンニング社

゜
36 64 100 

さ
ヽ S. B.フット社 0 100 100 

ヽ

なし 多少ある なし 多少ある なし 多少ある

池 斑 プライムタンニング社

゜
14 86 100 

s. 8.フット社
゜

49 51 99 1 

普通少し 多い 普通少し 多い 普通少し 多い

乾燥の程度 プライムタンニング社

゜
100 100 

S. B.フット社

゜
100 100 

なし 多少多い なし 多少多い なし 多少多い

か ぴ プライムタンニング社

゜
100 100 

S. B.フット杜

゜
100 100 

4ヽ 普通 大 小 普通 大 小 唱'•通 大

し ぱ プライムタンニング社

゜
100 100 

s. 8.フット 社 ，
゜

100 1 00 

B・C社は百分率で示す

表4 ウェットプルーから製造した革と対照革の化学分析結果の平均値と危険率5％での信頼限度

試験fig 対照 A.PU A.F.U 対阿 A.F.B 対照 B.P.B 対照 B.F.U 対照 C P.Bg 対照
C.F.U 

& Bg 

クロム含有位棗％ 5 3士0.24 0士02 4.9士0.25.0;t0.3 5.6土0.25.8士01 5. 7土0.1 4.0土0.14.8土0.1 3.8士0.34.4土0.34.1土0.34 4土0.1

全灰分驀％ 6.7士0.67. I士0.57.6士0.56.8土0.911.0土0.85.8士0.15. 7士0.14.2土0.76.5士0.64.1士0.55.0土0.44.2士0.7 12.1士0.5

府訪分驀％ 11.6土0.78.9土06 7.2土0.66.5土0.67.4土05 4. 7土1.26. I土0.96.4土0.85.1土0.68.5土1.08.1士08 11.1土1.0IO.I土0.8

皮竹分濠％ 66.7土2.270.8士0.671.7士I7 79.2土1.474.2土1.285.3士I7 84.0土I3 76 6士24 76.4土1.878.9土1.879.0土1.474.8士2.265 I士1.7

p H 3. 7士0I 4.0士0.1 4.0土0.13.7士0 4.0士0 5,2土0,13,6士0l 3.5土0 3.3土0 3.7土0.13. 7士0.13.6土0.13. 7士0.1

液中熱収縮温度℃ 115土2 113土l JJ4土］ 114土l 115士1 109土2 108土2 109土1 110士l 108士3 109士3 109士2 110土l

※無水物基iVi

-77-



毛の状態、油斑及びしぽに対する評価はA、B及びC

社により差があった。この原因は各社が目的とする革

の種類が銀付革、エナメル革あるいはヌパックと異な

るため、下地としての評価の違いによるものであろう。

なお、 A、B及びC社のいずれにおいてもプライムタ

ンニング社と S.Bフット社のウェ ットプルーの品質に

対する評価には差がなかった。

3-2  化学組成

A、B及びC社で製造した革及び対照革の化学組成

の分析結果を表4に、そして製造した革と対照革と比

較した結果を表5にそれぞれ示した。

全灰分は、 A.P.UとB.P.Bを除いた他全ての革が

対照革よりも多くなることが認められた。なお、A.P. 

UとB.P.Bの全灰分は、対照革と差がなかった。

表5 ウェットプルーから製造した革と対照革

の比較（ 1）化学組成

試料革 A.P.U A.F.U A.F.B B.P.B B.F.ll C.P.Bg i贔．gu

クロム含有黛 X X 0 

全灰分 0 0 

脂肪分 X X 0 

皮貨分 0 0 X 

p
 

0

0

 

0

0

 

0

0

 

x

x

 

x
 

H O O O X X 

゜液中熱収縮温度

0 ：正の有意差が認められたもの X れの有慈差が認められたもの

表6 ウェットプルーから製造した革と対照革の機械的性質の測定結果の平均値と危険率5％での信頼限界 ~ ' 

試験項目 対開 A.P.U A.F.U 対照 A.F.B 対照 B.P.B 対照 B/.U 対照 C.P.Bg対照 £ • Bg. u 

厄さ..1.6士0.1 1.5土0.1 1.6土0.12.3土0.22.0土0.1 1.8土0.11.7土0.1 J.6土0.11.6土0.1 1.4土0.J 1.4士0.1 1.4土0.1 1.2土0.1

弓l張強さkgf..2 ].8土0.3 1.5土0.21.5士0.20.9土0.4 1.4士0.31.8士0.3 1.5士0.2 2.2士0.42.3士0.3 1.8土〇．4 1.8土0.3 1.0士0.2 1.4土0.2

弓l裂強さk&f/..3.6士O."S2.4土0.4 2.5土0.4 1.8土0.52.8土0.43.3土0.32.9土0.34.8土0.7 4.0土0.54.]土］．24.6土0.92.0土0.82.4土0.6

切厨時の伸び％ 57土3 35士3 37土3 41士7 39士6 58士7 61土6 52士9 39士7 48士］2 55士9 53士8 51土6

7kgf荷重下の伸び％ 18土3 17士2 16±2 24士6 16士5 24土3 28土2 15土3 ]]士 2 13土］0 23土8 33土6 30土4

銀面割れ荷重kgf 19土5 21士4 19土4 13士8 26土7 37土］3 39土IO 37士］3 39士］0 26士9 20土7 17土5 30土4

鋲面割Il高さ .. 7.6士0.66. 7土0.56.6土0.56.8士1.27.3士1.010.2土0.99.8士0.7 7.9士0.67.5士0.48.3士］．07.5土0.89.1士0.911.0士0.7 

5"'高時の荷重kgf 6士I 8土I 8士J 6士2 9土2 7土2 5士I JO土2 12士I 7土2 8土2 3土J 3土1

胃 飲 度~1960.1士703.6I紐8．は545.020!7.8土磁．0l9!13.3土145.(3153.9土645.59行．？士193.9知．2士l>'.1.2窪I0.8士加．I3338.0士186.01685.8れ54.11512．は352.2948.5土80.6764.1士62.4

見掛比重 0.673土0.0280.686土0.0220.123士0.022o. 603土o.01t。.692土0.0140．叩0.0410.598迎．0320.713士0.0110.811土0．暉 o.m士o.047o.m±o.036 o.s底 0.0210.658士0.016'

これ以外のクロム含有屈、脂肪分、皮牧分及びpH

については、ウェットプルーから製造した革ごとに有

意差検定結果が変化し、ウェ ットプルーを使用した特

徴が見出せなかった。このことは、各社における再鞣

以後の処理の違いによるものと思われるが各社の再鞣

以後の処理について不明なので考察は不可能であった。

液中熱収縮温度はいずれのナ凸合にも対照革との間に

差がなかった。

3 -3 機棟的性牧

A、B及びC社で製造した革及び対照革の機械的性

1{、剛軟度及び見掛比重の測定結果を表6に、そして

製造した革と対照革とを比較した結果を表7にそれぞ

れ示した。

5 mm 7,；；1時の荷重は、 A.P.U、A.F.U、A.F.B、B.F.

Uにおいて対照革よりも店〈なることを認めた。

表7 ウェットプルーから製造した革と対照革
の比較（2)機械的性質

試科革 A.P.U A.F.U A.F.B B P.B B.F.U C.P.Bg計間

厚 さ X X 

引張強さ

゜
X 。

引裂強さ X X 

゜ ゜切断時の伸び X X X 

7kg f lli屋下

゜
X 

の伸び

毀面割tl荷重

゜ ゜錢面割tl高さ X X 

゜5..高時

゜゚ ゜゜
の荀爪

剛軟度

゜゜
X 

見I!!It重

゜゚ ゜゚゜

．
 ,,. 

o:正の有意差が認められたもの ．x:`負の有意差が認められたもの
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見掛比煎は、A.P.U、A.F.U、A.F.B、B.P.B、B.F.

Uにおいて対照革よりも高くなることを認めた。

これら以外の試験項目については、ウェ ットプルー

を使用した特徴が見出せなかった。

一方、 A.F.Bの機械的性質は、引張強さ、引裂強さ、

銀面割れ荷煎、5mm店時の荷重、剛軟度、そして見掛
ヽ
比煎のいずれもが対照革よりも窃くなる。ま た、C.P.B

gの機棟的性質は、いずれの試験項目においても対照革

と差がなかった。これらのことは、機械的性質がウェ

表8 革の外観検査結果

検査項目 A.P.U A.F.U B.P.B B.F.U C.P.Bg C.F.U&Bg 

柔軟性 1 1 1 3 2 ． l充実性 1 2 3 3 2 2 lしば 1 2 5 5 3 2 

n 目 1 2 3 3 2 3 

し h 3 4 5 5 4 3 

染色性 2 3 3 3 3 3 

均染性棗 3 3 5 5 5 5 

演斑豪 3 5 1 5 5 

対照革に比ぺ 侵れている ：5.少しi憂れている ：4． 
同等 ：3'少し劣る ：2,劣る： 1の段階に評idli

※ 優れている ：5.同守： 3'劣る ：1，の3段階に評価

ットプルーを使用しても再鞣以後の処理によ ＇）従米と

差がないかあるいはむしろ強度の高いものが得られる

ことを示唆している。

3-4 革の外観検査

A、B及ぴC社でウェットプルーから製造した革の

・ 外観検査結果を表8に示した。 1 

『 上しわ及ぴ均染性に対する評価は、同等かそれ以上で

あると A、B及ぴC社のいずれにおいても一致した。

これに対し、柔軟性、充実性、肌目及び染色性につい

ては対照革と同等かもしくはそれ以下と A、B及ぴC

社いずれの評価もはぽ一致している。しぽ及ぴ油斑に

対する評価はA、B及ぴC社によリ差があった。

A、B及ぴC社でウェ ットプルーから製造した革と

表9 ウェットプルーから製造、した革と対照革の

面積歩留

測定項目 A.P.U A.F.U B.P.B C.P.Bg ~閲

測定数枚 l 30 50 100 

対照革(l)Ds 218 218 205 222 224 

試作した革(2)0s 205 196 198 215 216 

(2)/(l)X 100% 94 90 97 97 96 

対照革の面梢歩留の測定結果を表9に示した。

A、B及ぴC社いずれにおいても対照革よりも面積

歩留が低くなった。特にA.P.UとA.F.Uにおいては 6

~10％も低くなった。

4 まとめ

（社）日本タンナーズ協会が中心となって行ったウェ

ット プルー実用化実験のうち、和歌山地区で参加した

3社の革について、化学組成、機械的性質及ぴ外観検

在の面から、従来から製造されている革と比較検討し

た。併せて、ウェットブルー受入時の検査も行った結

呆は以下のとおりである。

l) ウェ ットプルーのクロム含有屈とpHは、送付され

た明細と一致していた。銀面の平滑性、乾燥の程度

は普通、かぴは一例を除いてなしと評価された。銀

面のキズ、残毛の状態、油斑及ぴしぽについての評

価は、 3社で差があった。
2) ウェットプルーから製造された革は、全灰分が多

くなる傾向があった。また、機械的性牧の測定から

再鞣以後の処理を検討することにより、従来と差が

ないかあるいは強度の高いものか得られることが示

唆された。

3) 外観検査により、ウェ ットプルーから製造された

革は、しわ及ぴ均染性に1及れているが、柔軟性、充

実性及び肌目が劣ると評価された。

4) 今回試験したウェットプルーの面積歩留は、 3社

いずれにおいても従米からの革よりも 3~10％低く

なった。
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鞣製における標準処法の確立

一国産鞣製薬品による種々の革の試作一

皮革分楊 石原矩武野村英作由良好史 宝山大喜前田昭二

要 旨

国産の鞣製薬品だけで再鞣、加脂した15種類の革を試作した。これらの革の化学組成及び

機械的性11は、いずれもJIS規格以上であった。また、官能試験においてもほとんどの革が
普通と差がないと評価された。

1 はじめに 2-2 再鞣、加脂及ぴ乾燥方法

国産の鞣製薬品の種類が増加し、その使用屈も増加 再鞣、加脂は、国産鞣製薬品会社4社から提供された

する傾向にある。これらの国産薬品は、外国の大メー 処法に基づいて行った。その処法は、 A社からソフト

カーの対抗品として販売されてお＇）、各工場でも外国 調、ハード調及びベピーレタン、 B社からソフト調、

薬品の代替として使用される例が多い。しかし、工場

で国産薬品だけで再鞣 ・加脂を行っている例はあま I)

バンプス調、ライトレタン、ヘピーレタン及びワーク ~ 
プーツ調、 C社から9ソフト調、ハー ド調及びベビーレ

聞かない。 タン、 D社からソフ ・ト調、ミドル調及びハード調の計

そこで今回は、国産の鞣製薬品会社から提供された 15種類であった。なお、これらの処法における鞣剤及

処法に碁づいて種々の性質の革を試作し、その化学組 び加脂剤の使用鈷を表1に示した。

成及び機械的性牧を測定し、さらに官能試験を行った 再鞣、加脂後、革はそれぞれの性骰に応じて真空乾

結果についてとりまとめた。 燥、味取り、バイプレーションステーキングを行った。

2 実験方法 2 -3 化学分析、機械的性質の測定及び官能試験の

2 -1 試料革 方法

・試験にはクロム鞣まで通常の方法で処理し、肛さ1.5 試作した革の化学組成は、JIS K6550に従ってクロ

~1.6mmにシェーピングした半裁クロム革を用いた。ク ム含有拭、脂肪分及びpHを全府ならびに銀面府、中間

ロム革の化学組成は、クロム含有屈 ：4.1~4.3%、全 罹そして肉面屑の府別に、さらに全灰分を全屈につい

灰分 ：9.9~10.3%、脂肪分 ：0.9~1.2%、pH: 3.6で てそれぞれ分析した。

あった。液中熱収縮温度は、 112~116℃であった。 機械的性質は、厚さ、引張強さ、伸び及び引裂強さ

表 1 再鞣に使用した各種鞣剤の使用量並ぴに加脂剤の伎用量

植物タンニン 鉱物鞣剤 グルタール
薬品会社 革の種類 合成蹂剤 加脂剤． 

ワットルケプラチョ クロムアルミニウム ジルコニウムアルデヒド

ソ フ 卜 瀾 5 4 8.5 
A ノ、 ＿ ド調 4 5 

ヘピ ー レタン 5 10 5 ， 
ソ フ 卜 調 4.5 2 5 10 

パンプス調 5 1 2 0.5 5 
B ライトレタ ン 3 4 4 0.5 6 

ヘピーレタン 11 15 1 6 

ワークプーツ調 5.5 2 2 5 

ソ フ 卜 調 6.5 2 6.5 
C ノ、一 ド調 2 2 2 5.5 r 

ヘビ ー レタ ン 8 10 4 2 6.5 

ソ フ 卜 調 3 3 5 
D ミ ドル調 4 2 4 

ノ‘ ド調 3 3 3 

但し、鞣剤及び加脂剤の使用紐は、 シェービン グ重厳に対する百分率で示した。
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をJIS K6550、銀面割れ荷頂及び銀面割れ高さをJIS 硬い ：1、こしの強さについて、強い： 5、やや強い

K 6548、そして剛軟度をJISL1079のE法（ガーレー : 4、普通 ：3、やや弱い ：2、蒻ぃ ：1、肌の．状態

法）に従ってそれぞれ測定した。 しば、ふくらみ、だき落ち、色むら及ぴ油むらについ

これら以外に見掛け比重を標準状態における革の体 て、良い ：5、やや良い ：4、普通： 3、やや悪い ：

梢と重屈から次式により虹出した。また、吸湿度をJI 2、悪い ：1、のように 5段階に行った。

S K6544、さらに液中熱収縮温度をJIS K6550に従って 3 結果及ぴ考察
il{lf定した。 試作した革の化学組成の分析結呆を全府と府別併せ

見掛け比巫(g/cm＇）＝重祉（g)／体栢（ C而） て表2に示した。

官能試験は、柔らかさ 、こしの強さ、肌の状態、し 化学組成を全屑についてみると 、クロム含有屈はク

ぽ、ふくらみ、だき落ち、色むら及ぴ油むらについて ロム再鞣したものが4.1~4.5％であるのに対し、ヘピ

行った。これらの評価は、柔らかさについて、柔らか ーレタン革か2.9~3.2％となり、再鞣方法による差が

ぃ ：5、やや柔らかい ：4、普通 ：3、やや硬い ：2、 認められた。

表2 化学組成の分析結果

全 府 クロム含有砒％ 脂肪分％ pH ． 薬品 革の種類 クロム含
会社 有 最全灰分脂肪分 pH 銀面層中鴫肉面層銀面層中間層肉面層毀面層中鴫肉面層

％ ％ ％ 

ソ フ 卜 調 3. 6 5 2 7 2 3.4 3.5 4. l 、34 9.8 3.3 6.4 3.5 3.4 3.4 
A ノ、一 ド調 3. 9 4.4 6 5 3.4 3. 9 4.2 3 8 10.6 3.3 6.0 3 4 3.4 3.4 
ヘピーレタン 2 9 4 8 8. 7 3.4 3.1 3 5 2. 7 8.3 3.1 7 6 3.4 3.3 3.4 

ソ フ 卜 調 3 5 4. 2 9. 1 4.2 3.8 3.8 3.5 11.0 4 8 8.1 4. 2 4.0 4 2 
パンプス調 4. I 4.4 6. 2 3.4 4.2 4 4 3. 9 8.3 I. 7 7.0 3.4 3.3 3.4 

B ライトレタン 3 3 3 7 5.5 3.3 3.4 3.8 3.1 7. I 1.3 5.6 3.3 3.2 3.3 
ヘピーレタン 3.1 3.4 5 5 3. 2 3.2 3.4 2.9 7. 2 1.4 6.0 3 2 3 0 3.2 
ワークプーツ調 4 I 5 I 6. 6 3.6 4.2 4.3 3.9 9.9 2.5 6.9 3. 7 3.6 3 7 .. 
ソ フ 卜 調 3. 7 4.1 5 2 4.1 3.9 3.8 3.6 6. 7 2. 7 3.6 4.2 3. 9 4.1 

C ノ、一 ド調 3. 5 7. I 5.9 3.5 3. 7 3. 9 3 3 7.2 I 2 7.1 3.5 3.3 3.5 
ヘビーレタン 3.8 6. 6 6. 7 3.2 4.1 3. 9 3 8 7.0 2.1 6.8 3.2 3.1 3 I 

ソ フ 卜 調 4.1 4.4 2.5 3.3 4.2 4.2 3. 9 4.0 0.6 2.9 3.3 3 3 3.3 
D 
｀ 
ド ル調 4. 4 4 7 2. 7 3.3 4.6 4.3 4.5 4.5 0.9 2.9 3.3 3.3 3.3 

ノ、一 ド調 4 5 4 8 3.2 3.3 4.8 4.5 4.5 3.5 0.8 4 1 3.4 3 4 3.4 

表3 機械的性質及びその他の物性の測定結果． 薬ロ
厄さ
引張り

伸び 引裂き 銀而割銀面割剛軟度見掛け吸湿度液中熱収
nn 革の種類 強 さ 強され荷重れ邸さ 比重 縮温度
会社 mm kgf/mm, ％ kgf /mm kg mm mg g /cm、 % ℃ 

ソ フ 卜 調1.85 1. 7 48 4 1 39 9.7 1380 0.53 4.8 114 
A ノ、 一 ド調 1.75 1.9 51 4.7 47 10.5 1230 0.53 5.4 113 
ヘピーレタン 1. 93 1. 6 42 3.3 39 9 8 1730 0.59 3.9 118 

ソ フ 卜 調1.84 1. 7 51 4.6 34 9.5 1280 0.53 4.9 115 
パンプス調 1.73 2.2 54 5.6 48 8.9 870 0.52 6.0 116 

B ライトレタン 1 73 1 9 48 3.8 35 8.5 870 0 58 5.0 114 
ヘピーレタン 1.88 1.8 43 3.7 41 8.8 1120 0.59 4.5 113 
ワークプーツ調 1.60 1.8 49 5.2 29 8.2 1040 0.58 6.2 117 

ソ フ 卜 調 l.77 1. 9 49 4.9 30 8.4 810 0.54 6 0 113 
C ノ、一 ド調 1.67 1.8 54 5.7 35 8.0 740 0.54 6.2 114 
ヘピーレタン 1. 93 1.5 45 3.3 33 8.3 1120 0.54 5.6 117 

ソ フ 卜 調 1.79 1.4 48 3.4 23 8.0 1070 0.53 6.9 115 
D ドル調1.67 1.5 55 3.5 25 8.0 1040 0.50 7.0 115 
ノ、一 ド調1.81 1.6 53 3.8 28 8.4 1100 0.53 6.7 117 
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表4 官能試験結果

薬品

会社
革の種類 柔らかさ こしの強さ 肌の状態 し ほ 0 ふくらみだき落ち 色むら

． 
油むら

A
 

B
 

c
 

調

調

ン

調

調

ン

ン

調

調

調

ン

タ

ス

タ

タ

ッ

タ

ト

ド

レ

ト

レ

レ

ー

ト

ド

レ

プ

プ

フ

一

ー

フ

ト

一

ク

フ

一

―

ビ

ン

イ

ピ

ー

ビ

ソ

ハ

ヘ

ソ

。ハ

ラ

ヘ

ワ

ソ

ハ

へ

3

2

2

 

3

3

3

 

3

3

3

 

3

3

3

 

3

3

2

 

1

1

4

 

3

3

3

 
3

3

3

3

3

 

3

3

2

2

3

 

3

3

3

3

3

 

3

3

3

3

3

 

3

3

3

3

3

 

3

3

3

3

4

 

3

4

2

3

2

 

D
 

ソ

ミ
ノ‘

フ
ド
ト
レ
ド

｝
 

調

調

調

1

3

3

4

3

3

 

3

2

3

3

3

4

 

3

3

3

3

3

3

 

3

3

3

3

3

3

 

4

1

2

2

3

2

2

1

2

3

3

4

3

5

 

3

3

3

3

4

4

 

1

2

3

3

2

2

 

3

3

3

3

3

3

 

但し、 柔らかさは 、 5:柔 らかい、 4 :やや柔らかい、 3 ：普通、 2:やや硬い、 l:硬い

こしの強さは、 5:強い、 4 :やや強い、 3:普通、 2 :やや弱い、 l:弱い

これら以外は、 5:良 好、 4 :やや良い、 3:普通、 2 :やや劣る 、 l:劣る

と評価した。

． 

全灰分は、再鞣に鉱物鞣剤を使用した楊合、特にC

社のハード調とヘピーレタン革がそれぞれ7.1％と6.6

％で他に比較して高くなることを認めた。

脂肪分は、 D社のソフト調、 ミドル調及ひ゜ハード調

のいずれもが他3社の半分もしくはそれ以下と少なく

なる傾向を認めた。

pHは、 B社とC社のソフト調革が4.2と4.1で他に比

較して高くなることを認めた。 さ

次いで、化学組成を屑別にみると、クロム含有批は

クロム再鞣した革では銀面層と肉面屑が中間屑よりも

多い。それ以外の再鞣による革では表衷両面屑よりも

中間府が多くなる傾向を認めた。

脂肪分の府別分布は、いずれの革においても銀面屑

が最も多く、次で肉面府、中間展の順番となった。

pHは、府間の差がほとんどなかった。

試作した革の機械的性竹、見掛け比重、吸湿度及び

液中熱収縮温度の測定結果を併せて表3に示した。

肛さは、ヘピーレタン革が匝くなる傾向を認めた。

引張強さは1.4~2.2kgf/mm2ヽ 伸びは42~55%、引裂

強さは3.3~5.7kgf/mm、銀面割れ荷重は23~48kgfそし

て銀面割れ高さは8.0~10.5mmとそれぞれ変化している

が、いずれの結果もJIS規格以上であ ＇）実用上問題な

いことが認められた。

剛軟度は、ソフト調の革が810~1380mgの範囲で変

化して：ヽるのに対し＜ヽー ド調の革が740~1230mgの範

囲で変化しており、ソフト調の革のほうがハード調の

革よりも硬いという結果が得られた。すなわち、薬品

会社から提示された革の性牧と今回の剛軟度の測定結

果とは一致しない。

見掛け比重は、 0.50~0.57g Jc而の範囲で変化して

おり、特に目立った傾向がなかった。

吸湿度は、 A社の処法による革が3.9~5.4％と他社

の処法による革よりも低い。これとは逆にD社の処法

による革の吸湿度は6.7~7.0％と他社の処法による革

よりも高くなる傾向を認めた。

液中熱収縮温度は、 113~118℃の範囲で変化してお

リ目立った傾向がなかった。

試作した革の官能試験結果を表4に示した。

柔らかさは、各社から提示された革の性牧とは一致

しておらず、例えばC社ではソフト調の革がハード調

やヘピーレタン革よりも硬いと評価された。

こしの強さ 、肌の状態、いま、だき落ち及び油むら

などはほとんどの革が普通と評価された。

ふくらみは、A社のソフト調、 D社のソフト調とハ

ー ド調が高〈評価された。これとは逆にA社のハー ド
," 

調と B社のワ＿クプーツ調が低〈評価された。

色むらは、 A社のヘビーレタン革が少ないと高く評

価された。これとは逆にA社のソフト調、ハード調及

びC社のソフト調の革は、色むらが目立ち低く評価さ

れた。

． 
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． 

以上の結果から、国産の薬剤だけで再鞣、加脂して

得られた革は、化学組成、機械的性牧そして官能試験

のいずれの面から見ても現在製造されている革と大差

ないといえる。しかし 、各桑品会社から提示された処

法とその革の性牧が今回の実験で得られた革の性牧と

は必ずしも一致しておらず今後の課題として残った。
9., 

4 まとめ
国産の鞣製薬品会社4社から提示されたソフト調、

． 

ハード調、ヘピーレタンなど計15種類の処法に従って

再鞣、加脂処理して革を試作した。その結果、化学組

成、機械的性竹及ぴ官能試験のいずれの面から見ても

現在製造されている革と大差のないものが得られた。

ただし、今後の問題点として、薬品会社から提示され

た処法とその革の性竹が実際に製造した革の性質と一

致するように再度検討する必要があると思われる。
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靴の表底革の耐摩耗性について（要約）

皮革分瑞 石原矩武野村英作前田昭二

靴の耐久性に直接影靱する表底革の耐摩耗性は底革 分析の結果、全般に鞣皮度が低く、JISに規定され

の品質を左右する重要なる性1『であるが、この試験は た60すれすれの底革も一部見られた。化学組成の著し

各国で統一されておらず、また信頼できる試験方法が 〈異なる底革が数種あり、国産9種のうち、クロムが

確立されていない。そのためIUPでは20年来この試験

方法制定のために共同実験を行っているか、この実験

に協力することと 、現在日本で使用されている底革の

品質を明らかにすることを目的として次の実験を行っ

た。

日本で生産されている底革のうち特に差異があると

見られる 9種21枚、アメリカ及びイギリスから輸入さ

れた底革各2枚、イタリアの底革 1枚を試料とした。

底革の分析はJISK 6550革試験方法により行った。

一部の底革は靴の試履試験により、摩耗屈、変形な

どの測定を行い、耐摩耗性試験はIUPで審議中のTN

0式と類似したJIS及びASTMで規定されている研1祭

材によるプラスチックの摩耗試験方法、 DINに規定さ

れている摩耗輪によるゴム ・エラストマーの試験方法

ならびにサトラで行っている平板上で研摩布で摩耗す

る靴の底材料の試験方法でそれぞれ試験した。

含まれているものが2種で、そのうち 1種はクロムが

1. 3％も含まれ、可溶性成分及び脂肪分が他の底革に比

ペて著し〈少ない。また 1種の底革は脂肪分が14％も

あり 、充瑣剤が溶剤により脂肪分と一緒に浴出したこ

とか予測された。輸入底革では、イギリスの底革にわ

ずかにクロムが認められた程度である。

耐摩耗性試験の結果、銀面屑及び内面層の摩耗は網

状府の摩耗よリも辿く 、また網状府のどの府の部分も

耐摩耗性に大きな差異は認められない。

本研究は、日本はきもの研究会との共同研究である。

また、DIN摩耗試験に御協力下さった花王石曲閥和

歌山研究所の皆様に感謝致します。

原報： 昭和57年度束京都皮革技術依託研究報告書1

「表底革材料の性能について」東京都産業労

慟会館発行（昭和58年）
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